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本
日
は
、
弘
法
大
師
の
御
降
誕
に
際
し
ま
し
て
、
眞
言
宗
各
派
の
管
長
の
方
々
、

並
に
耆
宿
碩
學
の
賁
臨
を
忝
う
し
、
又
滿
堂
の
諸
君
の
來
集
の
中
に
於
て
、
此

の
演
壇
に
立
ち
、
宗
祖
大
師
の
時
代
に
つ
き
ま
し
て
、
一
塲
の
卑
見
を
※
ぶ
る

こ
と
を
得
ま
す
る
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
、
光
榮
至
極
の
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
、

演
題
は
、
茲
に
掲
げ
ま
し
た
通
り
「
大
師
の
時
代
」
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、

從
來
、
宗
祖
大
師
の
降
誕
會
を
擧
行
せ
ら
る
ゝ
度
毎
に
、
緇
素
の
諸
名
流
方
が
、

此
の
演
壇
の
上
に
現
れ
ま
し
て
、
或
は
大
師
の
文
章
に
つ
き
、
或
は
才
學
に
つ

き
、
或
は
建
立
せ
ら
れ
た
教
義
に
つ
き
、
或
は
功
業
遺
徳
に
つ
き
、
演
述
せ
ら

れ
た
も
の
は
甚
だ
多
い
、
此
等
は
、
弘
法
大
師
の
面
目
其
の
も
の
を
描
き
出
し

た
も
の
で
、
濃
淡
の
差
は
あ
り
、
色
彩
の
別
は
あ
り
ま
し
や
う
が
、
謂
は
ば
、

大
師
の
御
肖
像
を
描
き
出
す
上
に
於
て
、
全
部
又
は
一
部
の
貢
與
を
な
さ
れ
た

も
の
と
私
は
信
じ
ま
す
、
由
來
、
肖
像
畫
は
、
畫
の
中
で
も
、
困
難
な
も
の
で

あ
つ
て
、
就
中
、
宗
祖
大
師
の
ご
と
き
方
を
言
説
の
力
で
描
き
出
し
て
聽
く
も

の
、
見
る
も
の
を
し
て
、
其
の
眉
目
生
動
の
御
姿
を
彷
彿
せ
し
む
る
は
、
困
難

至
極
の
こ
と
で
あ
る
と
想
像
致
し
ま
す
が
、
從
來
發
表
せ
ら
れ
た
講
演
の
筆
記

を
拜
見
致
し
ま
す
に
、
中
々
巧
に
や
り
と
げ
ら
れ
た
や
う
に
窺
は
れ
ま
す
が
、

私
の
只
今
諸
君
の
清
鑒
に
供
し
ま
す
る
の
は
、
大
師
の
御
肖
像
で
は
あ
り
ま
せ

ぬ
、
大
師
の
埀
跡
せ
ら
れ
、
活
動
せ
ら
れ
た
時
代
そ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
大
師

の
御
一
身
を
、
假
り
に
龍
に
倫
擬
し
ま
す
れ
ば
、
今
迄
此
の
演
壇
に
立
た
れ
た

方
々
の
御
講
演
は
、
雲
に
駕
し
、
雨
を
呼
ん
で
、
九
天
の
上
に
飛
翔
せ
ら
る
ゝ

龍
を
描
き
出
し
、
又
は
、
描
き
出
ん
と
勉
め
ら
れ
た
も
の
で
、
其
の
苦
心
は
、

尋
常
一
樣
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、
谷
本
、
松
本
、
内
藤
の
諸
博
士
の
御
演
説
集

を
一
見
致
し
ま
し
て
も
、
判
然
致
し
ま
す
、
此
等
は
、
孰
れ
も
、
龍
の
全
部
を

描
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
龍
と
申
す
も
雲
を
得
て
、
始
め
て
、
靈

あ
る
次
第
で
あ
り
ま
し
て
、
風
に
駕
し
、
雲
を
御
し
て
、
始
め
て
四
海
の
上
に

飛
翔
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
、
私
は
、
自
か
ら
揣
る
に
、
到
底
龍
其
の

も
の
を
描
く
こ
と
は
、
其
の
器
で
な
い
強
ひ
て
、
や
れ
ば
、
或
は
、
蛇
と
な
る

恐
が
あ
る
か
ら
、
此
の
際
、
寧
ろ
、
龍
の
つ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
る
雲
を
描
き

た
い
と
思
ひ
、
又
風
を
描
き
た
い
と
思
ひ
ま
し
た
の
が
、
即
ち
、
大
師
の
時
代

と
云
ふ
題
目
を
選
擇
し
ま
し
た
所
以
で
、
大
師
の
肖
像
で
は
な
い
が
、
其
の
背

景
で
あ
り
其
の
周
圍
で
あ
り
ま
す
、
大
師
が
、
よ
り
て
以
て
飛
翔
せ
ら
れ
た
風

雲
で
あ
り
ま
す
、
龍
を
描
い
て
、
雲
を
描
か
な
か
つ
た
ら
、
如
何
に
し
て
、
其

の
靈
を
示
す
こ
と
が
出
來
ま
し
や
う
か
、
大
師
の
文
章
才
學
を
述
べ
、
其
の
功

業
遺
徳
を
讃
歎
し
ま
し
て
も
、
大
師
を
出
し
た
時
代
、
大
師
が
飛
翔
せ
ら
れ
た

雲
霄
の
光
景
が
、
明
か
で
な
い
以
上
は
、
大
師
の
面
目
が
完
全
に
描
き
出
さ
れ

ん
と
は
、
云
へ
な
い
、
此
の
點
よ
り
申
せ
ば
、
私
の
選
擇
し
ま
し
た
題
目
も
、

大
師
の
遺
徳
を
紹
述
し
ま
す
上
に
於
て
も
决
し
て
、
關
係
が
な
い
も
の
と
は
、

申
さ
れ
ぬ
次
第
と
確
信
致
し
ま
す
、
私
の
家
は
、
世
々
新
義
眞
言
宗
の
檀
徒
で
、

生
れ
た
故
郷
は
、
興
教
大
師
の
御
事
跡
と
關
係
あ
る
紀
伊
岩
手
の
莊
で
あ
り
ま

し
て
、
幼
少
の
時
代
か
ら
、
嗜
ん
で
、
弘
法
大
師
の
御
傳
記
な
ど
は
、
讀
ん
だ

も
の
で
あ
り
、
又
義
理
は
一
切
了
解
し
ま
せ
な
ん
だ
が
、
般
若
心
經
や
、
光
明

眞
言
な
ど
は
、
七
つ
八
つ
の
時
代
か
ら
暗
誦
し
た
も
の
で
、
今
で
も
、
や
つ
て

見
よ
と
云
は
る
れ
ば
、
巧
で
は
な
い
が
、
素
人
仲
間
に
伍
す
れ
ば
、
そ
の
導
師

ぐ
ら
ゐ
は
、
勤
ま
る
積
で
あ
る
、
か
ゝ
る
次
第
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
弘
法
大

師
の
傳
記
は
種
々
讀
み
ま
す
る
し
、
又
傳
聞
も
し
ま
し
た
が
、
幼
少
の
頃
は
、

想
像
に
富
み
、
空
想
に
馳
せ
易
い
か
ら
、
大
師
の
傳
記
な
ど
は
、
字
義
通
り
、

解
釋
し
、
又
信
じ
ま
し
て
、
自
分
が
、
小
石
を
拾
う
て
、
紀
の
川
に
抛
げ
て
も
、

一
町
と
は
飛
ば
ぬ
に
大
師
の
ご
と
く
な
り
さ
へ
す
れ
ば
、
唐
土
か
ら
、
三
鈷
杵

を
投
げ
て
も
、
必
ず
雲
山
萬
里
の
距
離
を
飛
び
越
し
て
、
高
野
山
の
松
の
枝
に
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か
ゝ
る
も
の
と
信
じ
ま
し
た
、
又
村
の
は
づ
れ
に
あ
る
松
原
を
、
黄
昏
の
頃
に

通
り
て
、
同
行
二
人
と
書
い
た
笠
を
戴
い
て
ひ
と
り
、
と
ぼ
〳
〵
と
疲
れ
た
足

を
曳
き
づ
つ
て
來
る
四
國
巡
禮
の
も
の
に
遭
ふ
と
、
か
う
見
え
て
も
、
も
し
や
、

是
は
、
高
野
山
の
奧
の
院
に
今
な
ほ
居
ら
る
ゝ
大
師
が
、
假
に
身
を
扮
じ
て
、

巡
禮
者
と
な
つ
て
來
た
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
、
其
の
後
、

年
が
段
々
た
け
て
、
種
々
の
學
問
や
、
種
々
の
經
驗
な
ど
を
し
ま
し
た
が
、
幼

少
の
頃
に
、
讀
ん
だ
宗
祖
大
師
の
傳
記
は
、
時
に
つ
れ
、
折
に
觸
れ
て
、
私
の

心
を
動
か
し
、
感
ぜ
し
め
た
こ
と
が
、
尠
く
な
い
、
こ
れ
と
同
時
に
、
其
の
傳

記
に
對
す
る
自
分
の
見
解
が
、
變
化
し
て
來
て
、
最
初
の
程
は
、
超
人
間
的
で

あ
つ
た
が
、
漸
次
人
間
的
と
な
つ
て
來
り
文
字
通
り
解
釋
し
て
來
た
も
の
が
、

譬
喩
的
に
解
釋
す
る
樣
に
な
り
、
幼
少
の
頃
は
、
彩
霞
※
雲
の
上
に
光
明
赫
奕

と
し
て
居
ら
る
ゝ
大
師
の
姿
を
望
ん
で
居
た
が
、
年
が
長
ず
る
と
共
に
、
大
師

の
姿
は
、
自
分
の
身
に
接
近
せ
ら
る
ゝ
樣
に
感
じ
、
自
分
の
師
傅
と
し
て
、
又

自
分
の
伴
侶
と
し
て
、
眉
睫
の
間
に
、
大
師
を
見
る
樣
な
心
地
と
な
つ
た
次
第

で
、
以
前
は
、
「
大
師
だ
か
ら
、
か
く
か
く
で
あ
る
、
自
分
で
は
、
と
て
も
」

と
思
つ
た
の
が
、
後
に
は
、
「
大
師
が
か
く
〳
〵
で
あ
る
か
ら
、
自
分
も
」
と

云
ふ
樣
に
な
つ
て
來
た
、
隨
つ
て
、
自
分
の
所
謂
大
師
の
面
目
な
り
、
又
御
姿

の
輪
廓
な
り
が
、
明
白
に
な
つ
て
來
た
つ
も
り
で
あ
る
、
殊
に
八
年
前
、
文
部

省
の
留
學
生
と
な
つ
て
、
佛
國
巴
里
に
赴
き
、
前
後
二
年
滯
在
し
て
居
つ
た
と

き
は
、
殊
に
、
此
の
感
が
深
か
つ
た
、
「
プ
ラ
ー
ス
、
ド
、
ラ
、
コ
ン
コ
ー
ド
」

の
廣
塲
か
ら
「
ジ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
」
の
廣
衢
が
、
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
建
て
た

凱
旋
門
を
貫
き
て
、
「
ブ
ー
ロ
ー
ン
ヌ
」
の
林
に
つ
ら
な
つ
て
あ
る
が
、
そ
こ

を
午
後
三
時
か
ら
、
夜
に
か
け
て
輕
車
肥
馬
の
來
往
が
、
織
る
が
や
う
で
、
夜

に
入
る
と
、
車
に
つ
け
た
燈
火
が
、
旁
午
入
り
亂
れ
て
、
流
星
の
亂
れ
飛
ぶ
か

と
怪
ま
る
ゝ
さ
ま
で
あ
つ
て
、
東
海
の
一
遊
士
た
る
自
分
は
、
此
の
光
景
を
見

る
た
び
毎
に
、
大
師
の
長
安
に
居
ら
れ
た
時
は
、
長
安
の
大
道
は
、
坦
と
し
て

砥
の
ご
と
く
、
佳
人
才
子
が
、
銀
鞍
白
馬
春
風
を
渡
つ
て
、
慈
恩
寺
の
塔
の
邊

に
行
樂
し
た
さ
ま
は
、
か
ゝ
る
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
と
感
じ
だ
、
又
か
の
國
の

先
輩
や
、
同
窓
に
親
切
に
世
話
に
な
つ
た
と
き
な
ど
は
、
恐
多
い
話
で
は
あ
る

が
、
宗
祖
大
師
が
在
唐
の
當
時
、
青
龍
寺
惠
果
和
尚
や
、
西
明
寺
の
志
明
談
勝

法
師
な
ど
に
厚
遇
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
屡
々
心
の
中
に
浮
び
出
た
次
第
で
、

要
す
る
に
、
自
分
が
今
日
に
至
る
ま
で
、
理
想
と
し
て
仰
ぎ
、
伴
侶
と
し
て
親

み
、
順
境
の
時
に
も
、
逆
境
に
處
し
た
時
に
も
、
心
裡
に
、
慰
藉
を
與
へ
、
光

明
を
放
つ
て
呉
れ
た
古
今
東
西
の
偉
人
は
、
决
し
て
、
鮮
く
な
い
が
、
幼
少
の

頃
か
ら
、
今
に
至
る
ま
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
歴
史
と
し
て
は
弘
法
大
師

の
傳
記
で
、
稗
史
小
説
で
は
あ
る
が
、
演
義
三
國
史
に
現
は
れ
た
關
羽
の
性
格

で
あ
る
、
殊
に
大
師
の
傳
記
が
、
自
分
の
年
の
長
ず
る
と
共
に
、
閲
歴
見
聞
の

加
は
る
と
共
に
、
了
解
せ
ら
れ
、
氷
釋
す
る
が
ご
と
き
趣
が
あ
る
は
、
自
か
ら

顧
て
、
不
思
議
の
感
が
あ
る
。

大
師
の
時
代
を
論
ず
る
に
は
、
當
時
の
日
本
と
支
那
と
を
了
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

が
、
當
時
の
日
本
は
、
今
日
の
日
本
と
は
異
つ
て
居
つ
て
、
と
り
た
て
、
世
界

に
對
し
誇
る
べ
き
程
の
文
明
は
な
か
つ
た
、
す
こ
し
、
矯
激
に
亘
る
嫌
は
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
當
時
大
師
の
活
動
せ
ら
れ
て
居
た
奈
良
や
京
都
の
都
は
、

要
す
る
に
、
支
那
の
摸
倣
で
あ
つ
て
、
其
の
都
に
居
つ
て
、
全
日
本
を
支
配
す

る
位
置
に
居
ら
れ
た
方
々
の
思
想
、
並
に
好
尚
は
、
一
に
支
那
の
摸
倣
に
過
ぎ

な
い
、
今
日
宮
内
省
の
所
轄
で
あ
る
正
倉
院
の
御
物
を
、
私
は
拜
觀
い
た
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
近
頃
支
那
や
、
中
央
亞
細
亞
な
ど
で
、
發

掘
し
た
唐
代
の
も
の
と
覺
ぼ
し
き
美
術
文
書
な
ど
を
見
て
、
竊
か
に
比
較
憶
度

致
し
ま
し
た
が
、
從
來
、
奈
良
の
古
社
寺
な
ど
で
、
何
々
天
皇
の
御
宸
筆
で
あ

る
と
か
、
何
々
皇
后
の
御
筆
で
あ
る
と
か
、
又
は
何
々
大
臣
の
作
で
あ
る
と
か
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傳
へ
ら
れ
ま
し
た
古
經
古
書
な
ど
は
勿
論
、
古
美
術
品
で
と
り
ま
し
て
も
、
果

し
て
、
所
傳
の
ご
と
く
、
僞
で
な
い
と
す
れ
ば
、
實
に
眞
に
逼
つ
た
支
那
の
摸

倣
で
あ
つ
て
、
如
何
に
し
て
、
か
く
ま
で
、
眞
物
に
似
た
も
の
を
摸
倣
し
得
た

か
と
疑
は
る
ゝ
次
第
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
し
て
も
、
當
時
の
上
流
社
會
が
、

如
何
に
支
那
に
文
物
を
好
尚
し
た
か
が
明
瞭
で
あ
る
、
し
か
し
、
自
分
の
考
へ

で
は
摸
倣
に
し
て
も
當
時
か
く
ま
で
巧
に
な
し
得
た
か
否
や
を
疑
ふ
も
の
で
、

平
安
朝
の
初
は
暫
ら
く
論
ぜ
ぬ
こ
と
に
し
て
奈
良
朝
の
中
葉
の
つ
き
て
論
し
て
、

見
ま
す
に
當
時
の
知
識
あ
る
階
級
、
即
ち
卿
相
僧
侶
の
方
々
が
、
正
倉
院
御
物

に
於
て
、
或
は
、
奈
良
の
古
社
寺
な
ど
に
存
在
す
る
文
書
、
繪
畫
等
を
自
分
の

力
で
製
作
し
得
た
程
、
進
ん
で
居
つ
た
か
、
ど
う
か
、
甚
だ
疑
は
し
い
、
自
分

の
信
ず
る
所
で
は
、
某
卿
の
作
と
か
、
某
大
臣
の
作
だ
と
か
、
或
は
何
某
の
高

僧
の
手
に
成
つ
た
も
の
だ
と
か
云
は
る
ゝ
も
の
ゝ
中
に
、
支
那
朝
鮮
か
ら
の
輸

入
品
と
認
む
べ
き
も
の
は
甚
だ
多
い
、
殊
に
古
經
な
ど
は
、
豊
滿
含
潤
、
見
る

か
ら
に
、
骨
董
好
き
の
人
々
に
埀
涎
せ
し
む
る
樣
な
も
の
は
、
當
時
の
純
粹
の

日
本
人
が
書
い
た
も
の
で
な
い
、
皆
支
那
か
ら
の
輸
入
し
た
も
の
か
、
支
那
の

寫
經
生
が
書
い
た
も
の
で
、
現
に
正
倉
院
の
御
物
の
中
に
、
當
時
の
日
本
人
が
、

確
か
に
書
い
た
文
書
も
あ
り
ま
す
が
、
比
較
し
て
見
ま
す
る
と
、
書
の
巧
拙
に

於
て
、
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま
す
、
奈
良
朝
の
中
葉
に
於
け
る
支
那
の
書
風
の
摸

倣
は
、
未
だ
其
の
堂
に
上
つ
た
と
は
、
思
は
れ
な
い
、
以
上
云
ふ
た
こ
と
は
、

必
ず
し
も
、
區
々
た
る
書
風
に
つ
き
て
の
み
云
ふ
の
で
は
な
い
、
美
術
工
藝
の

上
で
も
、
こ
れ
に
類
し
た
こ
と
ゝ
思
ふ
、
今
日
保
存
せ
ら
れ
て
居
る
美
術
上
の

逸
品
は
、
或
は
、
支
那
、
朝
鮮
の
歸
化
人
が
、
作
つ
た
も
の
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、

輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
、
私
の
斷
言
し
て
憚
ら
ぬ
所
で
あ
る
、
も

し
當
時
の
日
本
人
が
、
日
本
に
の
み
居
つ
て
、
支
那
の
美
術
工
藝
の
品
を
摸
倣

し
た
も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
支
那
の
手
本
と
比
較
す
る
と
、
其
の
差

は
、
盖
し
、
巴
里
の
春
の
「
サ
ロ
ン
」
と
、
文
部
省
が
毎
年
東
京
の
上
野
で
開

催
す
る
展
覽
會
と
の
差
以
上
の
も
の
あ
つ
た
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
、
し
か

し
、
繪
畫
と
彫
刻
と
か
、
工
藝
と
か
は
、
と
も
か
く
も
、
目
で
見
れ
ば
、
わ
か

る
も
の
で
、
所
謂
胡
蘆
に
よ
り
て
、
樣
を
畫
き
、
支
那
傳
來
の
樣
式
を
墨
守
し

て
、
正
直
に
摸
倣
す
れ
ば
、
精
神
は
と
て
も
移
す
こ
と
は
出
來
ぬ
と
し
て
も
、

形
式
だ
け
は
、
具
備
す
る
こ
と
は
、
左
程
の
難
事
で
な
い
、
獨
り
、
宗
教
や
學

術
の
如
き
は
、
其
の
主
要
な
る
所
は
、
精
神
の
機
微
に
存
す
る
次
第
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
外
國
よ
り
傳
へ
來
る
に
し
て
も
、
傳
へ
る
も
の
は
、
先
づ
こ
れ
を

會
得
し
體
得
し
て
、
自
分
の
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
殊
に
學
術
の
中
で
も
、

哲
學
な
ど
は
、
た
ゞ
〳
〵
書
物
ば
か
り
讀
ん
で
、
字
義
ば
か
り
、
た
ど
つ
た
と

て
、
會
得
が
、
出
來
る
も
の
で
な
く
、
又
宗
教
の
中
で
も
、
形
式
の
部
分
は
、

比
較
的
移
植
さ
れ
易
い
が
、
教
相
の
部
分
は
、
哲
學
と
同
じ
く
、
暗
默
の
中
に

悟
入
す
る
こ
と
を
要
す
る
所
が
あ
る
、
師
資
相
對
し
て
、
問
ふ
こ
と
を
得
ず
、

教
ふ
る
事
の
出
來
ぬ
部
分
が
あ
る
、
隱
約
の
間
に
、
双
方
の
心
が
融
會
す
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
部
分
が
あ
る
、
か
ゝ
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
留
學
生

を
送
り
、
如
何
に
明
師
を
迎
へ
て
も
、
又
如
何
に
書
籍
を
輸
入
し
て
も
、
到
底

充
分
會
得
せ
ら
れ
ぬ
部
分
が
あ
る
こ
と
は
、
免
れ
な
い
、
奈
良
朝
の
佛
教
と
云

へ
ば
、
先
づ
指
を
法
相
三
論
華
嚴
に
屈
す
る
が
、
か
ゝ
る
哲
學
的
宗
教
は
、
こ

れ
を
輸
入
す
る
に
は
、
如
何
に
書
籍
を
輸
入
し
、
又
留
學
生
を
送
り
た
り
と
て
、

完
全
に
、
會
得
せ
ら
れ
、
領
解
せ
ら
る
ゝ
に
は
、
幾
多
の
歳
月
を
必
要
と
す
る

次
第
で
あ
り
て
、
要
は
、
俊
邁
達
識
の
士
が
、
良
書
を
得
て
、
其
の
中
に
於
て
、

自
己
を
發
見
す
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
明
師
に
遭
う
て
、
其
の
意
見
は
、
自
己

の
考
へ
と
默
契
す
る
所
が
あ
つ
て
、
始
め
て
、
完
全
に
、
教
は
了
解
せ
ら
れ
、

師
資
相
傳
す
る
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
良
書
は
、
孰
れ
の
世
で
も
得
難
い
、
明

師
と
俊
邁
達
識
の
士
と
は
、
遇
ひ
難
き
も
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
、
奈
良
朝
の
佛
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教
と
云
ふ
も
の
は
、
輸
入
佛
教
で
は
あ
る
が
、
其
の
當
時
、
輸
入
の
困
難
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
想
見
に
餘
あ
る
次
第
で
、
早
い
話
が
法
相
宗
の
輸
入
で
あ
る
、

こ
れ
は
、
更
め
て
申
す
ま
で
も
な
く
、
玄
奘
三
藏
が
、
渡
天
の
上
、
戒
賢
其
の

他
の
論
師
か
ら
受
け
て
、
唐
土
に
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
ゝ
る
教
義
は
、

本
來
發
生
の
土
地
の
語
で
書
い
た
も
の
な
ら
ば
、
其
の
語
に
通
し
た
も
の
が
、

讀
め
ば
比
較
的
了
解
に
は
困
難
で
は
な
か
ら
う
が
、
日
本
が
こ
れ
を
傳
へ
た
は
、

玄
奘
の
支
那
か
ら
傳
へ
た
も
の
で
、
支
那
語
の
學
習
が
、
當
時
已
に
日
本
の
人

々
に
は
、
一
大
事
業
で
あ
る
に
加
へ
て
、
衣
裝
は
支
那
語
で
あ
つ
て
も
、
中
身

は
、
印
度
思
想
で
あ
る
か
ら
高
遠
な
概
念
を
有
し
た
哲
學
上
の
術
語
が
多
い
、

故
に
、
日
本
か
ら
、
支
那
に
出
掛
け
て
學
ぶ
に
も
、
一
人
や
二
人
の
力
の
及
ぶ

所
で
な
い
、
第
一
に
は
、
孝
徳
天
皇
の
白
雉
四
年
に
、
元
興
寺
の
道
照
が
入
唐

し
、
玄
奘
に
つ
き
て
こ
れ
を
學
ん
だ
が
、
次
に
は
、
觀
音
寺
の
、
智
通
智
達
が
、

齊
明
天
皇
の
と
き
に
、
入
唐
し
て
、
同
じ
く
玄
奘
に
つ
き
て
、
こ
れ
を
受
け
、

又
も
、
文
武
天
皇
の
大
寶
三
年
に
、
智
鳳
だ
と
か
、
智
鸞
だ
と
か
と
云
ふ
連
中

が
、
入
唐
し
て
、
智
周
か
ら
學
ん
で
、
日
本
に
傳
へ
、
又
も
、
元
正
天
皇
の
靈

龜
二
年
に
、
玄
※
が
入
唐
し
て
、
同
じ
く
、
智
周
か
ら
受
け
た
と
の
事
で
あ
る

が
、
か
く
の
如
く
、
一
法
相
宗
の
輸
入
で
も
、
道
照
か
ら
始
ま
つ
て
、
玄
※
に

至
る
ま
で
、
我
が
國
の
俊
才
の
士
が
、
數
度
入
唐
し
、
時
代
は
六
十
有
餘
年
か

ら
か
ゝ
つ
て
居
る
、
其
の
後
と
て
も
、
屡
々
留
學
生
を
送
つ
て
、
法
相
宗
の
教

義
を
學
習
さ
し
て
居
る
が
、
こ
れ
で
も
、
當
時
、
果
し
て
完
全
に
、
玄
奘
や
慈

恩
大
師
の
著
作
が
、
日
本
に
於
て
、
了
解
せ
ら
れ
た
か
否
や
は
、
私
ど
も
の
大

い
に
疑
ふ
所
で
あ
る
、
も
し
了
解
さ
れ
て
居
つ
た
と
云
ふ
人
が
あ
れ
が
、
何
時

で
も
、
其
の
然
ら
ざ
る
所
以
を
擧
證
し
得
る
積
り
で
あ
る
、
宗
教
に
し
て
も
、

文
學
に
し
て
も
、
美
術
に
し
て
も
、
奈
良
朝
の
全
部
平
安
朝
の
初
期
の
も
の
は
、

要
す
る
に
、
支
那
朝
鮮
よ
り
の
輸
入
品
で
な
く
ば
、
其
の
摸
倣
で
あ
る
こ
と
は
、

私
の
確
信
す
る
所
で
あ
り
、
又
世
間
一
般
の
定
説
で
あ
る
と
信
ず
る
か
ら
、
特

に
喋
々
す
る
必
要
は
な
き
こ
と
ゝ
思
ふ
、
し
か
し
、
其
の
輸
入
又
は
摸
倣
の
迅

速
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
世
間
一
般
の
想
像
す
る
よ
り
も
、
一
層
迅
速
で
あ
つ
た

こ
と
は
、
私
の
又
信
じ
て
疑
は
ぬ
所
で
あ
り
ま
す
、
玄
奘
が
、
印
度
か
ら
歸
り

て
、
戒
賢
論
師
か
ら
法
相
宗
を
傳
へ
る
と
、
日
本
か
ら
早
速
道
照
が
出
掛
け
て
、

其
の
弟
子
の
窺
基
、
即
ち
慈
恩
大
師
と
同
宿
の
上
で
、
教
旨
を
學
ぶ
と
か
、
義

淨
三
藏
が
印
度
か
ら
歸
り
て
來
て
、
一
切
有
部
の
律
が
翻
譯
せ
ら
れ
、
從
來
支

那
で
闕
け
て
あ
つ
た
律
も
、
漸
く
補
足
せ
ら
れ
た
爲
め
と
、
又
其
の
少
々
以
前

で
、
道
宣
や
懷
素
等
の
、
諸
高
僧
が
、
律
の
こ
と
を
、
喧
し
く
唱
導
し
た
爲
と

で
あ
る
が
、
支
那
に
は
、
律
宗
の
氣
勢
が
加
は
つ
た
と
思
ふ
と
、
や
が
て
、
義

淨
の
入
寂
後
、
十
五
年
と
す
ぎ
ぬ
間
に
、
開
元
十
四
年
大
安
寺
の
普
照
と
、
元

興
寺
の
永
叡
と
が
、
國
主
の
命
、
即
ち
聖
武
天
皇
の
勅
命
で
、
支
那
に
赴
き
、

僧
伽
梨
幾
領
か
を
以
て
、
中
國
即
ち
支
那
國
に
於
け
る
高
行
律
師
達
に
施
す
旨

が
、
佛
祖
統
記
第
四
十
卷
に
見
え
て
あ
る
、
し
て
見
れ
ば
、
其
の
少
し
以
前
、

義
淨
三
藏
の
入
寂
後
間
も
な
く
、
又
は
、
在
世
中
、
既
に
初
唐
の
律
宗
の
流
行

が
、
日
本
に
も
、
影
響
し
た
も
の
と
斷
言
出
來
る
、
是
れ
や
が
て
、
鑑
眞
律
師

の
來
朝
の
動
機
と
な
り
、
又
律
宗
の
本
山
た
る
唐
招
提
寺
の
建
築
の
動
機
と
な

つ
た
次
第
で
、
其
の
外
、
唐
僧
道
※
律
師
が
、
賢
首
大
師
の
後
を
承
け
て
、
聖

武
天
皇
の
天
平
八
年
、
西
暦
で
云
へ
ば
、
七
百
三
十
六
年
、
華
嚴
宗
を
始
め
て
、

日
本
に
傳
へ
た
こ
と
は
、
何
人
も
知
悉
せ
る
事
實
で
あ
る
が
、
假
り
に
、
賢
首

大
師
の
入
寂
を
、
西
暦
七
百
十
二
年
と
す
れ
ば
、
華
嚴
宗
が
日
本
に
傳
は
る
に

は
、
僅
に
二
十
四
年
の
間
で
あ
る
、
交
通
不
便
の
當
時
に
あ
つ
て
は
、
思
想
の

傳
播
に
要
す
る
時
日
と
し
て
は
、
二
十
四
年
は
僅
少
の
時
間
と
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
、
思
ふ
に
遣
唐
使
の
來
往
以
外
に
、
留
學
生
の
來
往
、
唐
の
諸
高
僧
并
に
碩

學
の
來
朝
、
又
は
、
史
乘
に
現
は
れ
て
あ
る
よ
り
も
、
な
ほ
多
く
あ
り
、
此
等
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の
媒
介
に
よ
り
て
、
唐
代
の
新
思
想
、
新
衣
冠
、
新
風
尚
は
、
波
蕩
響
應
し
て

我
が
國
の
上
流
社
會
の
思
想
風
尚
を
、
比
較
的
短
日
月
の
間
に
、
變
化
せ
し
め

た
こ
と
は
、
奈
良
朝
よ
り
、
平
安
朝
の
初
期
に
至
つ
て
、
文
明
波
及
の
大
勢
で

あ
つ
た
と
見
え
る
、
當
時
の
上
流
社
會
は
、
唐
代
の
文
明
を
模
倣
す
る
こ
と
を

以
て
、
如
何
に
自
か
ら
高
と
し
、
自
か
ら
榮
と
し
て
、
誇
つ
た
か
は
、
今
日
の

如
く
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
べ
き
特
種
の
文
明
を
有
す
る
時
代
の
吾
々
に
は
、

殆
ん
ど
想
像
が
出
來
ぬ
程
甚
し
か
つ
た
と
思
ふ
、
奈
良
の
奠
都
と
云
ひ
、
平
安

の
奠
都
と
云
ひ
、
寺
院
の
建
立
と
云
ひ
、
官
制
の
制
定
と
云
ひ
、
皆
然
り
と
云

ふ
こ
と
は
、
出
來
る
と
、
私
は
、
信
じ
ま
す
、
か
の
法
相
の
本
山
た
る
興
福
寺

で
あ
り
ま
す
が
、
藤
原
氏
の
建
立
し
た
寺
が
あ
る
こ
と
は
、
今
更
申
し
上
ぐ
る

要
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
最
初
は
、
今
の
山
科
に
あ
り
、
山
階
寺
と
申
し
ま
し
た

が
、
天
武
帝
の
時
代
に
、
大
和
の
高
市
に
移
り
ま
し
て
、
廐
阪
寺
と
申
し
、
奈

良
の
奠
都
と
共
に
、
奈
良
に
移
つ
て
、
興
福
寺
と
申
す
こ
と
に
な
つ
た
次
第
で

あ
り
ま
す
が
、
其
の
寺
號
は
、
何
故
に
、
か
く
興
福
寺
と
云
ふ
に
至
つ
た
か
と

云
ふ
こ
と
に
つ
き
て
は
、
私
の
寡
聞
に
よ
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
が
、
別
に
説
明

を
し
た
人
が
あ
り
ま
せ
ぬ
、
然
し
、
法
相
宗
の
本
山
で
あ
つ
て
、
か
く
名
稱
を

改
め
た
は
、
當
時
、
建
立
者
た
る
藤
原
氏
の
人
々
の
中
に
は
、
慥
に
、
唐
の
玄

奘
三
藏
が
居
つ
た
三
寺
の
隨
一
た
る
興
福
寺
の
名
稱
を
、
其
の
儘
に
用
ひ
た
も

の
と
私
は
確
信
致
し
ま
す
、
長
安
の
興
福
寺
に
は
、
唐
の
大
宗
の
御
製
で
、
東

晋
の
王
羲
之
が
書
い
た
と
云
ふ
、
一
寸
聞
く
と
妙
に
思
ふ
、
か
の
大
唐
三
藏
聖

教
の
序
が
あ
つ
た
所
で
、
大
宗
が
太
穆
皇
后
の
追
福
の
爲
に
、
建
立
し
た
寺
で
、

其
の
聖
教
序
は
、
今
も
な
ほ
西
安
府
學
の
文
廟
の
後
に
あ
る
碑
林
に
あ
る
と
の

事
で
あ
る
、
尤
も
唐
の
興
福
寺
は
、
最
初
弘
福
寺
と
云
ふ
た
が
、
高
宗
皇
帝
の

時
に
、
興
福
寺
と
改
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
、
日
本
の
興
福
寺
は
、
其
の
改
名

後
の
名
を
採
用
し
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
其
他
、
唐
僧
道
慈
が
建
て
た

大
安
寺
も
、
當
時
の
長
安
の
西
明
寺
に
規
し
た
も
の
で
あ
る
、
其
他
唐
招
提
寺

な
ど
も
、
唐
代
の
建
築
に
則
り
、
唐
よ
り
來
朝
し
た
工
匠
の
手
に
成
つ
た
こ
と

は
言
を
待
た
な
い
、
私
共
が
奈
良
で
、
古
き
時
代
の
寺
院
を
見
る
と
、
其
の
中

に
、
一
種
の
感
想
が
、
起
つ
て
來
る
、
そ
れ
は
、
日
本
人
の
手
に
な
つ
た
事
業
、

又
は
製
作
品
に
於
て
、
見
る
こ
と
を
得
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
外
で
も
な
い
が
、

堅
牢
壯
大
と
云
ふ
感
想
で
、
英
語
で
云
へ
ば
、
「
ソ
リ
ダ
リ
テ
イ
」
の
考
へ
で

あ
る
、
こ
れ
が
建
築
の
上
に
表
現
さ
れ
て
居
る
や
う
な
氣
が
す
る
、
奈
良
朝
の

時
代
に
成
り
、
又
は
、
奈
良
朝
の
時
代
の
も
の
に
摸
し
た
寺
院
は
、
其
の
起
原

は
、
唐
代
に
あ
り
、
又
支
那
の
大
陸
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
土
地
に

存
在
す
る
が
、
其
の
實
、
支
那
の
建
築
で
あ
り
、
且
つ
支
那
で
も
、
最
も
氣
宇

廣
大
で
あ
つ
た
、
唐
代
の
人
々
の
精
神
が
、
現
は
れ
て
居
る
か
ら
、
か
ゝ
る
感

想
を
起
さ
せ
る
も
の
と
私
は
思
ふ
。

要
す
る
に
奈
良
朝
の
全
期
、
又
は
、
平
安
朝
の
初
期
は
、
唐
服
を
着
け
、
唐
書

を
讀
み
、
唐
の
詩
文
を
屬
し
、
唐
の
語
を
操
る
は
、
上
流
社
會
の
誇
り
と
し
た

所
で
あ
る
か
ら
、
苟
も
、
功
名
利
達
の
志
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
に
務
む
る
は
、

自
然
の
情
で
あ
る
、
又
、
唐
の
文
物
が
交
通
不
便
の
當
時
で
あ
る
に
も
拘
は
ら

ず
、
比
較
的
短
き
歳
月
を
隔
て
ゝ
、
日
本
に
傳
來
し
、
波
蕩
風
響
し
て
來
る
か

ら
、
新
を
趁
ひ
、
奇
に
馳
せ
る
は
、
自
然
の
勢
で
あ
り
、
隨
つ
て
、
他
の
知
ら

ざ
る
所
を
知
り
、
他
の
有
せ
ざ
る
も
の
を
有
し
て
、
人
に
誇
る
こ
と
は
せ
な
い

ま
で
も
、
自
か
ら
恃
み
と
す
る
は
、
人
の
至
情
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
は
る
ゝ
、

又
心
を
功
名
利
達
に
絶
ち
て
、
身
を
宗
教
に
委
ね
た
人
々
で
も
、
新
奇
の
經
が

渡
來
す
る
と
か
、
未
見
の
論
が
手
に
入
る
と
、
難
解
の
點
が
多
き
に
苦
ん
だ
で

あ
ら
う
、
又
宏
才
達
識
の
人
々
で
も
、
如
何
に
し
て
、
新
學
の
氣
運
に
乘
じ
、

新
思
想
の
潮
流
に
掉
し
て
、
國
家
民
衆
に
貢
献
す
べ
き
か
に
迷
ふ
た
こ
と
ゝ
想

像
す
る
、
又
一
波
一
波
と
寄
せ
來
る
唐
代
の
文
明
が
、
如
何
に
せ
ば
我
が
國
體
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と
調
和
す
べ
き
か
苦
心
し
た
こ
と
ゝ
思
ふ
、
聖
武
帝
が
東
大
寺
の
毘
盧
舍
那
佛

を
建
立
せ
ら
れ
た
當
時
、
行
基
な
ど
の
頭
に
は
、
此
の
苦
心
が
、
ほ
の
見
え
て

居
る
、
平
安
朝
の
初
期
に
至
る
と
、
奈
良
朝
の
中
葉
に
比
す
れ
ば
、
大
分
支
那

の
文
物
が
理
解
せ
ら
れ
た
や
う
で
、
思
想
風
尚
も
大
分
了
解
せ
ら
れ
た
、
嵯
峨

帝
が
、
小
野
篁
に
對
し
、
新
に
渡
來
し
た
白
居
易
の
詩
に
あ
る
、
登
樓
空
望
往

來
船
と
い
ふ
を
、
試
に
、
登
樓
遙
望
往
來
船
と
改
め
ら
れ
て
、
こ
れ
に
意
見
を

下
問
せ
ら
れ
た
と
き
、
篁
は
、
白
居
易
の
書
を
未
だ
見
な
い
に
、
聖
作
誠
に
よ

ろ
し
い
が
、
遙
の
字
を
空
と
云
ふ
字
に
せ
ら
れ
た
ら
な
ほ
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
存

ず
る
旨
申
上
げ
た
い
た
と
こ
ろ
、
嵯
峨
帝
は
御
叡
感
あ
つ
た
と
云
ふ
話
が
あ
る
、

な
る
程
、
遙
の
字
よ
り
、
空
の
字
の
方
が
、
此
の
塲
合
よ
ろ
し
い
、
こ
れ
を
、

一
瑣
談
と
見
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
ゝ
あ
る
が
、
私
は
こ
れ
を
以
て
、
當
時
の
上
流

社
會
は
、
已
に
深
く
、
支
那
文
學
の
趣
味
を
有
し
て
居
り
、
又
其
の
精
髓
ま
で

味
ひ
得
た
と
云
ふ
こ
と
の
證
據
で
あ
る
と
思
ふ
、
小
野
篁
は
元
來
學
問
嫌
の
人

で
、
若
い
と
き
は
、
遊
獵
騎
射
に
耽
け
て
、
青
年
時
代
を
徒
消
し
た
人
で
あ
る
、

年
が
か
な
り
に
ゆ
き
て
か
ら
、
嵯
峨
帝
の
御
感
化
で
、
學
問
を
始
め
た
人
で
あ

る
が
、
此
の
人
に
し
て
斯
の
如
し
だ
、
當
時
の
上
流
社
會
が
、
漸
や
く
、
支
那

文
學
を
修
め
て
、
其
の
精
髓
を
得
た
と
云
ふ
こ
と
が
推
測
せ
ら
る
、
今
日
の
學

者
は
、
歐
洲
の
文
學
を
も
て
囃
す
が
、
英
文
學
や
、
獨
逸
文
學
で
、
其
の
精
髓

に
達
し
得
た
こ
と
は
、
果
し
て
、
小
野
篁
の
如
き
も
の
幾
人
あ
る
か
、
も
の
ゝ

十
人
と
あ
る
か
否
や
は
、
余
輩
の
疑
ふ
所
で
あ
る
。

宗
祖
大
師
の
入
唐
は
、
嵯
峨
帝
の
時
代
よ
り
二
代
前
の
桓
武
帝
の
延
暦
二
十
三

年
で
あ
り
ま
す
が
、
桓
武
帝
の
御
宇
は
、
二
十
四
年
で
あ
つ
て
、
次
に
即
位
せ

ら
れ
た
平
城
帝
は
、
在
位
僅
に
四
年
で
あ
る
か
ら
、
大
師
の
入
唐
以
前
の
日
本

の
時
代
と
、
其
の
後
と
は
、
大
差
な
き
こ
と
ゝ
思
ふ
、
大
師
が
入
唐
以
前
は
、

御
遺
告
書
に
も
見
ゆ
る
通
り
、
御
生
年
十
五
の
時
に
、
已
に
今
日
で
申
す
普
通

教
育
を
終
り
、
入
京
の
上
大
學
に
入
り
て
、
經
史
を
修
め
、
佛
經
を
好
ま
れ
た

と
の
事
で
あ
る
が
、
中
々
教
育
の
順
序
と
し
て
は
、
整
頓
し
た
制
度
で
あ
る
、

御
生
年
二
十
の
時
に
、
剃
髮
せ
ら
れ
て
、
出
家
せ
ら
れ
た
が
、
其
の
前
後
の
時

に
は
、
御
自
身
の
告
白
が
あ
る
、
今
日
の
語
で
云
へ
ば
、
青
年
時
代
に
あ
る
、

煩
悶
の
時
代
で
あ
る
、
殊
に
天
才
を
有
す
る
青
年
の
煩
悶
時
代
で
あ
る
が
、
匹

夫
匹
婦
の
煩
悶
は
、
飮
食
の
爲
め
で
あ
り
、
凡
庸
の
人
の
煩
悶
は
、
色
欲
又
は

功
利
の
爲
め
で
あ
る
が
、
大
師
の
煩
悶
は
、
如
何
に
せ
ば
、
三
乘
五
乘
十
二
部

經
が
、
完
全
に
理
解
出
來
る
か
、
會
得
出
來
る
か
、
佛
法
の
要
諦
は
何
で
あ
る

か
と
云
ふ
に
あ
る
、
青
年
時
代
に
、
か
ゝ
る
眞
摯
に
し
て
、
高
尚
な
煩
悶
は
、

疑
問
と
し
て
も
、
實
に
、
凡
庸
人
の
夢
想
し
得
ざ
る
こ
と
で
、
今
の
學
生
な
ら

ば
、
如
何
に
し
て
、
學
校
を
出
た
の
ち
「
パ
ン
」
を
得
や
う
か
、
は
た
如
何
な

る
妻
を
迎
へ
や
う
か
と
煩
悶
す
る
の
で
あ
ら
う
が
、
大
師
は
、
左
樣
で
な
い
、

し
か
し
、
其
の
煩
悶
は
、
餘
程
熱
烈
で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
名
山
大
川
を
跋
渉

し
、
毫
も
艱
險
を
憚
ら
な
い
、
或
は
高
嶽
の
上
に
孤
棲
し
て
、
修
行
し
、
或
は

怒
濤
澎
湃
と
し
て
、
孤
峭
削
れ
る
が
如
き
巖
頭
に
坐
し
て
、
靜
か
に
、
妙
理
を

思
索
し
て
居
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
殊
に
私
が
讀
ん
で
、
感
心
致
す
所
は
、
大

和
高
市
郡
久
米
道
塲
の
東
塔
の
下
で
、
大
日
經
を
尋
ね
當
て
ら
れ
た
と
き
の
御

告
白
で
あ
る
、
普
覽
衆
情
有
滯
、
無
所
彈
問
、
と
云
は
れ
た
、
又
更
作
發
心
、

以
去
延
暦
二
十
三
年
五
月
十
二
日
、
入
唐
、
爲
初
學
習
と
云
は
れ
て
居
る
、
成

程
大
日
經
と
云
ふ
御
經
は
、
今
日
で
こ
そ
、
研
究
も
さ
れ
て
居
り
、
註
釋
も
あ

る
か
ら
、
或
は
、
容
易
に
了
解
さ
る
ゝ
こ
と
ゝ
思
ふ
が
、
當
時
で
は
何
人
も
、

讀
ん
で
、
了
解
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
に
相
違
が
な
い
、
一
行
禪
師
と
善

無
畏
三
藏
と
が
こ
れ
を
譯
し
た
時
は
、
西
暦
七
百
二
十
四
年
で
あ
る
か
ら
、
大

師
が
、
入
唐
の
年
代
、
即
ち
西
暦
八
百
〇
四
年
迄
に
は
、
約
八
十
年
の
間
が
あ

る
、
元
正
帝
の
養
老
年
間
に
善
無
畏
三
藏
は
、
日
本
に
來
ら
れ
た
と
云
ふ
傳
説
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が
あ
る
が
、
是
れ
は
少
し
く
疑
は
し
い
こ
と
ゝ
思
ふ
が
、
當
時
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
何
人
か
が
、
其
の
手
に
成
つ
た
大
日
經
を
、
日
本
に
持
ち
來
た
こ
と
ゝ
思

は
れ
る
、
し
か
し
、
三
論
や
法
相
な
ど
在
來
の
宗
派
の
所
依
の
經
典
と
は
、
違

つ
て
、
如
何
に
も
、
梵
語
が
澤
山
あ
り
、
印
度
の
、
風
俗
な
ど
の
事
も
、
會
得

せ
ね
ば
、
了
解
し
難
き
所
も
あ
る
、
故
に
渡
來
は
し
て
も
、
又
一
應
讀
む
も
の

が
あ
つ
て
も
、
徹
底
し
て
、
了
解
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
か
ら
、
自
然
興
味
が
生

ぜ
ず
、
放
任
す
る
と
云
ふ
工
合
で
あ
つ
た
が
、
流
石
に
、
大
師
で
あ
る
、
一
讀

し
て
、
難
解
の
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
で
は
、
誰
も
就
き
て
學
ぶ
人
も
な

い
、
し
か
し
、
是
れ
こ
そ
、
吾
が
年
來
求
め
て
居
つ
た
經
典
で
あ
る
、
こ
れ
が

意
義
闡
明
し
た
い
も
の
で
あ
る
と
と
云
ふ
が
、
大
師
入
唐
の
動
機
で
あ
る
、
や

う
に
窺
は
る
ゝ
が
、
し
か
し
、
大
師
入
唐
の
動
機
は
、
こ
れ
の
み
で
は
あ
る
ま

い
、
な
る
ほ
ど
、
大
日
經
は
大
師
に
と
り
て
貴
重
の
經
典
で
あ
つ
て
、
是
非
唐

に
赴
き
て
、
徹
底
す
る
ま
で
に
學
習
し
た
い
と
思
は
れ
た
に
相
違
は
な
か
ら
う

が
、
入
唐
せ
ら
れ
ん
と
す
る
當
時
に
は
、
二
十
年
間
支
那
に
留
學
す
る
御
豫
定

で
あ
つ
た
、
大
日
經
七
卷
の
學
習
に
、
二
十
年
の
歳
月
が
要
す
る
と
は
、
我
々

と
て
も
思
は
な
い
、
唯
識
に
關
す
る
文
學
を
渉
獵
せ
ん
に
は
、
三
年
は
か
ゝ
り
、

倶
舍
に
關
す
る
文
學
を
渉
獵
し
盡
さ
ん
に
は
、
八
年
か
ゝ
る
と
云
ふ
は
、
今
日

の
日
本
の
佛
學
者
の
常
に
云
ふ
所
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
末
書
の
末
書
ま
で
、

調
べ
上
げ
る
こ
と
を
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
單
に
大
日
經
の
學
習
に
二
十
年
も
か
ゝ

る
と
云
ふ
は
、
何
人
も
首
肯
し
難
き
所
で
あ
る
、
又
日
本
で
今
日
や
つ
て
居
る

樣
な
學
風
な
ら
、
或
は
二
十
年
も
か
ゝ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
唐
代
の
學
風
は
、

决
し
て
、
か
ゝ
る
迂
遠
な
學
風
で
な
い
、
然
ら
ば
、
大
師
入
唐
の
最
大
動
機
は

何
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
一
は
唐
代
一
般
文
明
の
精
華
を

探
ぐ
り
、
一
は
當
時
最
も
隆
盛
を
極
は
め
た
宗
教
を
ば
、
日
本
に
將
來
せ
ん
と

す
る
の
で
あ
る
、
當
時
最
も
隆
盛
を
極
は
め
た
宗
教
と
は
、
何
か
と
云
ふ
と
、

答
は
、
極
め
て
簡
單
で
、
即
ち
密
教
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
大
師
の
大
遺
告
文

な
ど
を
見
る
と
、
か
ゝ
る
こ
と
は
見
え
て
居
ら
ぬ
、
孰
れ
の
御
文
書
に
も
現
は

れ
て
な
い
、
し
か
し
、
こ
れ
は
、
明
白
な
こ
と
で
、
大
師
が
、
た
ゞ
、
こ
れ
を

公
に
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
み
で
あ
る
、
大
師
の
師
と
云
は
れ
た
石
淵
寺
の
勤
操

僧
正
に
對
し
て
も
、
入
唐
の
目
的
は
、
單
に
大
日
經
の
學
習
で
あ
る
と
云
は
れ

た
の
み
で
、
恐
ら
く
密
教
を
我
が
國
に
將
來
せ
ん
と
は
云
は
れ
な
か
つ
た
こ
と
ゝ

見
え
る
、
こ
れ
は
さ
も
あ
る
べ
き
こ
と
で
、
密
教
の
將
來
と
云
ふ
こ
と
は
、
容

易
で
な
い
、
一
大
事
業
で
あ
る
、
長
安
に
は
幾
多
の
明
師
も
居
つ
て
、
其
の
名

も
、
大
師
に
は
、
入
唐
以
前
に
於
て
、
判
明
し
て
居
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
果
し

て
、
此
等
の
明
師
が
、
評
判
の
通
り
で
あ
る
か
、
或
は
評
判
の
通
り
で
あ
る
と

し
て
も
、
快
く
、
自
分
に
、
其
の
法
を
傳
へ
て
呉
れ
る
人
々
で
あ
る
か
、
假
令

ひ
傳
へ
て
呉
る
ゝ
も
の
と
し
て
も
自
分
は
、
果
し
て
其
の
器
で
あ
る
か
否
や
は
、

大
師
の
心
頭
に
不
絶
往
來
し
た
問
題
で
あ
つ
た
こ
と
ゝ
思
ふ
、
故
に
か
ゝ
る
問

題
の
解
决
せ
ら
れ
ぬ
以
前
に
、
密
教
將
來
の
大
目
的
を
、
他
に
語
ら
る
ゝ
や
う

な
大
師
で
は
あ
る
ま
い
と
、
自
分
は
信
ず
る
次
第
で
あ
る
、
し
か
し
こ
れ
に
依

つ
て
、
大
師
が
入
唐
の
目
的
は
、
密
教
將
來
で
な
か
つ
た
と
斷
ず
る
は
、
迂
濶

千
萬
の
事
と
私
は
思
ふ
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
當
時
日
本
と
支
那
と
は
、
交

通
不
便
の
時
代
で
あ
る
が
、
今
日
の
人
々
の
想
像
す
る
ご
と
く
、
日
本
の
人
々

は
、
支
那
の
事
情
に
暗
か
つ
た
も
の
で
は
な
い
支
那
に
流
布
す
る
思
想
并
に
趣

味
は
、
短
日
月
の
間
に
、
日
本
に
波
蕩
風
響
し
來
た
も
の
で
あ
る
、
日
本
の
こ

と
も
、
比
較
的
支
那
留
學
の
人
々
に
は
、
速
に
傳
は
つ
た
の
で
あ
る
、
現
に
大

師
の
入
唐
に
先
づ
、
一
年
前
、
即
ち
延
暦
二
十
二
年
、
入
寂
せ
ら
れ
た
行
賀
な

ど
は
興
福
寺
の
別
當
で
あ
つ
て
、
法
相
の
學
匠
で
あ
つ
た
が
、
此
の
人
は
、
入

唐
し
た
人
で
あ
る
、
其
の
入
唐
留
學
の
期
間
は
、
七
年
で
あ
つ
た
か
、
或
は
、

其
れ
以
上
で
あ
つ
た
か
、
判
然
せ
ぬ
が
、
東
大
寺
の
明
一
の
爲
め
に
、
留
學
久
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し
か
つ
た
割
合
に
學
殖
は
淺
薄
で
あ
る
と
叱
責
せ
ら
れ
た
所
を
見
る
と
、
在
唐

の
年
月
は
久
し
か
つ
た
も
の
と
見
え
る
、
隨
つ
て
、
當
時
、
支
那
に
於
け
る
宗

教
の
状
態
は
、
詳
知
し
て
居
つ
た
に
、
相
違
な
い
、
又
近
江
の
梵
釋
寺
の
永
忠

な
ど
も
、
稱
徳
帝
の
寶
龜
年
間
に
入
唐
し
、
長
安
は
、
西
明
寺
に
滯
在
し
て
、

十
數
年
の
久
し
き
に
亘
り
、
延
暦
の
初
に
歸
朝
し
た
の
で
あ
る
、
大
師
は
必
ず

し
も
、
此
等
の
人
々
と
面
會
せ
ら
れ
て
、
唐
の
事
情
を
聽
か
れ
た
と
は
云
は
な

い
が
、
苟
も
、
萬
里
の
波
濤
を
凌
ぎ
、
身
命
を
賭
し
て
、
入
唐
せ
ら
れ
や
う
と

す
る
大
師
に
し
て
、
唐
の
長
安
の
事
情
は
、
豫
め
調
査
し
な
い
で
、
渡
唐
せ
ら

る
ゝ
と
は
、
思
は
れ
な
い
、
調
査
せ
ら
れ
ば
、
當
時
唐
の
天
子
の
信
仰
せ
ら
れ

た
宗
教
は
、
密
教
で
あ
り
、
又
長
安
に
於
け
る
上
流
社
會
の
信
仰
を
鍾
め
た
宗

教
、
朝
野
一
般
の
風
尚
と
な
つ
て
居
つ
た
宗
教
は
、
密
教
で
あ
つ
た
こ
と
は
、

入
唐
以
前
豫
め
知
悉
せ
ら
れ
て
居
た
こ
と
ゝ
、
私
は
確
信
す
る
、
然
も
、
こ
れ

を
學
習
す
る
に
は
、
二
十
年
か
ゝ
る
と
思
は
れ
た
の
で
あ
る
、
自
か
ら
偉
人
で

あ
つ
て
、
而
も
偉
人
た
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
眞
の
偉
人
で
あ
る
、
故
に
事

に
當
つ
て
、
刻
苦
す
る
、
自
か
ら
天
才
で
あ
つ
て
、
而
も
、
天
才
た
る
こ
と
を

知
ら
な
い
の
が
、
眞
の
天
才
で
あ
る
、
故
に
學
に
志
し
て
、
勉
勵
す
る
、
大
師

が
、
日
本
國
に
於
け
る
、
御
自
身
の
使
命
を
自
覺
せ
ら
れ
た
の
は
、
入
唐
以
前

で
あ
つ
た
ら
う
が
、
眞
に
御
自
身
が
、
こ
れ
に
堪
ゆ
る
天
才
な
る
こ
と
を
意
識

せ
ら
れ
た
は
、
入
唐
後
惠
果
和
尚
に
遭
ふ
た
時
で
あ
る
、
故
に
惠
果
の
如
き
明

師
に
遭
ふ
ま
で
は
、
遠
く
は
法
相
の
玄
※
や
、
近
く
は
梵
釋
寺
の
永
忠
な
ど
と

同
じ
く
、
二
十
年
の
星
霜
を
長
安
に
送
ら
な
け
れ
ば
、
御
自
身
の
目
的
を
達
せ

ら
れ
な
い
と
云
ふ
考
ら
し
か
つ
た
、
私
は
、
こ
れ
を
以
て
、
大
師
の
御
性
格
が

如
何
に
眞
摯
で
、
誠
實
で
あ
つ
た
か
を
想
見
す
る
次
第
で
あ
り
、
又
今
日
で
も
、

昔
時
で
も
、
凡
眼
は
、
常
に
英
雄
を
知
ら
ず
、
己
を
以
て
他
を
推
し
、
洋
行
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
、
洋
行
せ
な
い
も
の
を
一
向
輕
蔑
し
、
又
長
く
洋
行
し

て
居
つ
た
も
の
は
、
二
三
年
し
か
洋
行
し
た
こ
と
の
な
き
も
の
を
罵
り
て
、
少

し
も
十
年
位
は
洋
行
せ
ね
ば
い
か
ぬ
、
二
年
や
三
年
で
は
何
も
な
ら
ぬ
な
ど
云

ふ
と
同
じ
く
、
大
師
入
唐
以
前
に
、
奈
良
や
京
都
の
學
匠
ど
も
は
、
定
め
て
、

大
師
に
向
ひ
、
二
年
や
三
年
で
は
、
い
け
な
い
、
往
く
か
ら
に
は
、
二
十
年
も

往
く
が
よ
い
な
ど
と
、
云
は
れ
た
こ
と
と
想
像
す
る
、
大
師
も
不
幸
に
し
て
、

日
本
で
は
、
明
師
に
遭
は
れ
ず
、
知
己
に
も
會
せ
ず
、
成
る
程
と
思
は
れ
て
、

留
學
二
十
年
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
ふ
。

大
師
の
入
唐
は
、
我
が
朝
で
は
、
桓
武
帝
の
延
暦
二
十
三
年
で
、
唐
朝
の
方
で

は
、
徳
宗
皇
帝
の
貞
元
二
十
年
で
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
何
人
も
知
つ
て
居
る
事

で
、
更
め
て
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
西
暦
で
申
す
と
、
紀
元
八
〇
四
年
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
即
ち
、
九
世
紀
の
始
め
で
、
二
十
世
紀
の
今
日
か
ら
、
遡
り
て
、

數
ふ
る
と
、
十
一
世
紀
以
前
の
出
來
事
で
、
當
時
の
世
界
を
見
渡
す
と
、
亞
細

亞
と
歐
羅
巴
と
の
二
大
陸
に
は
、
文
明
の
國
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
、
五
あ

る
、
第
一
は
、
支
那
、
第
二
は
、
印
度
、
第
三
は
、
バ
ク
タ
ツ
ト
を
中
心
と
し

て
、
絶
世
の
明
君
「
ハ
ル
ン
、
ア
ル
、
ラ
シ
ツ
ト
」
の
下
に
咲
き
出
で
た
回
教

徒
の
文
明
、
第
四
は
、
囘
教
徒
の
建
設
し
た
、
「
ク
ラ
ナ
ダ
」
の
都
を
中
心
と

し
て
、
西
方
地
中
海
沿
岸
の
地
に
光
被
す
る
西
班
牙
の
文
明
、
第
五
は
、
「
シ

ヤ
ー
ル
マ
ン
ヌ
」
の
武
力
の
下
に
漸
く
頭
を
上
げ
か
け
た
西
羅
馬
の
文
明
、
第

六
は
、
今
の
君
主
但
丁
堡
、
昔
の
「
ビ
サ
チ
ユ
ー
ム
」
を
中
心
と
し
て
、
對
岸

の
小
亞
細
亞
一
帶
の
地
に
光
被
す
る
東
羅
馬
の
文
明
で
あ
る
が
、
中
に
も
、
支

那
の
文
明
は
、
今
日
地
理
學
に
云
ふ
支
那
一
國
の
文
明
で
な
く
、
實
は
、
葱
嶺

の
東
、
扶
桑
の
西
に
亘
り
た
東
方
亞
細
亞
の
民
族
を
代
表
す
る
一
大
文
明
で
あ

つ
て
、
南
は
、
今
の
南
洋
諸
嶋
に
至
り
、
北
は
漠
北
に
連
り
た
土
地
に
生
息
す

る
民
族
が
、
仰
で
、
文
明
の
儀
表
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
當
時
の
支
那
の
都
の

長
安
は
、
支
那
人
の
長
安
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
實
は
、
東
方
亞
細
亞
の
民
族
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の
首
都
で
あ
る
、
恰
も
、
今
日
の
巴
里
が
、
佛
蘭
西
人
の
首
都
で
あ
る
と
共
に
、

歐
州
大
陸
の
首
都
で
あ
る
と
同
一
な
趣
が
あ
る
、
東
は
、
日
本
、
北
は
渤
海
、

南
は
今
の
印
度
支
那
、
爪
哇
、
蘇
門
多
羅
、
西
は
印
度
西
藏
、
中
央
亞
細
亞
、

波
斯
な
ど
の
民
族
が
、
風
を
望
み
、
化
を
慕
う
て
、
朝
宗
し
た
所
で
、
萬
國
の

衣
冠
は
、
長
安
に
湊
つ
た
次
第
で
、
長
安
に
起
つ
た
風
尚
は
、
全
支
那
を
支
配

し
た
の
み
な
ら
ず
、
東
方
亞
細
亞
一
帶
の
地
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
、
又
幾
多

の
宗
教
并
に
思
想
が
、
民
族
の
麕
集
す
る
と
共
に
、
長
安
に
麕
集
し
た
の
で
あ

る
、
大
師
の
長
安
に
到
着
せ
ら
れ
て
、
最
初
居
住
せ
ら
れ
た
所
は
、
西
明
寺
の

中
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
大
師
の
文
章
に
も
見
え
て
あ
る
が
、
此
の
西
明
寺
の
あ

つ
た
坊
は
、
惟
ふ
に
、
延
康
坊
と
云
つ
た
所
で
、
其
の
西
南
隅
に
あ
つ
た
西
明

寺
は
、
隋
の
時
代
に
、
權
威
朝
野
を
傾
け
た
楊
素
の
宅
の
址
で
、
顯
慶
二
年
高

宗
皇
帝
の
時
に
、
皇
太
子
の
病
が
癒
え
た
と
云
ふ
の
で
、
報
謝
の
爲
め
に
寺
を

建
つ
る
こ
と
に
な
り
、
落
成
の
時
は
、
顯
慶
三
年
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
續
高
徳

傳
第
四
、
玄
奘
の
傳
の
下
に
見
え
て
居
る
、
此
寺
の
建
築
は
、
印
度
の
祇
園
精

舍
の
規
模
に
よ
つ
た
と
か
で
、
我
朝
で
も
、
此
の
規
模
に
擬
し
て
、
聖
武
帝
の

神
龜
年
間
に
、
唐
僧
道
慈
律
師
が
、
奈
良
に
建
て
た
の
は
、
即
ち
大
安
寺
で
あ

る
、
こ
れ
は
、
前
に
已
に
述
べ
た
こ
と
ゝ
思
ふ
、
西
明
寺
が
、
延
康
坊
に
あ
つ

た
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
、
北
へ
光
徳
坊
、
延
壽
坊
と
往
く
と
、
布
政
坊
と
云

ふ
坊
が
あ
つ
た
、
其
處
の
西
南
隅
に
胡
※
祠
祠
」
に
白
丸
傍
点
﹈
と
云
ふ
廟
が

あ
る
、
又
布
政
坊
に
隣
り
て
、
西
に
醴
泉
坊
と
云
ふ
が
あ
る
、
其
處
の
西
門
の

南
に
は
、
※
祠
祠
」
に
白
丸
傍
点
﹈
と
云
ふ
が
あ
つ
た
、
次
で
醴
泉
坊
の
北
は
、

金
城
坊
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
其
の
金
城
坊
の
西
に
は
、
義
寧
坊
と
云
ふ
が
あ

る
、
其
の
中
に
、
波
斯
胡
寺
と
云
ふ
が
あ
つ
て
、
大
宗
皇
帝
の
貞
觀
十
二
年
、

西
暦
六
百
三
十
八
年
に
、
大
宗
が
、
大
秦
國
胡
僧
阿
羅
本
の
爲
に
立
て
た
と
云

ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
、
即
ち
大
師
の
入
唐
以
前
、
百
六
十
有
餘
年
の
時
か
ら
、

茲
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
、
又
義
寧
坊
の
北
が
普
寧
坊
と
云
ふ
の
で
、
其
の
西

北
隅
に
※
祠
祠
」
に
白
丸
傍
点
﹈
と
云
ふ
が
あ
る
、
又
大
師
が
後
に
居
ら
れ
た

青
龍
寺
と
云
ふ
は
、
長
安
の
都
の
東
部
で
、
新
昌
坊
と
云
ふ
處
に
あ
つ
た
寺
と

思
は
る
ゝ
が
、
新
昌
坊
の
直
ぐ
北
は
、
靖
恭
坊
と
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
茲
に
も
、

※
祠
祠
」
に
白
丸
傍
点
﹈
と
云
ふ
が
あ
つ
た
、
抑
も
、
胡
※
祠
と
云
ひ
、
波
斯

胡
寺
と
云
ひ
、
又
※
祠
と
云
ふ
は
、
如
何
な
る
宗
教
の
寺
か
と
云
ふ
と
、
※
祠

と
は
、
※
教
の
祠
廟
と
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、
※
教
は
即
ち
、
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」

（M
azdeism

）
を
云
ふ
の
で
あ
る
、
波
斯
胡
寺
と
は
、
少
し
く
漠
然
と
し
て

居
る
が
、
大
秦
國
胡
僧
阿
羅
本
の
爲
め
に
建
立
し
た
と
云
ふ
よ
り
見
れ
ば
、
基

督
教
の
一
派
景
教
の
寺
で
あ
る
、
景
教
は
、
西
人
の
所
謂
、
「
ネ
ス
ト
リ
ア
ニ

ズ
ム
」
（N

estorianism

）
で
あ
る
、
西
暦
第
四
世
紀
の
後
半
に
、
支
那
で
云

ふ
大
秦
即
ち
今
の
西

里

亞

に
生
れ
た
「
ネ
ス
ト
リ
ユ
ー
ス
」
の
創
め
た
基
督
教

の
一
派
で
、
其
の
教
旨
は
、
今
日
歐
州
に
行
は
る
ゝ
基
督
教
に
比
す
る
と
、
教

祖
基
督
の
性
質
に
つ
き
て
、
大
に
見
解
を
異
に
し
て
居
る
、
後
者
は
、
三
位
一

體
説
で
あ
る
が
、
景
教
は
、
そ
う
で
な
い
、
隨
つ
て
基
督
の
母
た
る
摩

利

亞

を
、

神
の
母
と
は
認
め
な
い
、
基
督
は
、
此
の
教
徒
の
見
解
で
は
、
神
の
性
質
を
解

し
た
人
で
、
神
そ
の
も
の
で
な
い
、
「
ロ
ゴ
ス
」
は
基
督
と
云
ふ
人
の
身
を
所

依
と
し
て
ゐ
る
ま
で
ゝ
、
基
督
自
體
は
「
ロ
ゴ
ス
」
で
な
い
と
云
ふ
は
、
景
教

の
見
解
で
あ
る
、
然
る
に
此
教
義
は
、
西
暦
四
百
三
十
一
年
「
エ
ヒ
フ
イ
ソ
ス
」

の
宗
教
會
議
で
、
異
安
心
と
し
て
彈
訶
せ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
其
の
教
徒
は
、

或
は
、
「
オ
デ
ツ
サ
」
に
、
或
は
、
「
シ
リ
ア
」
に
、
或
は
、
波
斯
に
逃
れ
、

遂
に
、
西
暦
六
百
三
十
八
年
、
唐
の
長
安
に
も
來
た
の
で
あ
る
、
此
の
教
徒
は
、

太
師
の
入
唐
當
時
、
な
ほ
長
安
に
居
つ
て
、
然
も
盛
に
其
の
教
義
を
唱
へ
た
こ

と
ゝ
思
は
る
ゝ
、
今
日
遺
つ
て
居
る
大
秦
景
教
流
行
碑
の
内
容
を
見
て
も
、
景

教
が
西
暦
六
百
三
十
五
年
か
ら
、
七
百
八
十
一
年
即
ち
大
師
の
入
唐
以
前
僅
に
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二
十
有
餘
年
の
時
に
至
る
ま
で
、
如
何
に
傳
承
せ
ら
れ
、
如
何
な
る
人
々
が
、

長
老
で
あ
つ
た
か
が
明
白
で
あ
る
、
此
の
碑
を
記
し
た
景
教
の
僧
は
、
支
那
で

は
、
景
淨
と
云
ふ
た
が
、
本
名
は
「
ア
ダ
ム
」
と
云
つ
て
、
貞
元
釋
教
録
に
よ

る
と
、
密
教
傳
燈
史
上
忘
る
ゝ
こ
と
の
出
來
な
い
般
若
三
藏
を
扶
け
て
、
一
度
、

胡
語
か
ら
、
大
乘
理
趣
六
波
羅
蜜
多
經
を
譯
し
た
こ
と
が
あ
る
、
此
の
事
は
、

善
く
人
の
知
悉
す
る
所
で
、
今
更
ら
事
珍
ら
し
く
述
ぶ
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ

れ
に
よ
る
と
、
少
く
も
、
景
淨
と
云
ふ
高
僧
は
、
般
若
三
藏
の
友
人
で
あ
つ
た

こ
と
が
明
白
で
あ
る
、
又
景
淨
の
み
な
ら
ず
、
其
の
他
の
景
教
の
僧
侶
達
と
も
、

交
際
が
あ
つ
た
こ
と
も
、
想
見
せ
ら
る
ゝ
次
第
で
あ
る
が
、
か
ゝ
る
こ
と
は
、

餘
計
の
想
像
と
云
へ
ば
、
夫
れ
ま
で
ゞ
あ
る
が
、
大
師
在
唐
の
時
は
、
般
若
三

藏
に
も
師
事
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
或
は
、
三
藏
の
許
で
、
此
等
景
教

の
人
々
と
も
、
邂
逅
せ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
と
も
云
へ
ぬ
、
景
教
流
行
碑
は
、

先
般
「
ゴ
ル
ド
ン
」
夫
人
と
か
云
は
る
ゝ
英
國
の
婦
人
が
、
高
野
山
に
建
て
ら

れ
た
と
の
事
で
あ
る
が
、
私
は
未
だ
一
見
も
せ
ぬ
か
ら
、
其
の
眞
僞
は
知
り
ま

せ
ぬ
が
、
こ
れ
は
、
洵
に
當
を
得
た
こ
と
で
、
前
に
も
申
し
た
通
り
、
景
淨
は
、

般
若
三
藏
の
友
人
で
あ
り
、
又
密
教
所
依
の
經
典
た
る
理
趣
六
波
羅
蜜
多
經
が
、

一
時
胡
語
か
ら
景
淨
の
手
に
よ
り
て
、
譯
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
位
で
あ
る
か

ら
、
般
若
三
藏
の
高
風
を
欽
し
、
大
師
の
在
唐
の
時
代
を
偲
ぶ
に
は
、
好
箇
の

一
材
料
で
あ
る
と
私
は
思
ふ
、
高
野
山
の
當
路
者
が
「
ゴ
ル
ド
ン
」
夫
人
の
乞

を
容
れ
て
、
其
の
美
擧
を
賛
成
せ
ら
れ
た
は
、
如
何
に
も
大
師
の
遺
弟
と
し
て
、

か
く
あ
る
べ
き
こ
と
で
、
九
泉
の
下
、
若
く
は
都
率
の
上
に
於
て
、
般
若
三
藏

は
喜
ば
る
ゝ
こ
と
ゝ
思
ふ
が
、
更
ら
に
一
歩
を
進
め
て
、
大
師
の
遊
學
せ
ら
れ

た
長
安
の
事
情
を
研
究
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
、
私
は
高
野
山
の
み
な
ら
ず
、
眞
言

宗
全
體
の
青
年
諸
子
に
御
願
ひ
申
し
た
い
。

し
か
し
、
茲
に
諸
君
に
注
意
を
願
ひ
ま
す
こ
と
が
あ
る
、
外
で
も
な
い
が
、
般

若
三
藏
が
、
景
淨
と
共
に
、
胡
語
か
ら
、
理
趣
經
を
譯
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
、

何
人
も
知
悉
す
る
所
で
あ
る
が
、
其
の
所
謂
胡
語
と
は
、
如
何
な
る
國
語
で
あ

る
か
ゞ
、
一
問
題
で
あ
る
、
當
時
般
若
三
藏
は
、
梵
語
は
出
來
る
も
、
支
那
語

は
充
分
で
な
く
、
已
む
を
得
ず
、
景
淨
の
手
を
煩
は
し
て
、
理
趣
經
の
胡
譯
か

ら
、
支
那
語
に
譯
し
て
貰
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
所
謂
胡
語
と
は
决
し
て
、

胡
越
一
家
な
ど
云
ふ
と
き
の
南
越
に
對
す
る
北
胡
で
は
な
い
、
胡
馬
嘶
北
風
な

ど
云
ふ
と
き
の
北
胡
で
は
な
い
、
即
ち
匈
奴
で
も
な
け
れ
ば
、
突
厥
で
も
な
い
、

當
時
支
那
の
文
明
と
比
較
し
て
、
遜
色
な
い
文
明
を
有
し
て
居
つ
た
、
波
斯
語

系
の
國
民
の
語
で
あ
つ
て
、
今
日
か
ら
云
ふ
と
、
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
」
一
帶
の

地
方
の
語
で
あ
る
、
即
ち
、
「
ゾ
グ
デ
イ
ア
ナ
」
と
云
ふ
地
方
の
語
で
、
其
の

國
語
は
、
「
ソ
グ
ド
」
（Sogd

）
と
云
ふ
た
の
で
あ
る
、
由
來
此
の
地
方
は
、

印
度
、
支
那
、
並
に
波
斯
以
西
の
諸
國
と
の
交
通
の
廣
衢
に
中
り
て
、
佛
教
な

ど
も
、
夙
に
此
の
地
方
に
流
布
し
た
と
見
え
、
漢
魏
の
時
代
に
は
、
此
の
地
方

か
ら
、
支
那
へ
來
た
高
祖
が
少
く
な
い
、
康
僧
鎧
だ
の
、
康
孟
詳
だ
の
、
康
巨

だ
の
、
康
僧
會
だ
の
と
、
康
の
字
を
冠
し
た
連
中
は
、
此
の
地
方
の
出
身
で
、

大
法
を
支
那
に
傳
へ
ん
爲
め
、
流
沙
葱
嶺
の
險
を
凌
ぎ
て
、
支
那
に
來
た
の
で

あ
る
、
此
等
の
高
僧
の
譯
し
た
、
經
を
見
る
と
、
中
に
は
必
ず
し
も
、
梵
語
か

ら
譯
し
た
も
の
と
の
み
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
、
よ
く
〳
〵
、
調
べ
た

ら
、
或
は
、
其
の
國
語
か
ら
重
譯
し
た
も
の
と
思
わ
る
ゝ
も
の
も
あ
る
で
あ
ら

う
、
景
淨
は
、
其
の
本
名
「
ア
ダ
ム
」
と
云
つ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
つ
て
見
る

と
、
波
斯
又
は
其
の
傍
近
の
國
の
出
身
た
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
が
、
其
の

所
謂
胡
語
と
云
つ
た
は
、
「
ソ
グ
ド
」
の
語
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
當
時
大
乘

理
趣
六
波
羅
蜜
多
經
は
、
梵
語
か
ら
、
「
ソ
グ
ド
」
に
譯
せ
ら
れ
た
か
、
又
は

こ
れ
に
類
す
る
傍
近
の
國
語
に
譯
せ
ら
れ
た
こ
と
が
明
白
で
、
基
督
教
の
一
派

で
あ
る
景
教
の
僧
で
は
あ
つ
た
が
、
景
淨
は
、
已
に
こ
れ
を
知
つ
て
居
つ
た
の
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で
あ
る
、
し
て
見
れ
ば
、
當
時
密
教
流
布
の
地
域
は
、
獨
り
印
度
の
み
で
な
く
、

西
藏
の
み
で
な
く
、
支
那
の
み
で
な
く
、
波
斯
語
系
の
民
族
の
間
に
も
普
及
し

て
居
た
こ
と
は
、
推
察
出
來
る
次
第
で
あ
る
、
若
し
般
若
三
藏
が
、
後
に
梵
語

か
ら
更
ら
に
譯
し
改
め
な
か
つ
た
な
ら
、
景
淨
が
、
自
國
の
語
か
ら
重
譯
し
た

理
趣
六
波
羅
蜜
多
經
が
、
今
日
諸
君
の
所
依
の
經
典
と
な
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
説
い
た
所
で
、
大
師
在
唐
の
當
時
に
は
、
長
安
に
は
、
※
教
と
景
教
と
が

流
布
し
て
居
つ
た
こ
と
が
、
明
白
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
所
謂
※
教
を
、
我
が

國
の
東
洋
學
者
の
嚴
密
な
解
釋
に
從
つ
て
、
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」
と
の
み
解
釋

し
た
結
果
で
あ
る
が
、
我
々
局
外
者
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
長
安
志
や
、
佛
祖
統

記
な
ど
に
所
謂
※
教
教
」
に
白
丸
傍
点
﹈
と
は
、
果
し
て
、
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」

と
云
ふ
宗
教
の
み
を
指
し
た
に
止
ま
る
が
、
否
や
は
疑
し
い
、
現
に
、
佛
祖
統

記
に
は
、
貞
正
觀
五
年
の
記
事
に
、
初
波
斯
國
、
蘇
魯
支
立
末
尼
火
※
教
教
」

に
白
丸
傍
点
﹈
と
あ
り
、
註
に
※
火
煙
反
胡
神
即
外
道
梵
志
也
、
と
し
、
又
勅

於
京
師
、
建
大
秦
寺
云
々
と
あ
る
が
、
蘇
魯
支
と
云
ふ
は
、
英
語
な
ど
に
云
ふ

「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
」
を
云
ふ
に
あ
る
も
、
英
語
の
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
」
は
、
希

臘
語
の
「
サ
ズ
ラ
ウ
テ
ー
ス
」
（Zathrautes

）
又
は
「
ゾ
ロ
ス
ト
ロ
ス
」

（Zoroastros

）
か
ら
來
た
の
で
あ
つ
て
希
臘
語
の
方
は
、
「
ゼ
ン
ト
」
語
の

（Zarathustra

《
ザ
ラ
ツ
ユ
シ
ユ
ト
ラ
》
）
の
訛
略
を
寫
し
た
に
外
な
ら
な
い
、

し
か
し
支
那
の
方
で
云
ふ
、
蘇
魯
支
は
、
「
ゼ
ン
ト
」
語
の
舊
き
形
を
音
譯
し

た
と
も
見
え
な
い
、
察
す
る
所
、
こ
れ
と
、
類
似
し
た
、
土
語
の
訛
略
（Zros

c

《
ヅ
ロ
シ
ユ
》
）
又
は
（Srosc

《
ス
ロ
ツ
シ
ユ
》
）
を
音
譯
し
た
に
違
ひ
な

い
、
此
れ
は
、
餘
事
で
は
あ
る
が
、
蘇
魯
支
、
即
ち
、
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
」
は
、

成
程
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」
の
建
設
者
と
は
云
へ
る
で
あ
ら
う
が
、
摩
尼
教
の
建

設
者
は
別
に
あ
る
故
、
蘇
魯
支
は
初
め
て
末
尼
火
※
教
を
建
つ
と
云
ふ
は
、
と

り
も
な
ほ
さ
ず
、
一
般
支
那
人
の
目
に
は
、
末
尼
教
も
、
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」

即
ち
※
教
も
同
一
の
や
う
に
見
え
た
一
證
據
で
あ
る
、
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」
は
、

「
ア
フ
ラ
、
マ
ズ
ダ
」
（
〔A

hura-m
azda_

〕
）
に
事
へ
る
宗
教
で
、
其
の

「
ア
フ
ラ
」
は
、
梵
語
の
「
ア
ス
ラ
」
（A

sura

）
と
同
一
語
根
で
、
梵
語
の

方
で
は
、
阿
修
羅
即
ち
非
天
と
云
ふ
風
に
凶
惡
の
神
と
云
ふ
こ
と
に
、
後
世
で

は
、
變
じ
て
居
る
が
、
「
ゼ
ン
ド
」
語
の
方
で
は
、
善
神
を
云
ふ
方
に
、
使
用

せ
ら
れ
て
居
る
、
此
の
方
が
、
「
ア
ス
ラ
」
又
は
、
「
ア
フ
ラ
」
の
本
來
の
意

義
で
あ
る
、
現
に
梵
語
で
も
、
吠
陀
の
文
學
に
は
、
「
ア
ス
ラ
」
即
ち
阿
修
羅

を
善
き
神
と
云
ふ
方
に
用
ひ
た
例
が
あ
る
と
記
憶
す
る
、
殊
に
「
ア
フ
ラ
、
マ

ズ
ダ
」
は
、
至
大
至
善
の
神
で
、
全
知
全
能
の
神
で
あ
る
、
又
精
神
界
の
光
明

の
神
で
あ
る
、
こ
の
神
に
對
し
て
、A

nro

《
ア
ン
ロ
》-m

ainyus

《
マ
ー
ク
ヌ

ス
》 

と
云
ふ
惡
神
が
戰
を
し
て
居
る
、
此
の
惡
神
は
、
精
神
界
の
暗
黒
を
代

表
す
る
神
で
、
世
界
は
以
上
二
神
の
爭
鬪
で
あ
る
と
見
る
が
、
「
マ
ズ
デ
イ
ズ

ム
」
の
見
方
で
、
聖
賢
が
、
世
に
出
で
ゝ
、
善
神
を
扶
け
て
、
惡
神
を
退
け
る

任
務
を
有
し
た
も
の
で
、
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
」
も
、
其
の
一
人
で
あ
る
。

此
の
教
は
、
其
の
根
本
の
主
義
か
ら
云
ふ
と
、
二
元
論
で
あ
つ
て
、
か
ゝ
る
思

想
は
、
悠
古
の
時
代
か
ら
、
「
イ
ラ
ン
」
民
族
の
中
に
存
在
し
た
が
、
こ
れ
を

組
織
し
て
、
一
の
體
系
あ
る
宗
教
と
し
た
人
は
、
即
ち
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
」
で

あ
つ
た
こ
と
ゝ
信
ず
る
、
昔
は
、
波
斯
で
中
々
勢
力
あ
つ
た
宗
教
で
、
西
暦
第

七
世
紀
の
半
に
至
る
ま
で
は
、
殆
ん
ど
波
斯
の
國
教
で
あ
つ
た
、
今
で
も
、
印

度
の
西
海
岸
に
、
孟
買
だ
と
か
、
「
ゾ
ロ
ダ
」
と
か
云
ふ
地
方
に
あ
る
「
パ
ー

シ
イ
」
は
、
拜
火
教
徒
と
云
ふ
が
即
ち
、
※
教
の
徒
で
あ
る
、
波
斯
自
身
に
も
、

異
教
徒
即
ち
「
ク
エ
ー
プ
ル
」
の
名
の
下
に
、
此
の
信
徒
が
殘
つ
て
居
る
。

此
の
「
マ
ス
デ
イ
ズ
ム
」
を
、
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
基
督
教
と
、
佛
教
と
、

其
の
他
の
東
洋
思
想
と
を
合
せ
、
融
會
し
、
合
糅
し
て
西
暦
第
三
世
紀
の
後
半

に
波
斯
に
於
て
、
建
設
し
た
新
宗
教
は
、
即
ち
、
末
尼
教
で
あ
る
、
西
洋
人
の
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所
謂
「
マ
ニ
デ
イ
ズ
ム
」
（M

anicheism

）
は
、
是
れ
で
あ
る
、
其
の
教
祖
は

「
マ
ネ
ー
ス
」
又
は
、
「
マ
ニ
」
と
云
つ
て
、
西
暦
二
百
四
十
年
波
斯
に
生
れ
、

二
百
七
十
四
年
に
死
し
た
、
生
存
の
歳
月
か
ら
云
ふ
と
、
基
督
教
と
同
じ
く
、

三
十
有
餘
歳
に
出
で
な
い
が
、
教
義
の
流
布
し
た
こ
と
は
、
非
常
で
、
地
中
海

の
沿
岸
を
席
捲
し
、
一
時
は
、
基
督
教
の
勢
力
を
凌
駕
せ
ん
許
り
で
、
有
名
な

「
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
」
な
ど
も
、
若
い
時
代
は
、
此
の
教
徒
で
あ
つ
た
の
で
も
判

る
、
其
の
教
旨
は
、
前
に
申
し
た
通
り
、
波
斯
在
來
の
※
教
を
基
礎
と
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
二
元
論
で
、
善
惡
眞
僞
の
二
元
は
、
假
り
に
、
明
暗
の
二
元

で
代
表
せ
し
め
、
善
の
方
は
、
精
神
又
は
光
明
の
神
、
惡
の
方
は
、
暗
黒
の
神
、

即
ち
惡
魔
で
、
ま
た
物
質
そ
の
も
の
で
あ
る
、
か
ゝ
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
一

般
支
那
人
の
目
か
ら
見
た
と
き
は
、
末
尼
教
も
、
※
教
も
殆
ん
ど
同
一
の
樣
に

見
え
た
に
相
違
な
く
、
少
く
も
、
大
同
小
異
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
或
は
摩
尼

火
※
教
と
一
括
し
、
大
秦
胡
寺
な
ど
ゝ
一
括
し
た
名
稱
で
、
此
等
の
二
種
の
宗

教
を
呼
ん
だ
も
の
と
見
え
る
。

し
て
見
れ
ば
、
長
安
志
の
所
謂
※
祠
祠
」
に
白
丸
傍
点
﹈
と
云
ふ
は
、
必
ず
し

も
、
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
」
の
建
て
た
「
マ
ズ
デ
イ
ズ
ム
」
の
殿
堂
と
は
、
限
ら

れ
な
い
、
末
尼
教
の
殿
堂
と
も
、
解
し
得
べ
き
で
あ
る
と
私
は
信
ず
る
、
現
に

末
尼
教
は
、
大
師
の
入
唐
以
前
百
十
年
武
周
の
延
載
元
年
に
、
長
安
に
入
つ
た

こ
と
は
、
佛
祖
統
記
に
出
て
居
る
、
其
の
原
文
は
、
波
斯
國
人
拂
多
誕
（
西
海

大
秦
國
人
）
持
二
宗
經
僞
教
來
朝
と
あ
る
、
二
宗
經
僞
教
と
は
、
即
ち
摩
尼
教

を
指
し
た
も
の
で
あ
る
、
二
宗
と
は
、
二
元
と
云
ふ
と
同
じ
く
、
明
暗
の
二
元

を
指
し
た
も
の
で
、
其
の
二
、
所
謂
二
所
と
は
、
「
パ
ー
ラ
※
」
語
か
、
「
ソ

グ
デ
イ
ヤ
ナ
」
語
の
〔D

o:-bu_n

〕
の
翻
譯
に
外
な
ら
な
い
、
明
暗
生
死
の

二
元
過
去
現
在
未
來
の
三
際
は
、
末
尼
教
徒
が
、
受
戒
す
る
と
き
に
、
必
ず
會

得
す
べ
き
教
理
で
あ
る
か
ら
、
か
く
二
宗
經
僞
教
と
云
ふ
た
も
の
と
信
ず
る
、

又
拂
多
誕
と
あ
る
は
、
一
寸
見
る
と
、
波
斯
の
人
名
で
あ
る
や
う
に
見
ゆ
る
が
、

是
れ
も
恐
ら
く
〔Fur-sta-da_n

〕
即
ち
、
法
教
師
と
云
ふ
「
パ
ー
ラ
※
」
語

の
音
譯
で
あ
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
私
も
こ
れ
に
は
賛
成
す
る
。

要
す
る
に
、
大
師
入
唐
の
時
代
に
は
、
長
安
に
は
、
波
斯
の
宗
教
が
一
つ
又
は

二
つ
、
基
督
教
の
一
派
の
「
ネ
ス
ト
リ
ヤ
ニ
ズ
ム
」
も
入
つ
た
こ
と
は
事
實
で

あ
る
、
即
ち
※
教
も
、
景
教
も
、
事
に
よ
る
と
、
摩
尼
教
も
、
長
安
に
あ
つ
た

次
第
で
あ
る
、
摩
尼
教
は
、
長
安
に
あ
つ
た
こ
と
が
疑
は
し
き
と
す
る
も
、
支

那
に
は
、
當
時
流
布
し
て
居
つ
た
事
は
、
動
か
す
こ
と
が
出
來
な
い
、
佛
祖
統

記
に
よ
る
と
、
開
元
二
十
年
即
ち
金
剛
智
三
藏
が
示
寂
の
年
に
、
玄
宗
皇
帝
の

詔
勅
が
出
て
居
る
。

　
末
尼
本
是
邪
見
、
妄
託
佛
教
、
既
是
西
胡
師
法
、
其
徒
自
行
、
不
須
科
罰
、

と
あ
る
、
又
大
師
入
唐
に
先
つ
僅
に
三
年
即
ち
八
百
〇
一
年
に
完
成
し
た
杜
祐

の
通
典
に
は
、
此
の
事
を
開
元
二
十
年
七
月
勅
と
し
て
、
末
摩
尼
法
本
是
邪
見
、

妄
稱
佛
教
、
誑
惑
黎
元
、
宜
嚴
加
禁
斷
、
以
其
西
胡
等
既
是
郷
法
、
當
身
自
行
、

不
須
科
罪
者
と
あ
る
、
末
摩
尼
と
は
〔M

a_r

〕
《
マ
ー
ル
》-

〔m
a_ni

〕

《
マ
ー
ニ
》
の
音
譯
で
、
摩
尼
主
と
云
ふ
義
で
あ
る
、
當
時
佛
教
の
教
理
に

附
會
し
て
盛
ん
に
支
那
人
を
化
度
し
た
も
の
だ
か
ら
、
玄
宗
皇
帝
は
、
詔
を
下

し
て
、
波
斯
人
自
身
は
邪
法
で
あ
ら
う
が
、
正
法
で
あ
ら
う
が
、
兎
も
か
く
、

故
國
の
教
法
で
あ
る
か
ら
、
信
仰
す
る
も
、
差
支
え
な
い
が
、
支
那
人
は
、
こ

れ
を
信
じ
て
は
い
け
ぬ
、
信
ず
れ
ば
、
刑
罰
を
加
へ
る
ぞ
と
云
つ
た
の
で
あ
る
、

察
す
る
所
、
か
ゝ
る
詔
勅
を
發
せ
ら
る
ゝ
に
至
つ
て
は
、
玄
宗
皇
帝
の
側
に
居

つ
た
佛
教
の
高
僧
か
道
教
の
道
士
等
の
建
策
に
よ
る
と
思
ふ
が
、
か
ゝ
る
詔
勅

を
發
し
て
、
政
治
上
の
勢
力
に
よ
り
、
宗
教
の
傳
播
を
壓
抑
せ
ん
と
し
た
を
見

て
も
、
當
時
摩
尼
教
は
、
佛
道
二
教
の
一
敵
國
で
あ
つ
た
事
が
判
然
す
る
、
併

し
か
く
詔
勅
が
あ
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、
宗
教
の
勞
力
は
到
底
政
治
の
力
で
動
か
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す
こ
と
の
出
來
ぬ
も
の
で
、
日
々
に
増
進
し
た
と
見
え
て
、
恰
も
大
師
歸
朝
の

年
か
ら
數
へ
て
三
十
七
年
目
に
當
る
武
宗
皇
后
の
會
昌
三
年
に
は
、
末
尼
教
の

迫
害
が
行
は
れ
た
、
勅
天
下
、
末
尼
寺
並
令
廢
罷
、
京
師
女
末
尼
七
十
人
皆
死
、

在
回
※
者
、
流
之
諸
道
、
死
者
大
半
と
、
佛
祖
統
記
に
出
で
居
る
、
其
の
教
徒

の
熱
心
に
教
を
奉
じ
、
壯
烈
に
教
に
殉
じ
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
も
明
白
で
あ
る
、

京
師
に
あ
る
女
末
尼
七
十
人
は
、
皆
死
ん
だ
と
あ
る
、
徳
川
時
代
の
初
期
に
、

基
督
教
迫
害
の
あ
つ
た
當
時
、
九
州
邊
の
日
本
人
で
、
教
に
殉
じ
た
も
の
も
、

中
々
あ
つ
た
が
、
こ
れ
で
見
る
と
、
宗
教
に
は
、
國
境
、
種
族
の
別
は
な
い
も

の
で
、
善
い
宗
教
で
あ
り
、
善
い
人
が
こ
れ
を
護
持
し
て
流
布
さ
す
と
、
如
何

な
る
國
に
於
て
も
、
如
何
な
る
種
族
の
も
の
ゝ
中
で
も
、
信
者
を
得
る
こ
と
は

出
來
る
、
政
治
家
な
ど
で
、
善
良
な
宗
教
の
力
を
、
政
治
の
力
で
左
右
し
や
う

と
す
る
は
、
蟷
螂
の
龍
車
に
向
ふ
ご
と
き
も
の
だ
、
こ
れ
で
見
る
も
、
大
師
の

在
唐
當
時
の
長
安
に
は
、
末
尼
教
な
く
、
三
十
七
年
の
後
に
か
く
熱
烈
な
る
末

尼
教
が
、
長
安
に
出
來
た
と
は
思
は
れ
な
い
、
必
ず
や
、
其
の
以
前
か
ら
、
長

安
に
根
據
を
す
え
て
、
熱
心
に
支
那
人
に
對
し
、
布
教
し
た
も
の
と
、
私
は
斷

言
し
て
、
憚
ら
な
い
次
第
で
あ
る
。

大
師
は
、
在
唐
の
時
日
は
、
僅
に
滿
二
年
で
、
隨
分
多
忙
で
あ
つ
た
と
想
像
せ

ら
る
ゝ
が
、
長
安
の
市
中
を
逍
遙
せ
ら
れ
た
と
き
、
又
般
若
三
藏
の
許
に
通
は

れ
た
と
き
、
此
等
胡
※
の
祠
廟
の
前
を
通
ら
れ
た
と
想
像
す
る
が
、
大
師
の
目

に
は
、
何
と
映
じ
た
で
あ
ら
う
か
、
又
時
に
は
、
峩
冠
盛
服
の
胡
僧
を
見
ら
れ

た
り
、
※
祠
よ
り
悠
揚
と
し
て
空
に
騰
る
、
香
烟
を
見
ら
れ
た
と
き
、
如
何
に

思
は
れ
た
で
あ
ら
う
か
、
千
百
歳
の
下
、
竊
に
大
師
の
當
時
に
於
け
る
感
想
を

忖
度
す
る
に
、
身
は
東
海
の
一
遊
子
で
あ
る
が
今
は
、
東
方
亞
細
亞
の
大
都
會

に
居
る
の
で
あ
る
、
自
分
の
前
に
展
開
す
る
事
物
は
、
是
れ
東
方
亞
細
亞
の
文

明
の
精
華
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
に
相
違
な
い
と
思
ふ
。

唐
代
の
支
那
が
、
印
度
又
は
印
度
系
の
文
明
に
影
響
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
茲
に

喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
、
波
斯
又
は
波
斯
系
の
文
明
が
、
如
何
に
唐
代
の
文
明

に
影
響
し
た
か
は
、
今
猶
ほ
研
究
中
で
あ
つ
て
、
成
案
に
は
達
せ
な
い
が
、
研

究
の
歩
武
を
進
む
る
と
、
ま
す
ま
す
、
其
の
影
響
の
淺
か
ら
ぬ
こ
と
が
、
明
瞭

に
な
る
、
唐
代
の
繪
畫
は
、
一
派
學
者
の
云
ふ
通
り
、
果
し
て
、
波
斯
の
影
響

を
受
け
た
か
否
や
は
、
吾
が
局
外
者
の
賛
否
孰
れ
と
も
、
未
だ
决
す
る
こ
と
が

出
來
ぬ
が
、
工
藝
の
上
に
は
、
明
か
に
波
斯
の
意
匠
な
ど
は
、
認
む
る
こ
と
が

出
來
る
、
奈
良
に
保
有
せ
ら
れ
て
居
る
、
蜀
江
の
綴
錦
な
ど
は
、
其
の
意
匠
は

波
斯
意
匠
た
る
こ
と
は
、
一
見
明
白
で
あ
る
、
又
、
波
斯
の
星
占
學
、
天
文
學

が
唐
代
に
於
て
、
支
那
に
入
り
、
支
那
の
暦
法
に
影
響
し
た
こ
と
は
、
史
乘
の

載
す
る
所
、
决
し
て
、
誣
ふ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
、
冊
府
元
龜
に
よ
る

と
、
玄
宗
皇
帝
の
開
元
七
年
六
月
大
食
國
、
吐
火
羅
國
、
南
天
竺
國
、
南
天
竺

國
、
遣
使
朝
貢
、
其
吐
火
羅
國
、
支
汗
那
母
王
帝
※
」
に
白
丸
傍
点
﹈
上
表
、

獻
解
天
文
人
慕
闍
、
其
人
智
慧
幽
深
、
問
無
不
知
、
伏
乞
恩
喚
取
慕
闍
、
親
問

臣
等
事
意
及
諸
教
法
、
知
其
人
有
如
此
之
藝
能
、
望
請
令
其
供
奉
并
置
一
法
堂

と
あ
る
、
吐
火
羅
は
、
大
月
氏
の
故
地
で
、
今
の
「
ト
カ
レ
ス
タ
ン
」
で
あ
り
、

支
汗
那
は 

〔Jagha_niya_n

〕 

で
、
王
の
名
は
、
帝
※
と
云
ふ
が
、
是
れ
は
、

〔Te_-sa

〕 

と
云
ふ
王
の
名
を
寫
し
た
も
の
で
、
大
慕
闍
と
云
ふ
は
、
其
の
語

の
本
源
は
、
未
だ
判
然
し
な
い
が
、
「
ソ
グ
ト
」
の
語
で M

w
ck 

と
云
う
て
、

こ
れ
か
ら
轉
し
た
、
突
厥
の
語
で
は 

〔M
ec,ak

〕, m
ozak 

で
あ
る
か
ら
、
其

の
意
味
は
、
單
に
法
師
と
か
、
教
師
と
か
、
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
、
當
時
、
か
ゝ
る

天
文
學
者
を
、
唐
に
獻
じ
た
は
、
甚
だ
宜
を
得
た
も
の
で
夫
れ
よ
り
以
前
に
は
、

唐
で
は
從
來
の
暦
法
の
不
完
全
な
る
こ
と
を
發
見
し
て
、
暦
法
に
關
す
る
論
爭

は
、
中
々
喧
し
か
つ
た
、
高
宗
皇
帝
の
麟
徳
年
間
に
、
李
淳
風
が
上
つ
た
暦
が
、

採
用
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
な
つ
て
、
麟
徳
二
年
即
ち
西
暦
六
百
六
十
五
年
か
ら
實
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行
し
た
、
麟
徳
暦
は
、
即
ち
是
れ
で
あ
る
、
し
か
し
當
時
、
印
度
の
暦
法
家
が
、

三
族
も
、
支
那
の
朝
廷
に
仕
へ
て
居
つ
て
、
此
等
は
中
々
承
知
し
な
い
、
其
の

三
族
と
は
、
瞿

曇







族
迦
葉







族
に
矩
摩
羅









族
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の

中
、
瞿
曇
族
の
一
人
が
、
武
周
の
時
代
に
、
新
暦
を
上
つ
て
、
採
用
せ
ら
れ
た

が
、
長
く
つ
ゞ
か
ず
、
開
元
六
年
、
西
暦
七
百
十
八
年
に
、
瞿

摩

悉

達














は
、

殆
ん
ど
純
粹
の
印
度
暦
の
翻
譯
と
も
云
ふ
べ
き
九
執
暦
を
獻
し
た
、
九
執
と
は
、

九
惑
星
と
云
ふ
義
で
、
惑
星
は
、
梵
語
でG

raha

《
グ
ラ
ハ
》
と
云
つ
て
、
惑

星
と
云
ふ
義
の
外
に
、
執
ふ
と
云
ふ
義
が
あ
る
か
ら
、
か
く
九
執
と
譯
し
た
の

で
あ
る
、
五
執
即
ち
九
惑
星
と
は
、
五
行
の
木
火
土
金
水
の
外
に
日
月
を
加
へ

て
、
七
つ
と
し
、
又
地
球
を
動
か
ぬ
と
せ
ば
日
月
の
道
が
交
叉
す
る
點
が
二
つ

あ
る
、
英
語
はN

odes

と
云
ふ
が
、
梵
語
で
は
、
羅
※





と
計
都





と
云
ふ
、
こ

れ
を
二
惑
星
と
見
て
、
合
せ
て
九
執
と
云
つ
た
も
の
で
あ
る
、
今
も
印
度
の
暦

は
、
此
の
九
執
暦
で
あ
る
。

然
る
處
、
九
執
暦
も
、
不
完
全
で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
中
々
採
用
せ
ら
れ
な
い
、

九
執
暦
が
出
來
た
翌
年
即
ち
、
開
元
七
年
西
暦
七
百
十
九
年
に
、
吐
火
羅
の
葉

護


可
※
が
、
暦
數
に
明
に
大
慕
闍
を
獻
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
甚
だ
其
の
當
を

得
た
も
の
で
あ
る
、
い
づ
れ
、
吐
火
羅
國
の
副
王
が
、
長
安
に
於
け
る
暦
法
の

大
論
爭
を
傳
聞
し
て
、
此
の
擧
に
出
で
た
も
の
と
思
ふ
、
是
に
於
て
、
支
那
の

暦
法
家
は
從
來
の
分
と
、
印
度
の
分
と
、
波
斯
の
分
と
、
三
陣
に
分
れ
て
對
峙

す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
し
か
し
、
流
石
は
、
唐
代
の
支
那
で
あ
る
、
か
ゝ
る
際

に
、
暦
數
の
一
大
天
才
が
、
支
那
人
の
中
か
ら
現
は
れ
た
、
其
の
天
才
は
、
何

人
で
あ
る
か
、
外
で
な
い
、
密
教
の
高
僧
の
一
人
一
行
禪
師
其
の
人
で
あ
る
、

開
元
二
十
一
年
か
ら
、
二
十
七
年
に
亘
つ
て
、
暦
法
の
改
訂
に
從
事
し
、
不
幸

に
し
て
、
中
道
蘭
折
し
た
が
、
其
の
法
に
從
う
て
、
開
元
二
十
九
年
に
出
來
た

暦
は
、
即
ち
大
衍
暦
で
あ
る
、
當
時
嫉
妬
の
餘
り
、
或
は
一
行
が
自
分
等
の
暦

法
を
剽
竊
し
た
な
ど
云
つ
た
連
中
も
あ
つ
た
が
、
遂
に
一
行
禪
師
の
勝
利
と
な

つ
て
採
用
せ
ら
れ
、
公
布
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
恰
も
、
日
本
か
ら
、
十
年
後

に
吉
備
眞
備
な
ど
が
、
出
掛
け
た
が
、
當
時
果
し
て
、
持
ち
歸
た
か
否
や
は
知

ら
ぬ
が
、
そ
れ
か
ら
十
餘
年
に
し
て
、
淳
仁
帝
の
八
年
、
稱
徳
帝
の
始
か
ら
、

九
十
四
年
間
、
大
衍
暦
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
つ
た
次
第
で
あ
る
、
私
が
先
年

巴
里
に
留
學
の
と
き
、
佛
蘭
西
の
國
士
の
遺
骸
を
斂
め
た
「
パ
ン
テ
オ
ン
」
と

云
ふ
塔
の
近
傍
に
暫
時
寓
し
て
居
つ
た
、
其
の
傍
に
は
、
「
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
」
大

學
や
「
コ
レ
ー
ジ
ユ
、
ド
、
フ
ラ
ン
ス
」
な
ど
云
ふ
學
校
が
あ
る
が
、
其
の
學

校
の
上
に
當
り
て
、
巴
里
中
の
最
も
爽
※
な
部
分
に
、
「
サ
ン
ト
、
ゼ
ニ
ネ
ー

ブ
」
と
云
つ
て
、
巴
里
市
の
守
本
尊
の
名
を
冐
し
た
、
圖
書
舘
が
あ
る
、
其
の

正
面
と
側
面
と
に
は
、
世
界
の
中
で
昔
か
ら
學
術
の
進
歩
に
貢
献
し
た
名
士
の

綺
羅
星
の
ご
と
く
、
刻
ま
れ
て
あ
る
か
ら
、
試
に
日
本
の
學
者
の
名
が
、
出
て

な
い
か
と
、
仰
ぎ
見
た
が
、
一
人
も
出
て
い
な
い
、
段
々
と
正
面
か
ら
側
面
の

方
に
廻
は
つ
て
見
る
と
、
忽
ち
、
「
イ
、
ヒ
ン
」
（i-hsing

）
と
あ
つ
た
、

「
イ
、
ヒ
ン
」
と
は
、
一
行
の
官
話
音
で
あ
る
、
「
ラ
プ
ラ
ー
ス
」
や
、
「
ニ

ユ
ー
ト
ン
」
な
ど
と
、
肩
を
並
べ
て
、
一
行
禪
師
の
名
が
、
輝
い
て
居
る
、
私

は
こ
れ
を
見
て
、
天
涯
萬
里
の
外
に
、
一
人
の
故
舊
と
遇
つ
た
心
地
が
し
た
、

同
時
に
、
人
間
と
云
ふ
も
の
は
、
孰
れ
の
國
に
生
れ
、
孰
れ
の
時
代
に
生
れ
て

も
、
刻
苦
し
て
宗
教
學
術
に
貢
献
し
て
置
き
さ
へ
す
れ
ば
、
假
令
ひ
、
其
の
同

時
代
の
人
々
か
ら
、
か
れ
こ
れ
云
は
れ
て
も
、
又
、
疎
外
せ
ら
れ
て
も
、
冷
遇

せ
ら
れ
て
も
、
千
載
の
下
、
い
つ
し
か
知
己
が
あ
る
も
の
と
感
じ
た
次
第
で
あ

る
、
諸
君
は
素
よ
り
弘
法
大
師
の
遺
弟
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
、

同
時
に
、
大
師
が
異
世
の
師
に
、
一
行
禪
師
の
あ
つ
た
こ
と
を
誇
り
と
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
、
西
暦
第
八
世
紀
の
前
半
に
於
て
、
世
界
第
一
の
暦
法
學
者
が
、
密
教

の
高
僧
が
あ
つ
た
こ
と
を
誇
り
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
し
、
波
斯
の
暦
法
が
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支
那
に
入
つ
て
、
支
那
人
の
間
に
、
當
時
行
は
れ
た
こ
と
は
、
不
空
三
藏
の
譯

し
た
文
珠
師
利
菩
薩
及
諸
佛
所
説
、
吉
凶
時
日
善
惡
宿
曜
經
を
見
れ
ば
、
明
白

で
あ
る
、
其
の
中
、
一
週
の
日
を
、
列
擧
し
て
波
斯
語
と
胡
語
と
、
梵
語
と
の

名
稱
を
配
し
て
あ
る
。

日
曜
、
太
陽
、
胡
名
蜜
（
〔M

i_hr

〕
《
ミ
ー
ル
》
）
波
斯
名
曜
森
勿
、
天
竺

名
阿
※
底
耶
（
〔A

_ditya
〕
《
ア
ー
デ
イ
テ
ヤ
》
）

月
曜
、
太
陰
、
胡
名
莫
（
〔M

a_h

〕
《
マ
ー
フ
》
）
波
斯
名
婁
禍
森
勿
、
天

竺
名
蘇
摩
（Som

a

《
ソ
ー
マ
》
）

火
曜
、
※
惑
、
胡
名
雲
漢
（
〔W

ankha_n

〕
《
ワ
ー
ン
ハ
ー
ン
》
）
波
斯
名

勢
森
勿
、
天
竺
名
鴦
哦
※
迦
（
〔A

nga_raka
〕
《
ア
ン
ガ
ー
ラ
カ
》
）

水
曜
、
辰
星
、
胡
名
咥
（
〔Ti_r

〕
《
テ
イ
ル
》
）
波
斯
名
掣
森
勿
、
天
竺
名

部
陀
（B

udha

《
ブ
ト
ハ
》
）

木
曜
、
歳
星
、
胡
名
鶻
勿
斯
（W

ur-m
azt

《
ウ
ー
ル
、
マ
ズ
ト
》
）
波
斯
名

本
森
勿
、
天
竺
名
勿
哩
訶
娑
跋
底
（B

rihaspati

《
ブ
リ
ハ
ス
パ
テ
イ
》
）

金
曜
、
大
白
、
胡
名
那
歇
（
〔N

a_khid

〕
《
ナ
ー
ヒ
ド
》
）
波
斯
名
斯
森
勿
、

天
竺
名
戍
羯
羅
（
〔C

,ukla

〕
《
シ
ユ
ク
ラ
》
）

土
曜
、
鎭
星
、
胡
名
枳
院
（
院
）
（
〔K

ew
a_n

〕
《
ケ
ー
ワ
ー
ン
》
）
波
斯

名
翕
森
勿
、
天
竺
名
※
乃
以
室
折
※
（
〔C

,ana_ic,-cara

〕
《
シ
ヤ
ナ
イ
シ
ユ

チ
ヤ
ラ
》
）

此
の
中
、
波
斯
の
名
稱
は
、
皆
森
勿
と
云
ふ
音
で
終
つ
て
あ
る
が
、
森
勿
と
は

Sam
bat

《
サ
ム
バ
ツ
ト
》
の
音
譯
ら
し
く
、
意
味
は
、
支
那
の
曜
と
云
ふ
義

に
相
當
す
る
、
其
の
上
に
あ
る
翕
はH

aft

《
ハ
フ
ト
》
で
梵
語
のSapta

《
サ

プ
タ
》
に
當
り
、
七
と
云
ふ
義
で
、
數
はSu

本
はPan(3)

掣
は
〔C

,u

〕
勢

はSeh

婁
禍
は
厚
音
音
が
不
明
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
〔D

va_

〕
の
訛
音
ら

し
く
、
曜
は
〔Y

u_

〕
又
はY

ak

ら
し
く
皆
梵
語
のSas,

〔Pan~ca

〕,C
atu

r,Tri,D
va,C

ka

又
はSa

と
語
源
を
同
じ
く
し
て
、
六
五
四
三
二
一
の
義
を

有
す
る
こ
と
は
疑
な
い
、
又
以
て
、
波
斯
の
文
物
が
如
何
に
當
時
の
支
那
に
影

響
し
た
か
が
明
白
で
あ
る
。

唐
代
の
支
那
人
は
、
氣
宇
濶
達
で
、
自
國
の
み
は
、
宇
内
の
中
心
で
、
自
余
の

國
は
藩
屏
で
あ
り
、
自
國
の
皇
帝
は
、
百
王
の
主
と
し
て
、
天
に
代
り
、
宇
内

を
統
治
し
て
居
る
も
の
と
思
う
て
居
つ
た
ら
し
い
、
だ
か
ら
、
自
國
の
文
化
を

慕
う
て
來
た
外
人
は
、
善
く
待
遇
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
我
が
國
で
は
、
安
部

仲
麿
な
ど
は
大
に
も
て
た
一
人
で
あ
る
、
官
仕
し
て
秘
書
監
と
な
つ
た
許
り
で

な
く
、
李
白
だ
の
其
の
他
の
連
中
と
徴
逐
し
て
、
交
を
し
た
、
其
の
他
の
留
學

し
た
連
中
も
、
公
私
共
に
世
話
に
な
つ
た
こ
と
は
、
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で

あ
る
、
唐
代
の
支
那
で
は
な
い
が
、
少
し
以
前
、
隋
の
煬
帝
の
時
代
に
、
日
本

か
ら
遣
唐
大
使
を
や
つ
て
、
日
出
の
天
子
が
、
日
沒
の
天
子
に
問
ふ
が
、
日
沒

の
天
子
は
恙
な
い
か
と
云
ふ
主
意
の
國
書
を
送
つ
た
と
こ
ろ
、
煬
帝
は
、
東
夷

何
ぞ
、
無
禮
な
る
と
怒
つ
た
話
が
あ
る
、
日
本
の
方
か
ら
云
へ
ば
、
怒
つ
た
は

奇
怪
千
萬
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
支
那
の
方
か
ら
云
へ
ば
、
煬
帝
の
怒

つ
た
に
も
、
聊
か
理
由
が
あ
る
こ
と
ゝ
思
ふ
、
又
或
る
遣
唐
大
使
の
と
き
、
支

那
の
方
で
は
不
都
合
に
も
、
日
本
を
西
畔
第
二
に
置
い
て
、
し
か
も
、
新
羅
を

東
畔
第
一
に
し
た
か
ら
、
大
使
は
立
腹
し
て
、
大
論
判
を
持
ち
込
ん
で
、
到
頭

東
畔
第
一
の
位
に
つ
い
た
、
成
る
程
日
本
は
政
治
上
獨
立
國
で
、
新
羅
の
や
う

に
、
唐
に
對
し
て
、
屬
國
で
な
い
、
だ
か
ら
、
新
羅
な
ど
の
下
に
置
く
な
ど
は

不
都
合
千
萬
の
話
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
遣
唐
大
使
が
殿
上
で
、
怒
鳴
つ
た
は
、

大
に
尤
だ
、
し
か
し
、
支
那
の
方
で
は
、
日
本
も
新
羅
も
、
文
化
の
上
か
ら
云

へ
ば
、
同
じ
く
、
弟
子
分
の
國
で
あ
つ
て
、
政
治
上
の
關
係
は
、
別
と
し
て
も
、

其
の
他
の
こ
と
は
、
大
し
た
差
違
は
な
い
、
無
論
不
都
合
は
不
都
合
だ
が
、
日

本
を
新
羅
の
下
に
つ
け
た
は
、
所
謂
不
行
屆
で
、
さ
ま
で
惡
意
が
あ
つ
た
次
第
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で
は
な
く
、
支
那
人
の
人
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
も
新
羅
も
、
共
に
支
那
の
弟
子

分
で
あ
つ
て
、
こ
う
云
ふ
書
物
が
な
い
か
、
こ
う
い
ふ
こ
と
を
す
る
人
物
は
な

い
か
、
こ
う
云
ふ
武
器
は
な
い
か
、
こ
う
云
ふ
も
の
を
作
る
に
は
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
何
卒
教
へ
て
貰
ひ
た
い
な
ど
云
ふ
こ
と
に
な
る
と
、
新
羅
の
方
は
、

日
本
よ
り
も
、
早
く
、
支
那
の
文
化
を
受
け
て
居
つ
た
か
ら
或
は
、
支
那
人
の

目
か
ら
見
る
と
、
日
本
よ
り
も
兄
弟
子
位
に
見
た
か
も
知
れ
な
い
、
當
時
日
本

の
方
の
主
張
に
よ
る
と
、
新
羅
は
、
昔
か
ら
、
我
が
國
に
朝
貢
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
我
々
は
新
羅
の
大
使
の
下
に
坐
す
る
譯
は
な
い
と
云
ふ
に
あ
つ
た
が

政
治
上
の
關
係
よ
り
見
れ
ば
、
尤
の
議
論
で
、
無
學
と
貧
乏
と
は
昔
か
ら
、
日

本
の
つ
き
も
の
だ
が
、
腕
力
の
方
な
ら
、
昔
か
ら
、
先
づ
日
本
が
、
他
國
に
、

大
し
た
遜
色
が
な
か
つ
た
か
ら
、
日
本
の
大
使
の
申
分
も
、
支
那
人
が
容
れ
て
、

到
頭
東
畔
第
一
に
列
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
第
一
で
あ
つ
た
と
し

た
所
で
新
羅
に
勝
つ
た
丈
で
、
支
那
と
は
對
等
の
交
際
と
云
ふ
譯
に
は
い
か
な

い
、
一
體
國
と
國
と
の
關
係
は
、
個
人
と
個
人
と
の
關
係
と
同
じ
く
、
腕
力
の

強
い
も
の
が
、
必
ず
し
し
も
尊
敬
せ
ら
る
ゝ
譯
で
な
く
、
富
力
、
智
力
、
殊
に

道
徳
な
ど
は
、
國
際
の
關
係
を
定
む
る
に
、
中
々
有
力
な
資
料
で
あ
つ
て
、
大

正
の
日
本
も
、
腕
力
に
か
け
て
は
、
先
づ
一
等
國
仲
間
入
り
が
出
來
た
や
う
で

あ
る
が
、
智
力
と
富
力
と
に
か
け
て
は
、
一
等
國
の
伴
侶
と
は
ゆ
か
ぬ
、
道
徳

の
方
も
、
昔
は
、
支
那
で
も
、
日
本
を
君
子
國
と
云
つ
た
位
だ
か
ら
、
昔
は
、

よ
か
つ
た
が
、
今
日
の
道
徳
で
は
、
あ
ま
り
、
君
子
國
で
も
な
い
や
う
だ
、
し

か
し
、
こ
れ
は
、
餘
計
な
事
で
、
今
日
の
日
本
は
い
づ
れ
で
も
、
本
論
に
は
關

係
が
な
い
が
、
唐
代
の
支
那
が
、
傍
近
の
諸
國
民
を
弟
子
扱
に
し
、
傍
近
の
諸

國
民
も
、
支
那
を
仰
で
、
上
國
と
し
、
其
の
光
を
觀
て
、
其
の
風
を
釆
る
も
こ

と
を
以
て
、
よ
い
こ
と
に
し
て
居
つ
た
、
支
那
の
方
で
も
、
此
等
の
外
國
の
人

民
を
待
つ
こ
と
が
、
中
々
親
切
で
あ
つ
た
か
ら
、
日
本
の
樣
な
、
支
那
か
ら
離

れ
て
、
政
治
上
獨
立
國
の
人
民
は
と
も
か
く
、
日
本
以
外
の
國
で
支
那
に
近
く
、

又
支
那
に
對
し
附
庸
、
從
屬
の
關
係
の
あ
つ
た
國
々
の
人
々
は
、
支
那
に
赴
き

て
、
支
那
の
朝
廷
に
仕
へ
、
支
那
の
官
位
を
帶
ぶ
る
こ
と
は
、
さ
ま
で
恥
と
せ

ぬ
の
み
か
、
却
て
榮
と
し
た
こ
と
が
、
恰
も
羅
馬
の
盛
時
、
莱
因





、
多
惱





の
二

大
河
附
近
の
獨
か
民
族
が
、
羅
馬
に
仕
へ
て
、
其
の
勳
位
を
受
け
、
其
の
官
職

を
帶
び
て
自
か
ら
榮
と
し
た
と
一
樣
で
あ
る
、
だ
か
ら
、
支
那
に
何
か
變
亂
が

起
る
と
、
决
し
て
、
す
て
置
か
な
い
、
或
は
、
天
子
の
命
に
應
じ
て
、
自
か
ら

兵
を
提
げ
て
、
戰
ふ
た
り
、
或
は
、
戰
軍
の
首
領
の
催
促
に
應
じ
て
、
出
掛
く

る
と
云
ふ
風
で
、
李
世
民
が
、
隋
の
亂
に
乘
じ
て
、
晋
陽
か
ら
起
り
天
下
を
平

定
し
、
大
唐
三
百
年
の
基
を
開
い
た
の
は
、
抑
も
、
突
厥
の
兵
の
力
を
借
り
た

く
ら
い
だ
か
ら
、
唐
の
天
子
の
下
に
仕
へ
た
連
中
で
、
撥
亂
反
正
の
功
の
あ
つ

た
も
の
ゝ
中
に
は
、
外
國
人
が
尠
く
な
い
、
殊
に
日
本
人
か
ら
見
て
、
可
笑
し

く
思
ふ
の
は
、
安
禄
山
の
亂
の
と
き
で
あ
る
、
安
禄
山
、
史
思
明
、
安
慶
緒
な

ど
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
に
對
し
て
、
戰
う
て
眞
に
唐
の
天
下
を
克
復

し
た
は
、
吐
蕃
や
、
突
厥
の
兵
で
は
、
固
よ
り
、
こ
れ
を
統
卒
し
た
李
光
弼
だ

の
、
尉
遲
勝
だ
の
は
、
一
方
は
契
冊
の
人
、
他
は
、
于
※
の
人
で
あ
つ
た
、
此

等
の
國
の
兵
士
等
は
、
宗
家
の
火
事
に
、
分
家
の
格
で
、
消
防
に
か
け
つ
け
る

や
う
な
工
合
で
、
唐
の
文
明
が
、
傍
近
の
諸
國
に
對
し
て
は
、
武
力
の
外
に
如

何
に
恩
澤
を
布
く
こ
と
の
厚
か
つ
た
こ
と
が
、
判
明
す
る
。

又
大
師
入
唐
の
當
時
、
外
國
人
が
如
何
に
支
那
の
朝
廷
に
仕
へ
て
、
其
の
官
職

を
受
く
る
こ
と
を
榮
と
し
た
か
は
、
般
若
三
藏
の
傳
を
見
て
も
、
判
明
す
る
、

云
ふ
ま
で
も
な
く
、
三
藏
は
、
迦
畢
試
國
の
出
身
で
あ
る
、
宋
高
僧
傳
第
二
に

よ
る
と
、
貞
元
二
年
始
屆
京
輦
、
見
郷
親
神
策
軍
正
將
羅
好
心
、
即
慧
（
般
若

三
藏
）
舅
子
之
子
也
、
悲
喜
相
慰
、
將
至
家
中
、
延
留
供
養
と
あ
り
、
即
ち
迦

畢
試
生
れ
の
般
若
三
藏
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
出
家
し
て
諸
方
に
流
寓
し
、
中
印
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度
の
那
爛
陀
寺
で
、
大
成
し
、
南
海
を
飄
浪
し
て
、
貞
元
二
年
に
始
め
て
長
安

に
來
た
が
、
ふ
と
、
神
策
軍
の
正
將
、
即
ち
、
今
日
の
語
で
云
へ
ば
、
禁
衞
軍

の
大
將
で
あ
つ
た
、
羅
好
心
と
云
ふ
の
が
、
自
分
の
母
の
里
方
の
子
、
即
ち
、

自
分
の
從
兄
で
あ
る
こ
と
を
發
見
し
た
の
で
あ
る
、
迦
畢
試
と
云
ふ
國
は 

〔K
apic,a

〕
《
カ
ヒ
シ
ヤ
》 

と
云
ふ
た
國
で
、
支
那
か
ら
、
西
域
の
諸
國
を

遍
歴
し
て
、
愈
々
、
こ
れ
か
ら
印
度
に
入
ら
う
と
云
ふ
と
き
に
、
通
る
國
で
、

今
の K

afirstan

《
カ
フ
ヒ
ル
ス
タ
ン
》 

で
あ
る
、
地
圖
で
一
見
す
る
と
判
明

し
ま
す
が
、
印
度
の
西
北
境
に
あ
る
國
で
あ
る
、
羅
好
心
は
、
こ
れ
か
ら
、
や

つ
て
來
て
、
し
か
も
、
支
那
の
天
子
の
親
近
を
辱
う
し
、
禁
衞
軍
の
大
將
と
な

つ
た
の
で
あ
る
、
し
か
も
、
朱
※
の
亂
の
と
き
は
、
其
の
中
軍
を
指
揮
し
て
、

頗
る
戰
功
が
あ
つ
た
こ
と
が
、
宋
高
僧
傳
に
、
般
若
三
藏
の
傳
に
附
帶
し
て
、

見
え
て
居
る
、
其
の
肩
書
も
奉
天
定
難
功
臣
開
府
儀
同
三
司
※
校
太
子
※
事
上

柱
國
新
平
郡
王
と
あ
つ
て
、
朱
※
の
亂
に
、
徳
宗
皇
帝
が
奉
天
に
蒙
塵
せ
ら
れ

た
、
其
の
時
に
、
禁
衞
軍
に
將
と
し
て
、
奮
戰
し
て
、
回
天
の
事
業
に
貢
献
し

た
も
の
だ
か
ら
、
奉
天
定
難
功
臣
と
稱
し
た
の
で
、
中
々
振
う
て
居
る
、
遙
々

と
山
河
萬
里
の
絶
域
か
ら
來
て
唐
の
天
子
に
仕
へ
天
子
が
、
危
い
と
き
は
、
身

命
を
賭
し
て
戰
ひ
、
天
子
も
又
こ
れ
を
疑
は
な
い
で
、
禁
衞
軍
の
大
將
に
す
る

な
ど
は
、
一
は
、
羅
好
心
な
る
も
の
ゝ
誠
忠
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
は
、

唐
の
天
子
が
、
東
方
亞
細
亞
の
大
帝
王
を
以
つ
て
自
か
ら
居
り
、
百
王
の
王
を

以
て
、
自
か
ら
居
つ
た
か
ら
で
、
自
分
は
、
天
に
代
り
て
、
道
を
行
ひ
四
夷
は

皆
己
れ
の
藩
屏
で
、
國
平
か
な
と
き
は
、
化
を
慕
う
て
來
貢
し
、
國
が
亂
れ
た

と
き
は
兵
を
率
ゐ
て
、
己
に
忠
を
竭
す
べ
き
も
の
と
信
じ
て
居
つ
た
か
ら
で
あ

る
、
か
く
信
ず
る
こ
と
の
是
非
善
惡
は
暫
ら
く
擱
き
て
、
か
く
構
へ
込
ん
だ
と

こ
ろ
は
、
大
き
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
に
か
く
、
「
カ
フ
リ
ス
タ
ン
」
の

邊
陲
か
ら
來
て
、
禁
衞
軍
の
大
將
と
な
る
こ
と
な
ど
は
、
唐
の
天
下
で
あ
る
か
、

羅
馬
の
盛
時
で
な
く
ば
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
、
現
今
、
英
國
の
國
王
の
護

衞
兵
の
中
に
「
シ
ツ
ク
」
の
騎
兵
が
居
る
な
ど
は
、
や
ゝ
似
て
居
る
が
、
と
て

も
及
ば
ぬ
こ
と
ゝ
思
ふ
、
般
若
三
藏
が
、
大
乘
理
趣
六
波
羅
蜜
多
經
を
再
び
譯

す
る
に
至
つ
た
は
、
全
く
、
此
の
羅
好
心
の
天
子
に
奏
聞
し
た
結
果
で
、
其
の

奏
聞
に
對
す
る
御
枇
な
ど
は
中
々
鄭
寧
な
も
の
で
、
卿
之
表
弟
、
早
悟
大
乘
、

遠
自
西
方
來
遊
上
國
、
宣
六
根
之
奧
義
、
演
雙
樹
之
微
言
、
念
以
精
誠
所
宜
欽

重
、
是
令
翻
譯
俾
用
流
行
、
卿
夙
慕
忠
勤
、
職
司
禁
衞
、
省
覽
表
疏
、
具
見
乃

懷
、
所
謝
知
と
あ
る
は
、
唐
代
の
天
子
が
如
何
に
外
人
を
待
つ
に
厚
か
つ
た
か
ゞ

判
明
す
る
、
弘
法
大
師
の
入
唐
は
、
即
ち
此
の
天
子
の
貞
元
二
十
年
で
、
般
若

三
藏
が
、
羅
好
心
の
援
助
を
得
て
、
理
趣
經
の
翻
譯
を
竣
へ
た
年
か
ら
僅
に
十

二
年
の
後
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
東
方
亞
細
亞
の
大
帝
王
、
百
王
の
王
と
し
て
、
萬
國
の
仰
ぎ
見

た
唐
代
の
天
子
は
、
抑
も
、
何
を
信
じ
て
居
ら
れ
た
か
、
又
天
子
の
身
邊
を
圍

繞
す
る
大
臣
宰
相
の
信
仰
し
た
、
宗
教
は
何
か
と
云
ふ
問
題
に
な
る
と
、
そ
れ

は
、
歴
代
の
天
子
に
よ
り
、
又
卿
相
の
意
樂
に
よ
り
、
又
宗
教
界
か
ら
出
た
偉

人
の
性
格
に
よ
り
、
時
の
變
易
が
あ
つ
て
、
一
概
に
論
ず
る
こ
と
が
、
困
難
で

あ
る
が
、
先
づ
動
き
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
當
時
道
教
が
、
唐
の
天
子
の
歸
依
に

よ
り
て
、
中
々
盛
ん
な
も
の
で
あ
つ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
元
來
、
老
子
も
、

李
姓
な
れ
ば
、
唐
の
天
子
も
、
李
姓
で
あ
る
、
そ
れ
に
つ
け
て
、
天
子
は
老
子

の
子
孫
の
あ
る
と
附
會
し
た
も
の
だ
か
ら
、
老
子
の
崇
拜
が
、
盛
に
な
り
、
至

る
所
、
道
觀
が
起
り
、
道
士
が
勢
力
を
得
た
、
か
の
老
子
化
胡
經
な
ど
と
云
ふ

書
物
が
、
最
初
は
、
晋
代
の
王
浮
が
作
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
唐
代
に
至
り
て
、

一
層
舖
張
し
た
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
、
老
子
が
、
西
の
方
關
を
出
で
ん
と
し
た

と
き
、
尹
子
の
乞
に
應
じ
て
、
五
千
言
を
遺
し
た
と
云
ふ
傳
説
に
附
會
し
て
、

其
の
儘
死
な
す
の
は
、
惜
し
い
か
ら
、
尹
子
と
老
子
と
が
印
度
に
入
り
て
釋
迦
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と
な
り
、
舍
利
弗
目
※
連
等
を
化
度
し
た
り
、
波
斯
に
入
り
て
、
末
摩
尼
と
な

つ
た
り
、
し
て
、
摩
尼
教
を
建
て
た
な
ど
云
ふ
、
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
、
王

浮
の
作
つ
た
と
き
は
、
一
章
で
あ
つ
た
が
、
唐
代
に
至
り
て
、
種
々
の
宗
教
が

入
つ
た
爲
め
、
老
子
尹
子
を
、
此
等
の
宗
教
の
祖
師
と
す
る
必
要
か
ら
、
種
々

添
補
し
て
、
幾
多
の
章
に
な
つ
た
が
、
此
の
書
物
は
、
日
本
に
も
、
唐
代
か
ら

傳
は
つ
た
と
見
え
、
藤
原
佐
世
の
日
本
見
在
書
目
の
中
に
も
、
出
て
居
る
、
私

共
の
友
人
で
、
桑
原
博
士
が
、
先
般
「
藝
文
」
の
中
に
此
の
書
の
こ
と
を
詳
細

に
論
じ
て
居
る
か
ら
、
篤
志
の
か
た
は
、
是
非
一
讀
を
願
ひ
た
い
、
か
ゝ
る
書

物
が
、
唐
代
で
流
行
し
た
の
は
、
全
く
、
道
教
が
盛
に
な
つ
た
か
ら
で
、
有
名

な
玄
奘
三
藏
が
印
度
か
ら
歸
つ
た
と
き
、
太
宗
の
勅
命
で
、
印
度
か
ら
唐
の
朝

廷
へ
來
る
國
書
の
翻
譯
や
ら
、
又
唐
か
ら
印
度
へ
や
る
國
書
の
起
草
な
ど
一
に

玄
奘
三
藏
の
手
を
煩
は
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
印
度
の
童
子
王
、
即
ち
迦
摩

縷
波
國
の
「
ク
マ
ー
ラ
」
王
の
請
に
よ
り
太
宗
の
思
召
で
、
老
子
の
道
徳
經
五

千
言
を
梵
文
に
譯
し
て
、
西
域
の
諸
國
に
贈
れ
と
の
事
で
、
玄
奘
は
、
道
士
等

と
共
に
其
の
翻
譯
に
從
事
し
た
位
で
あ
る
、
不
幸
に
し
て
、
道
士
等
が
、
老
子

の
所
謂
「
道
」
を
菩
提
と
譯
せ
ん
と
主
張
し
、
玄
奘
が
末
伽
（
〔M

a_rga

〕
）

と
譯
し
や
う
と
し
、
と
か
く
に
玄
奘
と
議
論
が
合
は
な
い
、
と
も
か
く
も
翻
譯

し
て
、
將
に
封
勒
せ
ん
と
し
た
が
、
又
議
論
が
出
來
て
、
結
局
西
域
の
方
へ
送

つ
た
の
か
、
送
ら
な
か
つ
た
か
、
西
明
寺
の
道
宣
が
作
つ
た
集
古
今
佛
道
論
衡

實
録
の
乙
卷
や
續
高
僧
傳
の
第
四
卷
に
見
え
た
ゞ
け
で
は
、
不
明
で
あ
る
が
、

太
宗
の
意
で
は
、
老
子
の
教
を
、
西
域
の
諸
國
へ
弘
布
せ
し
め
ん
と
し
た
こ
と

が
、
明
白
で
あ
る
、
如
何
に
老
子
の
教
が
、
唐
代
の
初
期
に
重
要
な
も
の
と
思

は
れ
た
か
ゞ
こ
れ
で
も
、
判
然
す
る
、
し
か
し
、
道
教
と
密
教
と
は
呪
咀
禁
厭

等
の
事
を
語
る
こ
と
は
、
相
似
て
居
る
、
老
子
の
作
つ
た
と
云
ふ
道
徳
經
ば
か

り
で
は
、
左
程
に
も
思
へ
な
い
が
、
唐
代
の
道
教
に
至
つ
て
は
、
或
は
延
年
の

法
を
談
じ
た
り
、
龍
に
乘
り
、
雲
に
駕
す
る
こ
と
な
ど
を
言
ふ
こ
と
が
多
い
、

密
教
を
護
持
す
る
も
の
は
、
僧
侶
で
、
道
教
を
護
持
す
る
も
の
は
、
道
士
で
あ

る
か
ら
、
護
持
者
に
は
、
相
違
が
あ
り
、
又
教
旨
根
本
の
原
理
は
、
雲
泥
の
差

が
あ
る
が
、
世
人
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
其
の
外
形
は
、
甚
だ
肖
似
し
て
居
る
、

故
に
唐
代
の
初
期
に
道
教
の
隆
盛
を
封
し
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
軈
て
密
教
興
隆

の
氣
運
を
誘
起
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
密
教
と
道
教
と
は
、
其
の
間
に
種
々
の
混

一
を
見
る
に
至
つ
た
、
今
日
日
本
の
密
教
の
中
に
は
、
或
は
泰
山
府
君
の
信
仰

が
あ
つ
た
り
、
司
命
神
だ
の
司
禄
神
だ
の
を
祭
る
は
、
即
ち
、
道
教
の
神
が
密

教
の
中
に
混
入
し
て
來
た
一
例
で
、
泰
山
府
君
の
眞
言
を
見
る
と
、N

am
ah

〔sam
anta-buddha_na_m

〕
〔C

itra-gupta_ya
sva_ha_

〕
諸
佛
に
歸
命
す
、

「
チ
ト
ラ
グ
プ
タ
」
に
素
婆
訶
」
と
あ
る
（
淨
嚴
の
普
通
眞
言
藏
、
下
卷
參
照
）

「
チ
ツ
ト
ラ
グ
プ
タ
」
は
、
印
度
の
冥
官
で
、
焔
羅
王
の
命
を
受
け
て
、
人
間

界
を
案
行
し
善
惡
の
記
録
を
と
り
て
、
死
者
來
れ
ば
、
其
の
記
録
に
よ
り
て
、

焔
羅
王
を
扶
け
て
死
者
の
靈
魂
を
裁
判
せ
し
む
る
役
目
あ
る
も
の
で
あ
る
、
今

日
印
度
で
「
カ
ー
ヤ
、
ス
ト
ハ
」
と
云
ふ
状
師
書
記
、
主
薄
な
ど
の
階
級
は
、

遠
く
其
の
系
統
を
「
チ
ツ
ト
ラ
グ
プ
タ
」
に
遡
及
し
て
居
る
、
支
那
の
泰
山
府

君
が
此
の
印
度
の
神
と
同
一
に
さ
れ
て
、
密
教
の
中
に
入
つ
て
ゐ
る
は
、
實
に

奇
妙
な
現
象
で
あ
る
、
又
護
符
の
中
に
、
急
々
如
律
令
な
ど
の
文
句
は
、
道
教

に
も
密
教
に
も
、
同
じ
く
使
用
せ
ら
れ
た
文
句
で
あ
る
、
太
宗
皇
帝
時
代
の
上

流
社
會
の
風
尚
は
、
佛
教
よ
り
も
、
寧
ろ
道
教
に
傾
い
て
居
つ
た
樣
で
あ
る
が
、

何
分
隋
以
來
の
風
流
餘
韻
が
、
唐
代
の
初
期
に
及
ん
で
居
る
か
ら
、
佛
教
も
、

衰
へ
た
譯
で
な
く
、
玄
奘
だ
の
、
玄
證
だ
の
と
云
ふ
樣
な
佛
教
界
の
英
俊
が
出

た
時
代
で
あ
る
か
ら
朝
廷
の
佛
教
に
對
す
る
崇
敬
の
念
は
、
増
す
ば
か
り
で
あ

つ
た
、
高
宗
皇
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
玄
照
と
云
ふ
高
僧
な
ど
は
、
勅
命
を
蒙

つ
て
、
印
度
に
派
遣
せ
ら
れ
、
長
年
婆
羅
門
盧
迦
溢
多
を
迎
へ
に
行
つ
た
こ
と
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が
、
義
淨
三
藏
の
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳
に
見
え
て
居
る
、
其
の
外
長
年
の
藥

を
求
め
に
印
度
に
赴
い
た
、
高
僧
が
あ
る
、
玄
照
は
其
の
人
で
あ
る
此
の
長
年

婆
羅
門
と
は
、
抑
も
、
如
何
な
る
梵
語
の
譯
で
あ
る
か
判
然
し
な
い
、
或
は
、

具
壽
、
又
は
長
老
の
梵
語
に
當
る
〔A

_yusm
at

〕
《
ア
ー
ユ
シ
ユ
マ
ツ
ト
》

（
命
壽
あ
る
も
の
）
を
配
す
る
學
者
が
あ
る
が
、
是
れ
は
、
明
か
に
い
け
な
い
、

寧
ろ
、
〔D

i_rgha_yus
〕
《
デ
イ
ル
ガ
ハ
ー
ユ
ス
》
（
長
命
の
）
〔C

ira-ji_v

in

〕
《
チ
ラ
ヂ
ー
ヰ
ン
》
（
長
生
の
）
な
ど
の
成
語
が
適
當
で
あ
る
、
又
、
盧

迦
溢
多
は
〔Loka_yata

〕
《
ロ
ー
カ
ー
ヤ
タ
》
の
音
譯
と
し
て
あ
る
が
、
是

れ
は
、
賛
成
だ
が
、
し
か
し
其
の
意
味
は
、
順
世
外
道
と
云
ふ
に
至
つ
て
、
人

名
と
も
見
え
な
い
、
察
す
る
に
、
當
時
の
順
世
外
道
は
今
日
の
唯
物
論
者
と
同

じ
く
、
人
間
の
生
命
な
ど
は
、
四
大
の
和
合
か
ら
出
來
た
現
象
と
見
る
の
で
あ

る
か
ら
、
或
は
此
の
派
に
屬
す
る
哲
學
者
は
、
四
大
の
配
合
如
何
に
よ
り
て
生

命
を
延
ば
し
、
又
不
死
の
妙
を
致
す
方
法
を
唱
へ
た
も
の
と
思
は
る
ゝ
、
今
日

の
化
學
者
を
以
て
、
こ
れ
に
比
す
る
は
、
聊
か
不
倫
で
は
あ
る
が
、
昔

時

錬

金

學

者

の
や
う
な
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
、
か
ゝ
る
哲
學
者
が
、
印
度
に
居
る
と
云

ふ
こ
と
を
、
誰
が
、
高
宗
皇
帝
に
奏
聞
し
た
も
の
か
、
判
明
し
な
い
が
、
高
宗

皇
帝
は
、
秦
の
始
皇
帝
と
同
じ
く
又
漢
の
武
帝
と
同
じ
く
、
か
ゝ
る
靈
藥
は
、

人
間
に
あ
る
こ
と
ゝ
信
じ
て
、
折
角
多
年
印
度
に
留
學
し
て
漸
く
歸
唐
し
、
こ

れ
か
ら
翻
譯
に
で
も
取
り
か
ゝ
ら
う
と
思
う
て
居
る
、
玄
照
を
印
度
に
や
つ
た
、

然
る
所
、
北
印
度
の
界
で
、
唐
の
使
節
が
、
盧
迦
溢
多
を
引
き
つ
れ
て
、
支
那

に
歸
ら
う
と
云
ふ
の
と
、
遇
ふ
た
も
の
だ
か
ら
、
更
ら
に
廬
迦
溢
多
の
命
に
よ

り
て
、
西
印
度
の
羅
荼
（
〔La_ta

〕
）
國
に
赴
き
、
長
年
藥
を
と
り
に
往
つ

た
と
あ
る
、
此
の
羅
荼
の
國
は
、
當
時
密
教
の
中
心
で
あ
る
、
此
等
の
こ
と
か

ら
見
る
と
、
高
宗
皇
帝
は
呪
術
禁
厭
等
の
こ
と
を
信
じ
て
居
つ
た
ら
し
い
、
武

周
の
世
に
な
つ
て
か
ら
は
、
武
后
自
身
は
、
隨
分
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
高
宗
の

寵
を
專
に
し
、
又
唐
の
天
下
を
奪
ふ
ま
で
に
は
、
種
々
の
罪
惡
を
積
ん
で
居
る
、

し
か
し
、
根
が
女
人
で
あ
る
か
ら
、
時
々
往
昔
の
事
を
思
ひ
出
し
て
は
、
己
の

罪
業
の
恐
ろ
し
き
こ
と
を
思
ひ
到
つ
た
に
相
違
な
い
、
か
ゝ
る
女
人
に
對
し
て

は
、
罪
垢
滅
盡
の
法
を
有
す
る
密
教
は
最
も
適
當
な
教
で
あ
る
、
一
體
女
人
で

帝
王
に
な
つ
た
方
々
は
、
和
漢
共
に
高
論
玄
談
を
主
と
す
る
樣
な
宗
教
は
、
喜

ば
な
い
、
寧
ろ
三
寶
を
敬
信
し
て
、
福
田
を
植
ゆ
る
と
か
、
又
攘
災
祈
福
の
祭

を
致
し
て
、
己
の
後
生
の
爲
に
す
る
と
か
云
ふ
風
な
信
仰
が
、
勝
れ
て
居
る
、

北
魏
の
胡
太
后
や
、
武
周
の
則
天
武
后
な
ど
は
、
そ
れ
で
あ
る
、
印
度
の
寶
思

惟
三
藏
や
、
覩
貨
羅
國
の
寂
友
や
、
于
※
國
の
提
雲
般
若
や
、
實
叉
難
陀
な
ど

が
、
高
宗
や
武
后
の
歸
依
を
得
た
の
は
、
尤
も
な
次
第
で
あ
る
、
義
淨
三
藏
が
、

長
々
印
度
や
南
海
に
流
寓
し
て
、
歸
朝
し
た
と
き
な
ど
は
、
則
天
武
后
親
し
く
、

上
東
門
外
に
迎
へ
ら
れ
て
、
幡
盖
歌
樂
を
具
し
て
、
中
々
も
て
た
、
し
か
し
、

義
淨
三
藏
は
、
も
と
も
と
、
律
を
研
究
に
印
度
に
出
掛
け
た
人
で
、
歸
朝
後
も
、

專
ら
律
法
を
弘
宣
す
る
に
志
し
た
こ
と
が
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
密
教
は
、
あ
ま

り
印
度
で
は
、
勉
強
し
な
か
つ
た
、
其
の
證
據
に
は
、
自
著
の
西
域
求
法
高
僧

傳
の
中
に
、
荊
州
の
道
琳
法
師
の
傳
を
か
い
て
居
る
序
に
、
故
呪
藏
云
升
天
乘

龍
、
役
使
百
神
、
利
生
之
道
、
唯
呪
是
親
、
淨
於
那
爛
陀
、
亦
屡
入
壇
塲
、
希

心
此
要
、
而
爲
功
不
並
就
、
遂
泯
斯
懷
、
と
あ
る
、
呪
藏
は
决
し
て
密
教
の
全

部
で
な
い
が
、
又
密
教
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
、
少
く
と
も
、
唐
代
の
人

々
は
、
密
教
と
は
、
升
天
乘
龍
、
役
使
百
神
の
術
を
教
ふ
る
も
の
と
解
し
て
居

つ
た
、
金
剛
智
三
藏
や
、
不
空
三
藏
の
傳
を
見
て
も
、
常
に
、
帝
王
の
勅
に
よ

り
て
、
雨
を
下
し
、
風
を
呼
び
、
鬼
神
を
役
使
す
る
や
う
な
術
を
や
つ
て
居
る

こ
と
が
明
白
で
あ
る
、
然
る
に
義
淨
は
、
自
か
ら
自
分
の
著
書
、
大
唐
西
域
求

法
高
僧
傳
に
於
て
告
白
す
る
ご
と
く
、
那
爛
陀
寺
で
は
學
ぶ
つ
も
り
で
あ
つ
た

が
、
ど
う
も
い
け
な
い
、
だ
か
ら
、
絶
念
し
た
と
あ
る
、
そ
の
絶
念
し
た
義
淨
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が
、
唐
に
歸
り
て
、
則
天
武
后
の
寵
遇
を
受
け
て
か
ら
、
翻
譯
し
た
經
律
の
名

目
を
見
る
に
、
も
と
も
と
律
の
專
門
家
で
あ
り
、
又
其
の
翻
譯
が
素
願
で
あ
る

か
ら
、
根
本
説
一
切
有
部
律
に
關
す
る
翻
譯
が
、
多
く
あ
る
の
は
、
不
思
議
で

な
い
が
、
觀
自
在
菩
薩
如
意
心
陀
羅
尼
經
や
、
曼
珠
室
利
菩
薩
呪
藏
一
字
呪
王

經
や
、
佛
説
稱
讃
如
來
功
徳
神
呪
經
や
、
佛
説
拔
除
罪
障
呪
王
經
な
ど
は
云
ふ

ま
で
も
な
く
、
佛
説
療
痔
病
經
や
、
佛
説
大
孔
雀
王
呪
經
や
、
尊
勝
陀
羅
尼
經

や
、
其
の
他
、
眞
僞
は
疑
は
し
い
と
し
て
、
星
占
暦
數
に
關
す
る
經
書
も
、
義

淨
の
翻
譯
し
た
も
の
に
な
つ
て
居
る
、
是
れ
抑
も
如
何
な
る
故
で
あ
つ
た
か
、

理
由
は
、
極
は
め
て
明
白
で
あ
る
、
即
ち
、
當
時
の
天
子
並
に
宮
中
の
最
も
歸

依
し
た
宗
教
は
、
密
教
で
あ
つ
た
の
で
、
何
が
さ
て
措
き
、
則
天
武
后
の
や
う

な
不
道
徳
な
女
主
が
、
大
唐
の
天
下
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
つ
て
か
ら
は
、
律

や
、
戒
な
ど
の
書
物
を
譯
し
た
と
て
自
分
の
素
志
を
遂
ぐ
る
丈
で
、
こ
れ
ば
か

り
で
は
、
宮
中
の
歸
依
を
得
る
に
足
ら
な
い
、
不
本
意
な
が
ら
も
、
何
も
弘
法

利
世
の
爲
め
と
あ
つ
て
、
流
石
の
義
淨
も
、
密
教
の
書
物
を
譯
し
た
も
の
と
、

吾
輩
は
斷
言
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
、
義
淨
の
入
寂
は
、
玄
宗
皇
帝
の
先
天
二

年
即
ち
開
元
元
年
で
あ
り
ま
す
、
西
暦
七
百
十
三
年
で
あ
り
ま
す
が
、
當
時
支

那
の
こ
と
が
、
印
度
に
も
傳
は
つ
て
、
密
教
の
勢
力
が
日
に
盛
な
る
こ
と
が
、

金
剛
智
三
藏
に
も
、
善
無
畏
三
藏
に
も
、
其
の
事
情
が
判
明
し
た
と
見
え
て
、

善
無
畏
三
藏
は
、
開
元
四
年
、
即
ち
西
暦
七
百
十
六
年
、
金
剛
智
三
藏
は
、
開

元
七
年
、
即
ち
西
暦
七
百
十
九
年
、
印
度
か
ら
、
途
を
南
北
に
分
ち
て
、
入
唐

し
た
、
開
元
天
寶
の
時
代
は
、
唐
の
文
明
が
、
最
も
隆
盛
を
極
め
た
時
代
で
、

藝
術
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
代
で
あ
る
、
當
時
宮
廷
の
風
尚
、
信
仰
の
状
態
は
、

晩
唐
の
詩
人
鄭
嵎
が
津
陽
門
詩
に
於
て
歌
ふ
た
通
り
、
禁
庭
術
士
多
幻
化
、
上

前
較
勝
紛
相
持
、
羅
公
如
意
奪
顏
色
、
三
藏
袈
裟
成
散
絲
、
で
盡
し
て
居
る
、

羅
公
と
は
羅
公
遠
の
こ
と
で
、
三
藏
と
は
金
剛
智
三
藏
の
こ
と
か
、
不
空
金
剛

三
藏
の
こ
と
か
明
白
で
な
い
が
、
そ
れ
は
孰
れ
で
も
よ
い
と
し
て
玄
宗
皇
帝
の

方
は
、
羅
公
遠
を
崇
び
、
楊
貴
妃
の
方
が
、
金
剛
三
藏
の
方
を
崇
ば
れ
た
、
天

子
が
功
徳
院
に
幸
し
、
七
聖
殿
に
謁
せ
ん
と
し
た
と
き
、
背
が
痒
き
を
覺
え
た

か
ら
、
公
遠
は
早
速
竹
枝
を
折
り
て
、
方
術
で
、
七
寶
の
如
意
と
な
し
て
、
天

子
に
進
め
た
が
、
金
剛
三
藏
が
、
袖
の
中
か
ら
眞
の
如
意
を
出
し
た
、
七
寶
炳

耀
と
し
て
、
光
あ
つ
て
、
公
遠
の
献
じ
た
も
の
は
、
竹
枝
と
な
り
て
し
ま
つ
た
、

是
れ
は
羅
公
如
意
奪
顏
色
と
あ
る
、
又
公
遠
が
符
を
飛
ば
し
て
、
三
藏
の
金
襴

の
袈
裟
を
奪
ふ
た
が
、
三
藏
は
呪
を
誦
し
て
こ
れ
を
取
つ
た
公
遠
は
、
更
ら
に

水
龍
符
を
袈
裟
の
上
に
撰
び
た
が
、
袈
裟
は
散
し
て
、
絲
縷
と
な
り
て
盡
き
た

と
あ
る
、
天
子
の
神
仙
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
明
皇
十
七
事
と
云
ふ
書
に
も
出
て

居
る
、
善
無
畏
三
藏
が
、
天
子
の
命
を
受
け
て
雨
を
祈
つ
た
こ
と
も
、
此
の
書

の
中
に
出
て
居
る
、
當
時
天
子
の
禁
廷
に
出
入
し
て
、
其
の
寵
遇
を
受
け
た
術

士
高
僧
は
、
尠
く
は
な
か
つ
た
が
、
就
中
、
不
空
三
藏
は
、
灌
頂
國
師
と
な
つ

て
最
も
、
天
子
の
親
信
を
受
け
た
の
で
あ
る
、
宋
の
高
僧
傳
を
見
る
と
、
左
の

如
き
文
が
あ
る
。

玄
宗
召
術
士
羅
公
遠
、
與
空
※
法
、
同
在
便
殿
、
羅
時
時
反
手
掻
背
、
羅
曰
借

尊
師
如
意
、
時
殿
上
有
華
石
、
空
揮
如
意
、
撃
碎
於
其
前
、
羅
再
三
取
如
意
不

得
、
帝
欲
起
取
、
空
曰
三
郎
勿
起
、
此
影
耳
、
乃
擧
手
示
羅
、
如
意
復
完
然
在

手
と
あ
る
。

佛
祖
歴
代
通
載
の
第
十
七
卷
に
は
、
天
寶
年
間
丙
戌
の
記
事
と
し
て
前
文
と
大

同
小
異
の
文
が
載
せ
て
あ
る
。

是
歳
不
空
三
藏
自
西
域
還
、
詔
入
内
結
壇
、
爲
帝
灌
頂
、
賜
號
智
藏
國
師
、
時
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方
士
羅
思
遠
者
、
以
術
得
幸
、
有
旨
令
與
不
空
驗
優
劣
、
他
日
會
干
便
殿
、
思

遠
持
如
意
、
向
之
言
論
次
、
不
空
取
如
意
投
諸
地
、
令
思
遠
擧
之
、
思
遠
饒
力

不
能
擧
、
帝
擬
自
取
、
不
空
笑
曰
、
三
郎
彼
如
意
影
耳
、
即
擧
手
中
如
意
示
之
、

と
あ
る
。

如
意
が
手
中
に
あ
つ
た
か
、
手
中
に
な
く
て
、
地
上
に
あ
つ
た
、
又
如
意
が
輕

か
つ
た
か
、
重
か
つ
た
か
、
羅
公
遠
と
云
ふ
が
正
し
か
つ
た
か
、
羅
思
遠
と
云

ふ
が
正
し
か
つ
た
か
が
、
吾
輩
の
問
ふ
所
で
な
い
、
吾
輩
が
、
前
文
を
見
て
、

深
く
心
を
動
か
す
も
の
は
、
不
空
三
藏
が
、
大
唐
の
天
子
、
東
方
亞
細
亞
の
大

皇
帝
に
對
し
、
三
郎
と
云
つ
て
陛
下
と
は
云
は
な
か
つ
た
一
事
で
あ
る
、
三
郎

と
は
、
玄
宗
皇
帝
の
通
名
で
あ
る
、
即
ち
睿
宗
皇
帝
の
第
三
子
で
あ
る
か
ら
、

親
子
兄
弟
親
朋
の
間
に
は
、
面
と
む
き
合
つ
て
、
三
郎
と
云
ふ
も
、
差
支
は
な

か
つ
た
ら
う
、
又
、
玄
宗
皇
帝
は
、
若
き
時
分
か
ら
濶
達
の
氣
質
で
居
ら
し
て
、

盛
に
壯
士
と
布
衣
の
交
を
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
皇
帝
と
な
ら
れ
て
も
、
隨

分
浮
名
を
流
さ
れ
た
こ
と
ゝ
察
せ
ら
る
ゝ
か
ら
、
民
間
で
も
、
所
謂
蔭
口
で
は
、

三
郎
と
云
ふ
た
こ
と
は
、
恰
も
、
今
日
巴
里
の
市
民
が
、
我
が
同
盟
國
で
あ
る

筈
の
英
國
の
先
帝
、
「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
第
七
世
陛
下
の
御
壯
年
時
代
を
追
想
し

て
、
快
濶
な
「
エ
ツ
※
ー
ド
」
な
ど
と
呼
ぶ
が
ご
と
き
も
の
で
あ
る
が
、
面
と

向
き
合
つ
て
、
英
國
の
先
帝
陛
下
に
「
エ
ツ
ワ
ー
ド
」
と
呼
び
か
く
る
こ
と
の

出
來
た
人
々
は
、
世
界
の
中
、
幾
人
あ
つ
た
か
、
玄
宗
皇
帝
の
こ
と
を
、
單
に

三
郎
と
蔭
口
に
、
民
間
で
云
つ
た
こ
と
は
、
い
く
ら
も
例
が
あ
る
、
俗
書
で
は

あ
る
が
、
鶴
林
玉
露
と
云
ふ
書
の
中
に
、
郎
當
曲
と
云
ふ
題
下
に
、
魏
鶴
山
の

詩
を
引
用
し
て
、
紅
綿
繃
盛
河
北
賊
、
紫
金
盞
酌
壽
王
妃
、
弄
成
晩
歳
郎
當
曲
、

正
是
三
郎
快
活
時
と
あ
る
、
快
活
三
郎
と
は
、
民
間
が
、
玄
宗
皇
帝
を
蔭
で
呼

ん
だ
と
き
の
名
で
あ
る
、
河
北
賊
と
は
安
禄
山
の
こ
と
で
、
未
だ
反
せ
ぬ
と
き
、

楊
貴
妃
が
紅
綿
の
※
※
で
、
安
禄
山
を
包
ん
で
、
宮
中
に
舁
き
込
ま
し
め
た
か

ら
、
か
く
云
ふ
の
で
あ
る
、
壽
王
妃
と
は
、
楊
貴
妃
の
こ
と
で
、
も
と
〳
〵
、

壽
王
の
妃
で
あ
つ
た
が
、
早
く
云
へ
ば
、
玄
宗
皇
帝
が
、
横
取
し
て
、
宮
中
に

納
れ
た
か
ら
、
か
く
云
ふ
の
で
あ
る
、
安
禄
山
の
變
で
、
蜀
に
蒙
塵
せ
ら
れ
、

亂
平
い
で
、
長
安
に
歸
ら
る
と
き
、
驛
傳
の
駝
馬
に
つ
け
た
鈴
が
、
郎
當
〳
〵

と
音
す
る
か
ら
、
天
子
が
、
妙
に
感
ぜ
ら
れ
て
侍
臣
に
對
し
駝
馬
も
人
の
言
語

を
す
る
や
う
だ
と
云
は
れ
た
か
ら
、
侍
臣
が
、
さ
や
う
で
す
、
三
郎
郎
當
〳
〵

〳
〵
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
と
、
諧
謔
し
た
か
ら
、
天
子
は
、
苦
笑
せ
ら
れ
た

と
あ
り
ま
す
、
し
か
し
、
鶴
林
玉
露
は
俗
本
で
あ
る
か
ら
、
採
る
に
足
ら
ぬ
と

云
ふ
な
ら
、
さ
き
に
引
用
し
ま
し
た
鄭
嵎
の
津
陽
門
の
詩
中
に
、
三
郎
紫
笛
弄

煙
月
、
怨
如
別
鶴
呼
覊
雌
、
玉
奴
琵
琶
龍
香
撥
、
倚
歌
促
酒
聲
嬌
悲
と
あ
る
を

見
て
も
、
明
か
で
、
玄
宗
皇
帝
は
、
笛
が
得
意
で
、
い
つ
も
、
紫
玉
の
笛
を
吹

か
れ
た
、
玉
奴
と
は
、
楊
貴
妃
の
こ
と
で
、
琵
琶
が
上
手
、
其
の
構
造
は
、
贅

澤
を
極
め
た
も
の
で
、
琵
琶
の
撥
は
、
龍
香
柏
で
作
り
、
其
の
槽
は
、
邏
沙
檀

と
あ
る
、
邏
沙
檀
と
は
、
恐
ら
く
沙
邏
檀
の
誤
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
こ
れ
な
ら

ば
、
印
度
で
、
非
常
に
珍
重
す
る
蛇
心
檀
「
サ
ル
パ
、
サ
ー
ラ
、
チ
ヤ
ン
ダ
ナ
」

（
〔Sarpa-sa_ra-candana

〕
）
で
あ
つ
て
、
沙
邏
は
心





の
音
譯
だ
と
、
吾
輩

は
信
ず
る
、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
其
の
贅
澤
の
程
が
推
察
せ
ら
る
ゝ
次
第
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
大
唐
天
子
の
贅
澤
で
あ
る
、
か
ゝ
る
位
の
こ
と
は
怪
む
に
足

ら
な
い
、
こ
の
大
唐
天
子
の
帝
師
と
な
り
、
灌
頂
國
師
と
な
り
、
勅
に
よ
り
て
、

或
は
雨
を
祈
り
、
或
は
雨
を
止
め
、
或
は
西
蕃
の
寇
を
攘
ひ
、
或
は
河
北
の
賊

の
變
を
豫
言
し
、
玄
宗
皇
帝
よ
り
、
代
宗
に
至
る
ま
で
、
三
代
に
歴
仕
し
て
、

禁
闥
に
出
入
し
、
位
は
儀
同
三
司
即
ち
今
の
大
臣
待
遇
に
至
り
天
子
を
呼
ぶ
に
、

其
の
名
を
以
て
し
て
、
天
子
咎
め
ず
、
入
寂
の
と
き
、
天
子
こ
れ
が
爲
め
に
廢

朝
三
日
に
至
つ
た
程
ま
で
、
朝
野
に
重
き
を
な
し
て
居
つ
た
高
僧
は
、
即
ち
不
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空
三
藏
其
の
人
で
、
大
師
の
師
惠
果
は
、
即
ち
其
の
弟
子
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

惠
果
も
、
大
唐
天
子
の
灌
頂
の
國
師
で
あ
り
、
三
代
に
歴
仕
し
て
、
徳
惟
時
尊
、

道
則
帝
師
で
あ
つ
た
と
す
る
と
密
教
は
、
善
無
畏
三
藏
や
金
剛
智
三
藏
の
來
朝

以
來
一
行
禪
師
だ
の
、
不
空
三
藏
だ
の
云
ふ
樣
な
連
中
の
努
力
に
よ
り
、
事
實

上
已
に
、
大
唐
天
子
の
最
も
心
を
傾
け
て
歸
依
せ
ら
れ
た
宗
教
と
な
つ
た
の
で

あ
る
、
密
教
を
組
織
的
に
唐
に
傳
へ
た
は
、
善
無
畏
三
藏
で
あ
る
が
、
か
く
ま

で
密
教
の
勢
力
を
唐
の
宮
廷
に
扶
植
す
る
に
至
つ
た
始
め
は
、
金
剛
智
三
藏
を

推
ね
ば
な
ら
ぬ
、
玄
宗
皇
帝
が
、
最
初
の
程
は
道
教
に
歸
依
し
て
居
ら
れ
た
の

で
、
三
藏
の
教
化
が
、
こ
れ
を
密
教
に
歸
依
せ
し
め
た
の
で
あ
る
、
宋
高
僧
傳

の
金
剛
智
三
藏
の
傳
の
下
に
、
干
時
帝
留
心
玄
牝
、
未
重
空
門
と
あ
る
を
見
て

も
、
明
白
で
あ
る
、
玄
牝
と
は
、
老
子
の
所
謂
谷
神
死
せ
ず
、
こ
れ
を
玄
牝
と

云
ふ
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
、
し
か
し
、
密
教
の
流
行
は
、
當
時
東
方
亞
細
亞

一
般
の
氣
運
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
支
那
ば
か
り
で
な
い
、
印
度
に
は
、
中
部

の
方
で
は
那
爛
陀
を
中
心
と
し
て
、
烏
荼





國
に
も
及
び
、
密
教
が
流
布
し
て
居

る
し
、
西
部
で
は
、
羅
荼





國
が
中
心
で
あ
り
、
西
北
境
で
は
、
烏

萇








國
、
迦

畢
試





國
に
も
流
布
し
て
居
つ
た
、
就
中
、
羅
荼





國
は
今
の
「
ラ
ー
ル
」
一
帶
の

地
方
で
、
昔
か
ら
、
密
教
の
中
心
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
大
唐
西
域
求
法
高
僧
傳

の
中
、
玄
照
の
傳
や
、
道
琳
の
傳
を
見
て
も
判
然
す
る
、
又
隋
の
東
都
洛
濱
上



林
園
翻
經
舘
南
賢
豆
沙
門
達
摩







笈
多





も
、
續
高
僧
傳
に
よ
る
と
、
南
賢
豆
、
羅

※
國
人
也
と
あ
る
が
、
賢
豆
は
、
印
度
の
こ
と
で
、
羅
※
と
は
「
ラ
ー
ラ
」
と

發
音
す
る
の
で
あ
る
が
是
れ
は
羅
荼





と
同
じ
こ
と
で
あ
る
〔La_ta

〕
のTa

は
時
あ
り
て
、
印
度
で
、
「
ラ
」
と
發
音
す
る
こ
と
も
あ
り
、
又
支
那
で
は
、

羅
又
は
※
の
音
で
寫
す
こ
と
が
あ
る
、
二
者
同
一
で
、
希
臘
の
地
理
學
者
の

「
ト
レ
ミ
ー
」
の
書
に
所
謂Larike

で
あ
る
と
は
、
私
の
意
見
で
あ
る
、
西

部
の
印
度
に
屬
し
、
稍
や
南
に
偏
在
す
る
か
ら
、
南
賢
豆
國
の
中
に
し
た
も
の

と
見
え
る
、
今
日
の
地
理
か
ら
云
ふ
と
、Tapti

（
タ
プ
テ
イ
）
河
とN

erbudd

a

（
ネ
ル
ブ
ダ
）
河
と
の
流
域
の
地
方
で
あ
る
、
南
方
の
地
並
に
其
の
密
教
的

宗
教
の
中
心
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
こ
れ
で
も
推
察
せ
ら
る
ゝ
、
又
烏
萇
國
は
、

大
唐
西
域
記
第
三
に
所
謂
烏
仗
那













國
で
、
昔
僧
徒
一
萬
八
千
、
今
漸
減
少
、
並

學
大
乘
寂
定
、
喜
誦
其
文
、
未
究
深
義
、
戒
行
清
潔
、
特
閑
禁
呪
と
あ
り
、
其

の
外
、
南
印
度
で
は
、
龍
樹
菩
薩
や
、
龍
智
阿
闍
梨
の
本
塲
で
あ
る
か
ら
、
其

の
密
教
の
盛
大
な
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
弘
法
大
師
の
付
法
傳
で
見
る
と
、

龍
智
阿
闍
梨
耶
は
、
上
天
入
地
、
無
碍
自
由
、
或
住
南
天
竺
、
弘
法
利
人
、
或

遊
師
子
國
、
勸
接
有
縁
、
と
あ
り
、
南
天
竺
并
に
師
子
嶋
即
ち
今
の
錫
蘭
嶋
の

人
々
は
、
當
時
齊
し
く
、
仰
で
、
龍
智
阿
闍
梨
耶
を
崇
信
し
た
こ
と
が
明
白
で

あ
る
、
か
ゝ
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
栴
檀
樹
の
香
が
、
軟
風
に
薫
ず
る
摩
頼
耶

國
に
、
密
教
の
第
五
祖
、
金
剛
智
三
藏
が
生
れ
た
の
で
あ
る
、
貞
元
釋
教
録
に

は
、
金
剛
智
三
藏
が
、
入
唐
以
前
に
南
天
の
國
王
捺
羅
僧
伽
補
多
靺
摩
の
爲
め

に
、
雨
を
祈
つ
た
こ
と
が
出
て
あ
る
が
、
單
に
南
天
と
ば
か
り
で
は
、
漠
と
し

て
ゐ
る
が
、
な
る
ほ
ど
、
香
至






國
の
王
にN

ara-sim
ha-pota-varm

an

と
云
ふ

が
あ
る
、
西
暦
紀
元
七
百
年
頃
に
王
位
に
即
て
居
る
、Pallava

《
パ
ル
ラ
※
》

種
族
の
王
で
あ
る
、
又
不
空
三
藏
が
開
元
二
十
九
年
西
暦
七
百
四
十
一
年
に

唐
か
ら
、
印
度
に
赴
く
途
次
に
、
師
子
嶋
即
ち
、
今
日
の
錫
蘭
嶋
に
寄
泊
し
た

時
、
國
王
の
※
待
を
蒙
り
た
事
が
、
宋
高
僧
傳
に
見
え
て
ま
す
が
、
其
の
時
に

は
、
明
に
錫
蘭
に
は
密
教
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
、
載
せ
て
あ
る
、
又
其
の

時
の
國
王
の
名
前
は
、
見
え
て
居
り
ま
せ
ぬ
が
、
三
藏
が
、
五
印
度
の
周
遊
を

畢
つ
て
、
歸
途
又
錫
蘭
に
立
ち
寄
ら
れ
た
と
き
、
國
王
尸
羅
迷
伽
の
表
を
、
こ

と
づ
か
つ
て
、
天
寶
五
載
即
ち
西
暦
紀
元
七
百
四
十
六
年
に
長
安
に
歸
ら
れ
て

居
る
が
、
其
の
尸
羅
迷
伽
と
云
ふ
名
は
確
に
〔C

,ila

〕
《
シ
ー
ラ
》-m

egha

《
メ
グ
ハ
》
と
云
ふ
語
の
音
譯
で
、
戒
雲
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
、
さ
て
此
の
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王
の
名
が
、
錫
蘭
の
歴
史
の
「
マ
ハ
ー
※
ン
サ
」
に
、
出
て
居
ら
ぬ
か
と
、
檢

べ
て
見
ま
す
と
、
恰
も
、
西
暦
七
百
四
十
一
年
か
ら
、
七
百
八
十
一
年
に
亘
り
、

師
子
國
王
の
表
の
、
第
九
十
四
代
に
當
り
て
、A

gga-bodhi

第
六
世
と
云
ふ

が
あ
り
ま
し
て
、
其
の
名
は
梵
語
な
ら
ば
、A

gra-bodhi

（
無
上
智
）
と
申
し

ま
す
る
が
、
名
が
、
已
に
密
教
の
名
ら
し
く
思
は
れ
る
、
今
一
つ
の
名
は
、
即

ち
尸
羅
迷
伽








で
あ
り
ま
す
、
一
人
で
二
つ
名
が
あ
る
は
、
可
笑
し
い
が
、
一
は

本
名
即
ち
諱
で
、
一
は
字
で
、
印
度
の
國
王
は
、
澤
山
字
の
あ
る
王
が
あ
り
ま

す
、
臣
下
が
王
に
對
し
て
は
、
諱
即
ち
本
名
は
呼
ば
ぬ
、
字
を
呼
ぶ
は
、
支
那

と
同
じ
こ
と
で
、
不
空
三
藏
の
時
代
の
王
は
、
「
シ
ー
ラ
、
メ
グ
ハ
」
の
字
を

以
て
居
つ
た
こ
と
が
、
明
白
で
あ
る
、
今
日
の
西
洋
の
佛
教
學
者
は
、
錫
蘭
嶋

に
傳
へ
た
佛
教
の
經
典
を
以
て
、
最
も
原
始
佛
教
に
近
い
佛
教
の
經
典
で
あ
る

と
信
じ
て
居
る
方
々
が
あ
る
が
、
か
ゝ
る
學
者
に
、
錫
蘭
島
に
も
曾
つ
て
、
密

教
が
傳
は
り
流
布
し
た
こ
と
が
あ
る
と
云
つ
た
ら
、
驚
く
だ
ら
う
が
、
事
實
は
、

如
何
と
も
し
難
い
、
師
子
嶋
に
は
確
に
密
教
が
一
時
流
布
し
た
の
で
あ
る
、
觀

音
勢
至
が
祭
つ
ら
れ
た
時
代
が
あ
つ
た
、
獨
り
錫
蘭
嶋
の
み
で
な
い
、
爪
哇

「
ス
マ
ト
ラ
」
、
「
ボ
ル
ネ
オ
」
等
、
南
洋
一
帶
の
地
で
、
印
度
と
支
那
と
の

通
商
の
航
海
を
な
す
に
當
り
、
其
の
中
間
の
寄
泊
地
と
な
つ
た
地
方
に
は
、
密

教
が
、
流
布
し
て
居
た
の
で
あ
る
、
不
空
三
藏
が
、
金
剛
智
三
藏
に
出
合
つ
て
、

拜
し
て
師
事
し
た
の
も
闍
婆





即
ち
、
今
の
爪
哇
で
あ
る
、
今
日
に
て
も
、
南
洋

に
觀
光
釆
風
の
客
は
、
爪
哇
の
「
ボ
ロ
、
ブ
ヅ
ー
ル
」
や
、
其
の
傍
近
の
「
チ

ヤ
ン
デ
イ
、
メ
ン
ヅ
ト
」
（B

oro-budur-chandi-m
endut

）
の
寺
院
の
遺
墟
を

尋
ね
る
と
必
ず
や
、
西
暦
紀
元
第
八
世
紀
か
ら
、
第
九
世
紀
頃
に
亘
り
て
、
建

設
せ
ら
れ
た
此
等
の
寺
院
に
は
、
密
教
の
佛
像
多
く
あ
る
を
發
見
せ
ら
る
ゝ
こ

と
と
思
ふ
、
此
等
の
寺
院
が
、
僻
地
だ
か
ら
、
わ
ざ
〳
〵
往
く
は
、
い
や
な
ら
、

せ
め
て
、
「
※
タ
※
ア
」
の
博
物
舘
で
も
、
一
見
せ
ら
る
ゝ
が
よ
い
、
唐
代
に

密
教
が
流
布
し
た
時
代
に
は
、
此
の
地
方
に
も
、
密
教
が
盛
で
あ
つ
た
こ
と
と

思
は
る
ゝ
に
相
違
な
い
、
し
て
見
る
と
、
唐
代
の
密
教
は
、
畢
竟
、
印
度
か
ら

起
つ
て
、
東
亞
一
帶
の
地
に
澎
湃
と
し
て
漲
り
來
た
波
浪
の
餘
波
に
相
違
な
い
、

印
度
に
て
は
、
密
教
の
起
原
は
、
悠
古
の
時
代
に
あ
る
、
必
ず
し
も
、
龍
樹
菩

薩
を
待
つ
て
起
つ
た
も
の
で
な
い
、
必
ず
し
も
、
龍
智
阿
闍
梨
を
待
つ
て
盛
に

な
つ
た
で
も
な
い
、
も
し
密
教
に
し
て
、
如
來
内
證
の
眞
理
で
あ
り
、
機
根
の

最
も
熟
し
た
る
も
の
の
み
に
傳
ふ
べ
き
教
な
ら
ば
、
古
代
印
度
の
諸
宗
教
は
、

大
抵
密
教
で
あ
る
、
「
ウ
パ
ニ
シ
ヤ
ツ
ド
」
文
學
は
宗
義
通
り
解
釋
す
れ
ば
、

師
資
相
對
し
て
、
親
し
く
授
受
す
べ
き
も
の
と
云
ふ
に
あ
る
も
、
古
來
印
度
の

學
者
は
、
こ
れ
を
秘
密
教
の
義
に
解
し
て
居
る
、
も
し
又
密
教
に
し
て
、
増
益
、

息
災
、
呪
咀
禁
厭
の
法
を
含
み
、
醫
療
星
占
の
學
を
兼
有
す
る
宗
教
と
す
れ
ば
、

四
吠
陀
中
の
阿
闥
婆
吠
陀
は
、
其
の
呪
文
、
其
の
儀
軌
、
其
の
綱
要
、
其
の
一

切
の
附
屬
文
學
は
、
即
ち
、
こ
れ
に
相
當
す
る
、
も
し
又
密
教
に
し
て
呪
文
、

其
の
も
の
に
力
が
あ
り
、
功
徳
が
あ
り
て
こ
れ
を
唱
ふ
る
こ
と
に
よ
り
て
、
拔

苦
與
樂
の
力
あ
る
と
云
ふ
な
ら
、
吠
陀
や
、
「
プ
ラ
ー
ナ
」
の
文
學
中
に
も
、

こ
れ
に
相
當
す
る
部
分
は
、
甚
だ
多
い
、
要
す
る
に
、
密
教
的
思
想
は
、
人
類

に
普
遍
な
る
要
求
で
あ
つ
て
、
世
界
孰
れ
の
邦
域
で
も
、
人
間
の
居
住
す
る
所

な
ら
、
孰
れ
の
時
代
、
孰
れ
の
階
級
を
問
は
ず
其
の
存
在
を
見
、
又
存
在
の
理

由
も
あ
る
次
第
で
、
た
ゞ
、
印
度
で
は
、
古
代
か
ら
、
こ
れ
に
關
す
る
文
學
が
、

最
も
豊
富
で
あ
つ
て
、
今
日
も
比
較
的
多
く
傳
は
つ
て
居
る
か
ら
、
印
度
ば
か

り
が
、
密
教
の
本
塲
の
如
く
見
え
る
が
、
世
界
各
國
、
程
度
の
多
少
こ
そ
あ
れ
、

密
教
的
思
想
又
は
形
式
の
存
在
せ
ぬ
所
は
な
い
、
さ
れ
ば
、
印
度
に
於
け
る
密

教
の
發
生
は
、
其
の
根
本
に
遡
り
て
時
代
を
定
む
る
こ
と
が
出
來
ぬ
、
吠
陀
の

文
學
の
成
立
し
た
時
代
は
、
或
は
、
今
後
判
然
明
白
に
な
る
こ
と
が
出
來
る
に

し
て
も
、
其
の
文
學
の
根
本
た
る
思
想
の
發
生
は
、
决
し
て
、
文
學
成
立
の
時

25



代
と
同
時
代
で
は
な
い
か
ら
、
密
教
の
文
學
が
出
來
る
以
前
に
、
密
教
的
思
想

な
り
、
密
教
的
信
仰
な
り
が
出
來
た
時
代
は
、
た
ゞ
悠
古
の
時
代
に
あ
つ
た
と

云
ふ
こ
と
が
出
來
る
だ
け
で
、
今
よ
り
幾
千
年
前
で
あ
つ
た
か
、
何
人
も
、
こ

れ
を
定
む
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
阿
闥
婆









吠
陀
の
成
立
は
、
梨

倶

吠
陀
の

成
立
に
比
す
れ
ば
、
其
の
年
代
は
、
後
代
に
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
言
語
發
達
の

上
か
ら
推
定
す
る
こ
と
は
、
出
來
る
が
、
同
時
に
阿
闥
婆









吠
陀
の
中
に
現
は
れ

た
或
る
思
想
、
習
慣
、
信
仰
は
、
梨

倶

吠
陀
の
中
に
現
は
れ
た
も
の
に
比
す
れ

ば
、
一
層
上
代
に
あ
つ
た
と
云
ふ
確
證
も
出
す
こ
と
が
出
來
る
、
要
す
る
に
、

密
教
的
信
仰
の
根
本
は
、
其
の
年
代
を
定
む
る
こ
と
の
不
可
能
な
る
こ
と
は
、

何
人
も
、
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
、
い
つ
の
時
代
か
ら
、
密
教
が
佛
教
の
中
に
入
る
こ
と
に
な
つ
た
か
と

云
ふ
と
、
若
し
佛
教
が
、
其
の
名
目
に
於
て
も
、
實
質
に
於
て
も
、
果
し
て
、

迦
毘
羅
城
の
一
王
子
の
出
現
以
前
に
於
て
皆
無
で
あ
り
、
又
其
の
出
現
を
待
つ

て
、
始
め
て
出
來
た
も
の
な
ら
ば
、
密
教
が
佛
教
の
中
に
入
つ
た
は
釋
迦
佛
の

出
現
以
後
即
ち
西
暦
紀
元
前
第
六
世
紀
乃
至
第
五
世
紀
の
時
代
よ
り
、
後
で
あ

る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
、
各
自
の
見
方
如
何
に
よ
る
こ
と
で
、
吾

輩
は
、
佛
教
を
以
て
、
單
に
、
或
る
時
代
、
或
る
方
處
に
於
け
る
印
度
思
想
の

存
在
の
一
形
式
と
見
做
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
佛
教
と
云
ふ
名
稱
だ
け
の

起
源
な
ら
、
密
教
と
云
ふ
名
稱
と
は
、
文
字
が
異
同
あ
る
か
ら
、
名
稱
の
異
同

を
立
つ
る
も
、
不
賛
成
で
は
な
い
が
、
實
質
内
容
の
詮
議
と
な
る
と
、
共
に
均

し
く
、
印
度
思
想
と
云
ふ
、
大
潮
流
の
中
に
あ
る
の
で
其
の
潮
流
が
、
平
風
恬

波
洋
々
と
し
て
流
る
と
き
を
、
假
に
小
乘
佛
教
と
名
づ
く
れ
ば
、
風
に
煽
ら
れ
、

岩
に
激
し
て
、
波
浪
澎
湃
と
し
て
ゐ
る
部
分
を
、
大
乘
佛
教
と
名
づ
け
、
瀑
布

と
な
り
廻
瀾
と
な
つ
た
部
分
を
、
假
に
密
教
と
す
る
と
云
ふ
風
に
、
印
度
思
想

の
變
遷
を
觀
察
す
る
が
、
吾
輩
の
見
方
で
、
密
教
が
、
佛
教
に
入
つ
た
と
か
、

婆
羅
門
教
が
佛
教
に
入
つ
た
と
か
云
ふ
や
う
な
見
方
は
、
私
の
賛
成
出
來
ぬ
見

方
で
あ
る
、
若
し
夫
れ
、
西
洋
の
一
派
學
者
の
云
ふ
ご
と
く
、
婆
羅
門
教
が
佛

教
に
入
つ
て
、
佛
教
が
墮
落
し
た
の
が
密
教
で
あ
る
な
ど
云
ふ
は
、
一
顧
の
價

値
だ
に
な
き
論
で
、
か
ゝ
る
論
者
は
、
先
づ
婆
羅
門
教
と
は
如
何
な
る
教
か
、

佛
教
と
は
、
如
何
な
る
教
か
と
云
ふ
こ
と
の
定
義
を
下
し
て
見
る
が
よ
い
と
思

ふ
、
同
時
に
、
南
方
所
傳
の
佛
典
に
は
、
果
し
て
、
論
者
の
信
ず
る
ご
と
く
、

比
較
的
原
始
佛
教
の
俤
を
傳
へ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
毫
も
密
教
的
信
仰
が
、
其

の
中
に
發
見
出
來
ぬ
か
否
や
を
、
研
究
し
た
ら
、
か
ゝ
る
議
論
は
出
來
ぬ
筈
で

あ
る
と
、
私
は
信
じ
ま
す
、
今
日
日
本
に
傳
つ
て
居
る
密
教
に
は
、
瑜
伽
の
哲

理
と
修
行
は
、
基
礎
に
な
つ
て
居
る
然
る
に
、
瑜
伽
の
行
と
見
る
べ
き
も
の
は
、

昔
か
ら
佛
教
の
中
に
存
在
し
て
、
其
の
大
乘
た
る
と
、
小
乘
た
る
と
に
論
な
く

こ
れ
に
よ
り
て
、
神
變
自
在
を
得
ん
と
す
る
の
で
あ
る
、
か
の
地
想
觀
水
想
觀

な
ど
の
、
觀
行
は
、
即
ち
、
是
れ
で
、
地
想
觀
な
ら
ば
、
土
塊
が
、
小
さ
い
堆

積
を
作
り
、
地
大
即
ち
、
土
地
と
云
ふ
、
元
素
の
形
状
を
、
己
の
心
に
思
ひ
浮

べ
、
又
一
心
を
こ
れ
に
集
中
す
る
爲
め
、
其
の
名
を
念
誦
す
る
、
同
時
に
、
己

の
身
體
は
、
こ
れ
と
同
一
體
で
あ
る
と
觀
じ
る
、
か
く
の
如
く
し
て
、
久
し
き

に
亘
る
と
、
觀
行
圓
熟
し
て
、
目
を
閉
づ
る
も
、
目
を
開
く
も
、
地
大
の
、
形

色
が
、
心
目
に
浮
び
來
る
が
、
か
く
見
え
る
も
の
を
、
相
即
ち
（N

im
itta

《
ニ
ミ
ツ
タ
》
）
と
云
ふ
の
で
あ
る
、
か
ゝ
る
状
態
に
立
ち
來
る
と
、
天
に
翔

り
、
地
に
入
り
て
も
、
水
に
沒
し
て
も
、
一
向
差
支
へ
な
く
、
所
謂
自
在
を
得

た
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
、
水
想
觀
で
も
、
風
想
觀
で
も
同
一
で
あ
る
、
其
の

他
、
佛
教
に
通
じ
て
、
瑜
伽
の
修
行
や
理
論
が
基
礎
と
な
つ
て
居
る
點
が
多
い
、

密
教
の
行
者
が
、
自
己
の
對
し
て
居
る
本
尊
と
、
自
己
と
同
一
體
で
あ
る
と
見

る
は
是
れ
、
瑜
伽
の
理
論
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
瑜
伽
の
哲
學
の
目
的
は
、
能

觀
と
所
境
相
分
と
見
分
と
の
區
分
を
沒
却
す
る
に
外
な
い
の
で
あ
る
、
し
か
し
、
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密
教
の
理
論
的
方
面
に
は
、
必
ず
し
も
、
瑜
伽
の
哲
學
の
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

も
と
〳
〵
、
密
教
は
、
前
に
も
云
つ
た
ご
と
く
印
度
思
想
の
一
大
潮
流
が
、
或

る
時
代
に
於
て
密
教
と
な
つ
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
種
々
の
哲
學
が

其
の
中
に
あ
る
、
聲
字
實
相
論
な
ど
は
、
毘
陀
の
常
住
不
滅
を
唱
導
す
る
彌
曼






差


哲
學
と
、
其
の
歸
趣
を
一
に
す
る
も
の
と
吾
輩
は
信
ず
る
、
又
、
即
事
而
眞

の
説
と
、
吠
檀
多
哲
學
の
最
後
の
安
心
で
あ
る
、
余
は
梵
天
な
り
と
云
ふ
論
と
、

如
何
な
る
差
違
が
あ
る
か
又
密
教
の
中
に
は
數
論
的
分
子
も
あ
る
、
こ
の
分
子

の
多
く
入
つ
た
密
教
は
、
今
日
も
な
ほ
、
印
度
に
殘
つ
て
居
る
、
自
性
と
神
我

と
の
關
係
を
、
男
女
の
關
係
に
見
て
、
象
徴
的
の
解
釋
を
す
れ
ば
、
と
も
か
く
、

文
字
通
り
解
釋
す
る
と
、
淫
猥
極
ま
る
宗
教
と
な
り
て
居
る
、
所
謂
怛
土
羅









派

の

左

行

派











で
あ
る
、
こ
れ
に
反
す
る
も
の
は

右

行

派












で
あ
る
、
其
の

他
布
字









の
法
に
し
て
も
、
種
字






に
し
て
も
、
曼
拏
羅









に
し
て
も
、
陀
羅
尼









に
し

て
も
、
今
日
日
本
に
存
在
し
て
居
る
密
教
の
中
に
於
て
、
發
見
す
る
ご
と
き
も

の
は
、
印
度
の
「
タ
ン
ト
ラ
」
文
學
中
に
は
、
發
見
出
來
ぬ
が
、
其
の
大
體
の

歸
趣
は
、
相
似
て
居
る
。

密
教
の
始
祖
は
、
印
度
に
於
て
、
龍
樹
菩
薩
と
な
つ
て
居
る
が
、
こ
れ
に
師
事

し
て
、
密
教
を
、
七
百
有
餘
年
間
一
人
で
、
護
持
し
、
金
剛
智
三
藏
に
傳
へ
た

の
は
、
龍
智
阿
闍
梨
耶
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
、
一
體
、
龍
樹
菩
薩
は
、

密
教
の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
、
佛
教
の
教
義
の
始
祖
と
な
つ
て
居
ら
る
ゝ
、
又

哲
學
宗
教
以
外
の
藝
術
で
、
例
へ
ば
、
錬
金
術
と
か
、
醫
學
と
か
の
始
祖
又
は

中
興
者
と
な
つ
て
居
ら
る
ゝ
事
は
、
諸
君
も
、
御
存
知
の
こ
と
ゝ
思
ふ
が
、
吾

輩
は
、
以
上
の
外
に
、
龍
樹
菩
薩
は
、
〔R

ati-c,a_stra

〕
《
ラ
テ
イ
、
シ
ヤ

ー
ス
ト
ラ
》
と
云
つ
て
、
男
女
愛
染
の
規
則
を
載
せ
た
文
學
の
書
を
大
自
在

天
の
啓
示
に
よ
り
て
、
書
か
れ
た
こ
と
を
、
先
年
、
或
る
書
物
を
見
た
と
き
に

發
見
し
た
こ
と
が
あ
る
、
佛
教
者
か
ら
云
ふ
と
、
龍
樹
菩
薩
は
、
自
分
等
ば
か

り
の
教
祖
で
あ
る
や
う
に
思
は
る
ゝ
が
、
實
は
、
古
代
印
度
の
諸
學
術
の
研
究

者
が
、
仰
い
で
以
て
、
祖
師
と
す
る
所
で
是
れ
又
、
密
教
の
教
祖
と
し
て
、
最

も
適
當
な
資
格
を
具
し
て
居
ら
れ
た
方
で
あ
る
、
其
の
生
存
の
時
代
は
、
義
淨

三
藏
の
南
海
寄
歸
傳
に
據
れ
ば
、
婆
多
婆
漢
那









王
朝
の
王
で
、
市
演
得
迦
と
云

ふ
名
の
王
の
時
代
に
居
ら
れ
た
こ
と
が
、
明
白
で
あ
る
が
、
其
の
市
演
得
迦
と

云
ふ
は
宋
の
求
那
跋
摩
の
譯
し
た
龍
樹
菩
薩
爲
禪
陀
迦
王
説
法
要
偈
と
あ
る
中

の
、
禪
陀
迦
と
同
名
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
音
を
寫
し
た
も
の
で
あ
る
か
判
然

し
な
い
、
今
ま
で
、
種
々
、
其
の
音
譯
を
原
語
に
還
源
し
や
う
と
し
た
人
が
あ

る
が
、
一
と
し
て
、
根
據
の
あ
る
結
果
を
得
な
い
、
從
つ
て
、
其
の
王
の
名
か

ら
、
龍
樹
の
年
代
を
定
む
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
が
、
龍
樹
の
弟
子
の
龍

智
は
、
七
百
年
生
存
し
、
大
師
在
唐
の
時
、
醴
泉
寺
で
、
般
若
三
藏
や
牟
尼
室

利
三
藏
に
此
の
事
に
つ
き
て
問
は
れ
た
と
き
、
今
猶
生
存
せ
ら
る
ゝ
と
の
解
答

を
得
た
こ
と
か
ら
、
推
す
と
、
龍
智
の
師
で
あ
つ
た
龍
樹
は
、
大
師
在
唐
の
當

時
、
即
ち
西
暦
紀
元
八
百
五
年
よ
り
以
前
、
七
百
有
餘
年
前
、
即
ち
、
第
二
世

紀
以
前
の
人
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
龍
樹
の
時
代
か
ら
、
佛
教
に
は
、
密
教
的

思
想
が
、
多
く
、
加
は
つ
た
に
相
違
な
か
ら
う
が
、
密
教
の
理
論
、
并
に
形
式

に
關
す
る
部
分
で
今
日
梵
文
が
存
在
し
て
居
る
も
の
を
見
る
と
其
の
用
語
が
、

非
常
に
典
雅
で
格
調
の
正
し
く
、
到
底
紀
元
後
二
世
紀
以
前
の
も
の
と
も
見
え

ぬ
か
ら
、
其
の
以
後
次
第
に
出
來
た
も
の
で
、
完
成
せ
ら
れ
た
時
代
は
、
隋
唐

の
時
代
に
先
つ
こ
と
、
あ
ま
り
遠
く
は
な
い
と
云
ふ
の
は
、
吾
輩
の
意
見
で
あ

る
、
其
の
後
、
印
度
の
方
で
は
、
密
教
は
、
ま
す
〳
〵
流
布
し
西
藏
の
佛
教
史

家
「
ダ
ー
ラ
ナ
ト
ハ
」
に
據
れ
ば
、
西
暦
紀
元
八
百
四
十
年
の
頃
、
恰
も
弘
法

大
師
が
歸
朝
後
四
十
年
後
に
、
今
の
孟
加
拉







地
方
に
王
朝
を
建
て
た
「
パ
ー
ラ
」

王
朝
な
ど
の
時
代
に
は
、
非
常
の
隆
盛
を
極
は
め
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
、
た
ゞ

に
唐
代
ば
か
り
で
な
い
、
宋
の
時
代
で
も
、
印
度
で
は
、
密
教
の
流
布
が
盛
ん
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で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
印
度
か
ら
支
那
へ
來
た
譯
師
は
、
大
抵
、
密
教
の
高
僧

で
、
西
暦
一
千
〇
一
年
か
ら
一
千
〇
三
十
年
鶴
悉
那









の
「
マ
ー
ム
ー
ド
」
が
、

疾
※
の
如
く
、
印
度
の
西
北
部
を
荒
ら
し
て
廻
は
る
と
き
な
ど
は
、
支
那
の
方

へ
印
度
か
ら
、
逃
れ
て
來
た
密
教
の
高
僧
が
甚
だ
多
か
つ
た
、
つ
ま
り
、
印
度

か
ら
支
那
へ
打
寄
せ
た
密
教
の
波
は
、
隋
唐
以
前
か
ら
も
あ
つ
た
が
、
其
の
最

高
潮
に
達
し
た
時
代
は
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
時
代
か
ら
始
ま
り
、
武
宗
皇
帝
の

會
昌
年
間
に
及
ぶ
間
で
、
密
教
の
教
徒
は
、
善
無
畏
三
藏
や
、
金
剛
智
三
藏
、

不
空
三
藏
の
功
を
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
の
密
教
が
、
最
高
潮
に
達
し
、
事

實
上
、
大
唐
天
子
の
宗
教
と
な
つ
た
時
代
に
大
師
が
入
唐
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、

惠
果
阿
闍
梨
が
、
大
師
を
見
て
、
我
先
知
汝
來
、
相
待
久
矣
と
云
つ
て
笑
を
含

ん
で
喜
ば
れ
た
と
、
大
師
が
、
請
來
目
録
の
序
に
書
か
れ
て
あ
る
が
、
惠
果
の

云
は
れ
た
意
味
は
種
々
に
解
釋
出
來
る
、
例
へ
ば
、
大
師
が
徳
宗
皇
帝
の
貞
元

二
十
年
の
臘
月
に
長
安
城
に
入
ら
れ
て
、
惠
果
に
見
え
ら
れ
た
は
、
翌
年
の
春

で
あ
る
か
ら
、
惠
果
が
、
大
師
の
入
城
の
こ
と
を
、
前
か
ら
傳
聞
し
て
知
つ
て

居
つ
た
と
云
は
れ
た
つ
も
り
か
、
そ
れ
と
も
、
大
師
が
日
本
に
居
つ
た
時
か
ら
、

入
唐
の
志
が
あ
つ
て
、
其
の
志
は
交
通
不
便
の
時
代
と
は
云
へ
兩
國
の
高
僧
名

僧
が
、
互
に
其
の
名
聲
を
傳
聞
し
得
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
或
は
、
惠
果
が
大

師
の
入
唐
す
べ
き
を
豫
め
知
つ
て
居
つ
て
、
心
待
ち
に
居
ら
れ
た
と
も
解
釋
出

來
る
が
、
又
何
事
も
支
那
の
弟
子
分
の
國
の
一
で
あ
る
日
本
か
ら
は
、
從
來
、

法
相
宗
を
學
び
に
來
た
、
律
宗
を
と
り
に
來
た
、
三
論
も
、
華
嚴
も
、
持
つ
て

往
つ
た
に
、
三
論
や
華
嚴
の
極
致
と
も
云
ふ
べ
き
、
密
教
が
、
現
に
大
唐
天
子

の
歸
依
す
る
所
と
な
り
、
支
那
に
隆
盛
を
極
め
て
居
る
に
、
日
本
か
ら
は
、
一

向
こ
れ
を
學
び
に
來
な
い
と
は
、
如
何
し
た
譯
で
あ
ら
う
と
、
不
審
を
抱
か
れ

て
、
誰
か
來
さ
う
な
も
の
と
思
つ
て
、
心
待
ち
に
待
つ
て
居
ら
れ
た
と
き
に
、

大
師
が
、
來
ら
れ
た
か
ら
、
我
先
知
汝
來
、
相
待
久
矣
と
云
は
れ
た
と
も
解
釋

が
出
來
る
、
此
の
解
釋
に
よ
る
と
惠
果
の
所
謂
汝
と
は
必
ず
し
も
、
大
師
自
身

に
限
ら
な
い
、
何
人
で
も
、
密
教
の
修
行
者
と
、
云
ふ
意
味
に
な
る
か
ら
、
或

は
眞
言
宗
の
方
々
に
は
、
曲
解
で
あ
る
と
思
は
る
ゝ
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
私
は
、

大
師
の
時
代
か
ら
推
し
て
、
寧
ろ
、
最
後
の
意
味
に
解
釋
し
た
い
の
で
あ
る
大

師
が
惠
果
の
會
下
に
つ
き
て
、
始
め
て
灌
頂
壇
に
上
つ
た
の
は
長
安
に
入
つ
て

か
ら
、
僅
に
六
ヶ
月
後
で
あ
る
、
し
て
見
る
と
、
六
ヶ
月
間
に
、
會
話
な
ど
は
、

す
こ
し
も
差
支
な
か
つ
た
と
見
え
る
、
今
日
の
日
本
に
於
け
る
英
語
獨
逸
語
の

學
者
は
、
日
本
で
充
分
の
素
養
の
あ
る
人
で
も
、
其
の
國
に
留
學
六
ヶ
月
間
に

し
て
、
會
話
に
差
支
へ
な
く
な
る
に
は
、
非
常
の
努
力
を
要
す
る
、
中
に
は
、

一
年
も
か
ゝ
つ
て
、
ま
だ
滿
足
に
出
來
ぬ
人
が
多
い
、
大
師
當
時
の
日
本
の
大

學
で
は
、
支
那
語
の
教
授
法
は
甚
だ
有
効
で
あ
つ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。

大
師
が
、
惠
果
の
學
法
灌
頂
壇
に
上
り
、
大
悲
胎
藏
大
曼
荼
羅
に
臨
ん
で
、
花

を
抛
ち
、
偶
然
、
眞
中
に
あ
る
毘
盧
遮
那
如
來
の
身
上
に
中
て
ら
れ
た
、
こ
れ

は
、
不
空
三
藏
が
、
金
剛
智
三
藏
に
就
き
て
、
弟
子
と
な
つ
た
と
き
も
、
金
剛

界
大
曼
荼
羅
に
對
し
此
の
抛
花
の
法
を
行
つ
て
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
て
、

師
の
金
剛
智
が
、
不
空
の
人
物
を
試
驗
し
得
て
、
他
日
大
に
教
法
を
興
す
べ
き

人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
こ
と
は
、
宋
高
僧
傳
に
見
え
て
居
り
ま
す
、
惠

果
も
、
大
師
に
對
し
て
、
同
一
の
試
驗
を
二
回
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
然
る
に

二
回
と
も
、
毘
盧
遮
那
佛
の
本
體
に
花
を
中
て
た
の
で
、
二
ヶ
月
以
内
に
傳
法

阿
闍
梨
の
位
に
上
る
べ
き
、
灌
頂
を
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
俊
英
の
士
が

明
師
に
遇
ふ
た
程
、
世
の
中
に
幸
福
な
も
の
は
な
い
と
思
ふ
、
し
か
し
、
こ
れ

に
よ
り
て
、
大
師
の
身
に
は
、
大
唐
天
子
の
歸
依
す
る
密
教
を
、
扶
桑
の
東
に

傳
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
責
任
が
、
懸
つ
た
の
で
あ
る
、
身
は
、
物
外
の
一
沙

門
で
あ
る
も
、
法
は
、
當
時
東
方
亞
細
亞
に
流
布
し
て
、
大
唐
天
子
す
ら
歸
依

せ
ら
れ
て
居
る
法
で
あ
る
、
從
つ
て
こ
れ
を
日
本
に
傳
ふ
る
に
し
て
も
、
匹
夫
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匹
婦
に
の
み
傳
ふ
べ
き
で
な
い
、
閭
巷
の
小
人
、
隴
畝
の
野
人
に
の
み
傳
へ
て
、

甘
ん
ず
べ
き
で
は
な
い
、
か
く
の
ご
と
く
ん
ば
、
惠
果
和
尚
の
寄
託
に
辜
負
す

る
次
第
で
あ
り
、
又
遠
く
は
、
金
剛
智
三
藏
や
、
不
空
三
藏
の
法
統
た
る
に
耻

づ
る
次
第
で
あ
る
、
苟
も
責
任
を
解
し
、
師
恩
の
渥
き
に
感
謝
す
る
こ
と
の
出

來
る
人
は
、
必
ず
、
傳
燈
阿
闍
梨
の
位
に
上
ら
れ
た
大
師
の
双
肩
に
は
當
時
、

萬
鈞
の
重
石
が
懸
か
つ
た
感
を
せ
ぬ
も
の
は
あ
る
ま
い
と
私
は
思
ふ
、
私
か
に

大
師
當
時
の
御
心
事
を
想
見
す
る
に
、
是
非
と
も
、
此
の
法
を
日
本
に
傳
へ
て
、

上
は
、
日
本
の
、
天
皇
陛
下
か
ら
、
下
は
、
萬
民
に
及
ぶ
ま
で
、
此
の
法
の
歸

依
者
と
な
し
て
、
日
本
の
國
家
の
鎭
護
と
し
た
い
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
た
に

相
違
な
い
、
又
惠
果
自
身
が
、
大
師
に
對
し
、
期
待
し
た
所
は
、
實
に
此
の
點

に
あ
る
の
で
あ
る
、
現
に
臨
終
の
遺
言
に
も
、
義
明
供
奉
、
此
處
而
傳
、
汝
其

行
矣
、
傳
之
東
國
と
云
は
れ
て
居
る
、
た
ゞ
に
惠
果
の
期
待
し
た
の
み
な
ら
ず
、

傳
法
阿
闍
梨
の
位
に
上
つ
た
と
き
、
そ
の
齋
莚
に
列
し
た
青
龍
寺
や
、
大
興
善

寺
な
ど
の
、
五
百
の
大
徳
は
、
皆
こ
れ
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
飜
つ
て
、
日
本
を
見
れ
ば
、
奈
良
の
諸
大
寺
に
は
、
倶
舍
や
法
相
の

碩
學
が
居
る
、
三
論
や
華
嚴
の
龍
象
が
居
る
、
最
澄
も
居
る
、
此
の
中
に
は
朝

廷
に
立
つ
て
居
る
人
々
と
、
綢
繆
※
縁
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
由
來
、
草
莽
の

微
衷
が
、
天
門
の
上
に
達
す
る
こ
と
の
難
き
は
、
昔
も
今
も
同
じ
こ
と
で
大
師

が
歸
朝
後
、
直
ち
に
、
請
來
の
經
卷
を
上
つ
て
、
密
教
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た

が
、
平
城
天
皇
は
、
あ
ま
り
、
留
意
せ
ら
れ
た
ら
し
く
な
い
、
歸
朝
後
第
五
年

目
に
至
つ
て
、
平
城
帝
が
退
隱
せ
ら
れ
、
御
代
が
代
は
つ
た
か
ら
、
弘
仁
元
年

十
月
二
十
七
日
の
日
附
を
以
て
、
國
家
の
爲
に
修
法
せ
ん
こ
と
を
請
は
れ
た
上

書
が
、
性
靈
集
に
見
え
て
あ
る
が
、
其
の
中
に
は
、
大
唐
天
子
の
例
を
援
引
し

て
、
宮
中
則
捨
長
生
殿
、
爲
内
道
塲
、
復
毎
七
日
、
令
解
念
誦
僧
等
持
念
修
行
、

城
中
城
外
亦
建
鎭
國
念
誦
道
塲
、
佛
國
風
範
亦
復
如
是
と
云
は
れ
て
、
日
本
も

又
唐
朝
の
例
に
倣
ふ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
居
ら
れ
る
、
是
れ
實
に
大
師
の
衷

情
か
ら
出
た
主
張
で
あ
る
、
又
恐
ら
く
、
入
唐
の
上
密
教
を
傳
へ
ら
れ
た
素
懷

で
あ
る
と
信
ず
る
、
そ
れ
か
ら
、
七
年
を
經
て
、
弘
仁
七
年
十
月
十
四
日
の
日

附
で
以
て
、
嵯
峨
天
皇
の
、
御
乖
豫
を
祈
誓
せ
ら
れ
て
、
神
水
一
瓶
に
藥
石
を

添
へ
て
進
献
し
た
表
啓
が
あ
る
、
か
く
の
ご
と
く
、
寸
進
尺
進
、
徐
々
と
し
て
、

密
教
の
根
柢
を
宮
廷
の
中
に
扶
植
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
又
承
和
元
年
即
ち
大
師

の
入
寂
以
前
に
先
つ
僅
に
一
年
に
至
り
て
、
宮
中
の
一
室
を
莊
嚴
し
て
、
眞
言

を
持
誦
す
る
こ
と
を
恒
例
と
な
す
と
云
ふ
敕
允
が
、
出
た
、
そ
れ
ま
で
は
、
大

師
の
苦
心
は
、
御
一
生
を
通
じ
て
、
眞
に
想
見
に
餘
あ
る
も
の
と
云
つ
て
よ
い
、

大
師
の
遺
弟
た
る
も
の
は
、
今
日
を
以
て
、
昔
日
を
推
し
て
、
大
師
の
御
一
生

は
、
芝
居
で
見
る
や
う
に
、
始
か
ら
、
六
方
を
踏
ん
で
、
花
見
か
ら
出
て
く
る

や
う
に
見
る
は
、
是
れ
、
眞
に
大
師
の
性
格
を
領
解
し
た
も
の
と
云
へ
ぬ
、
大

師
の
歸
朝
後
の
生
涯
は
、
法
の
爲
め
、
國
の
爲
め
、
身
命
を
惜
ま
な
か
つ
た
歴

史
で
、
况
ん
や
、
朝
に
立
つ
て
、
從
來
の
入
唐
求
法
の
高
僧
の
如
く
、
寵
榮
を

趁
う
て
、
奔
走
す
る
な
ど
の
事
は
、
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
奈
良
の
連
中
が
、

最
澄
と
喧
譁
を
し
た
り
、
動
も
す
れ
ば
、
情
誼
上
、
大
師
も
孰
れ
へ
か
卷
き
込

ま
れ
さ
う
で
あ
つ
た
が
、
大
師
が
、
中
立
の
状
態
に
居
ら
れ
た
は
、
畢
竟
、
世

榮
に
冷
淡
な
故
で
あ
つ
て
、
奈
良
の
連
中
と
、
屡
々
來
往
し
た
や
う
に
見
受
く

る
は
、
舊
友
も
多
か
つ
た
上
に
、
眞
言
の
學
問
は
、
三
論
法
相
の
學
問
を
基
礎

と
し
て
居
る
か
ら
と
私
は
認
め
る
、
現
に
御
遺
告
二
十
五
箇
條
の
第
十
二
に
此

の
事
が
出
て
あ
る
。

又
善
く
世
人
に
問
は
る
ゝ
事
で
あ
る
が
、
大
師
は
、
梵
語
を
知
つ
て
居
ら
れ
た

か
否
や
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
が
、
梵
字
梵
語
を
講
習
せ
ず
し
て
、
眞
言
密
教
は
、

完
全
に
領
解
出
來
る
も
の
で
な
く
、
又
不
空
三
藏
の
上
足
の
弟
子
た
る
惠
果
が
、

梵
字
梵
語
を
知
ら
な
か
つ
た
大
師
を
傳
燈
阿
闍
梨
の
位
に
上
す
と
は
思
へ
ぬ
が
、
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世
人
の
中
に
は
、
往
々
、
か
ゝ
る
疑
問
を
な
す
も
の
あ
る
か
ら
、
私
は
、
茲
に

説
明
し
た
い
と
思
ふ
、
大
師
は
、
立
派
に
梵
語
は
や
ら
れ
た
の
で
、
御
請
來
目

録
の
序
中
に
、
梵
字
梵
讃
間
以
學
之
、
と
記
せ
ら
れ
て
居
る
間
と
は
、
大
師
謙

讓
せ
ら
れ
た
言
で
、
當
時
梵
學
の
研
究
が
、
中
々
盛
大
で
あ
り
、
斯
學
の
才
俊

が
多
く
居
つ
た
唐
の
長
安
に
入
り
て
、
大
師
た
る
も
の
は
、
如
何
に
し
て
、
此

の
必
要
學
科
を
等
閑
視
す
る
こ
と
が
あ
り
得
べ
き
か
、
畢
竟
、
講
習
日
淺
く
、

長
安
の
才
俊
に
比
す
れ
ば
、
大
師
自
身
が
、
劣
る
と
思
は
れ
た
か
ら
、
間
の
字

を
入
れ
ら
れ
た
ま
で
ゝ
、
講
習
日
淺
か
つ
た
に
し
ろ
、
今
日
の
學
生
の
樣
に
、

五
年
六
年
と
か
ゝ
つ
て
、
だ
ら
し
な
く
や
つ
た
の
で
な
い
か
ら
、
大
師
の
梵
學

上
の
著
述
あ
り
、
意
見
な
り
を
見
る
と
、
一
點
の
誤
謬
は
な
い
、
例
を
擧
ぐ
れ

ば
、
い
く
ら
も
あ
る
が
、
先
づ
十
住
心
論
の
卷
第
七
か
ら
引
用
し
ま
す
、
文
殊

自
證
眞
言
で
あ
る
が
、

H
e

《
ヘ
ー
》H

e

《
ヘ
ー
》
〔K

um
a_raka

〕
《
ク
マ
ー
ラ
カ
》vim

ukti

《
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ム
ク
テ
イ
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《
パ
ト
ハ
》-sthita

《
ス
ト
ヒ
タ
》sm
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《
ス
マ
ラ
》s

m
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《
ス
マ
ラ
》
〔pratijn~a_m

〕
《
プ
ラ
テ
イ
ヂ
ユ
ナ
ー
ム
》.

　
大
師
の
解
釋
に
は
、
醯
醯






是
呼
召
な
り
と
あ
る
、
印
度
で
人
を
呼
ぶ
と
き
の

感
投
詞
は
、
「
ヘ
ー
」
「
ヘ
ー
」
と
云
ふ
の
で
、
日
本
で
は
「
オ
ー
イ
」
「
オ

ー
イ
」
と
云
ふ
や
う
な
も
の
で
あ
る
、
是
れ
呼
召
即
ち
人
を
呼
び
召
す
と
き
に

使
用
す
る
の
で
あ
る
、
倶
摩
羅
迦
、
是
童
子
、
即
是
呼
召
令
憶
本
願
と
あ
る
は
、

「
ク
マ
ー
ラ
カ
」
「
童
子
よ
」
と
云
ふ
と
き
の
形
で
あ
る
、
眦
目
乞
底
鉢
他
悉

體
多
、
解
脱
道
住
、
請
呼
此
童
子
住
於
解
脱
道
者
、
と
あ
る
、
こ
れ
又
宜
し
い
、

「
※
ム
ク
テ
イ
」
と
は
解
脱
の
義
で
あ
る
、
「
パ
ト
ハ
」
は
、
途
の
義
で
、

「
ス
ト
ヒ
タ
」
は
、
「
立
ち
た
る
」
と
云
ふ
形
容
詞
で
、
「
ク
マ
ー
ラ
カ
」
を

形
容
し
て
居
る
語
で
あ
る
大
師
の
所
謂
解
脱
道
住
の
云
々
は
、
即
ち
、
此
の
三

語
が
、
前
の
「
ク
マ
ー
ラ
カ
」
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
云
ふ
た
の
で
あ
る
、

解
脱
の
途
に
住
す
る
、
童
子
よ
と
云
ふ
義
に
解
す
れ
ば
よ
い
。

「
ス
マ
ラ
」
「
ス
マ
ラ
」
を
、
憶
念
憶
念
と
大
師
が
解
釋
せ
ら
れ
た
は
、
「
憶

念
せ
よ
」
「
憶
念
せ
よ
」
の
命
令
法
に
用
ひ
た
こ
と
を
云
つ
た
の
で
あ
る
、

「
プ
ラ
ィ
ヂ
ュ
ナ
ー
ム
」
は
先
所
立
所
願
と
解
釋
せ
ら
れ
た
の
は
、
又
正
し
い
、

此
の
語
は
「
誓
約
を
」
と
云
ふ
義
で
あ
る
、
だ
か
ら
、
全
體
の
意
味
は
「
ヘ
ー
」

「
ヘ
ー
」
已
に
解
脱
の
途
に
安
住
す
る
童
子
よ
、
さ
き
に
誓
つ
た
約
束
を
忘
れ

ず
に
憶
念
せ
よ
と
云
ふ
に
あ
る
の
で
、
大
師
は
、
醯
々
童
子
住
解
脱
道
者
、
憶

念
本
所
立
願
と
あ
る
は
、
一
點
の
非
難
の
打
ち
や
う
の
な
い
解
釋
で
あ
る
、
し

か
し
、
吾
輩
が
か
く
云
ふ
は
、
普
通
の
梵
語
學
の
見
地
か
ら
云
ふ
の
で
、
大
師

は
、
已
に
こ
れ
を
指
摘
し
て
、
此
眞
言
の
淺
略
で
あ
る
と
云
う
て
居
る
、
又
、

一
應
何
人
に
も
明
白
な
義
で
あ
る
か
ら
、
顯
義
だ
と
云
は
れ
て
居
る
、
か
ゝ
る

こ
と
は
、
大
師
は
、
已
に
十
分
に
承
知
せ
ら
れ
て
、
其
の
上
に
更
ら
に
、
吾
々

に
は
了
解
の
出
來
ぬ
が
、
確
に
古
代
印
度
の
密
教
の
行
者
か
ら
傳
へ
た
と
見
る

べ
き
密
教
的
解
釋
を
加
へ
て
居
る
、
倶
摩
羅
迦
（
〔K

um
a_raka

〕
）
の
語
を

分
析
し
て
倶
（K

u

）
は
摧
破
之
義
、
摩
羅
（
〔m

a_ra

〕
）
は
是
四
魔
五
眷
屬
、

此
眞
言
以
魔
字
爲
體
、
即
是
大
空
之
義
、
證
此
大
空
摧
壞
一
切
魔
也
と
せ
ら
れ

た
は
、
是
れ
は
、
密
教
的
解
釋
で
、
即
ち
、
眞
言
宗
に
獨
得
な
説
明
法
で
あ
る
、

世
人
は
單
に
こ
の
解
釋
と
違
つ
て
居
る
の
を
見
て
か
れ
こ
れ
云
ふ
の
で
あ
る
が
、

大
師
は
普
通
の
解
釋
は
、
充
分
承
知
し
て
、
更
ら
に
、
密
教
の
上
か
ら
見
た
解

釋
を
加
へ
て
居
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
又
十
住
心
論
の
卷
の
四
に
、
大

日
經
の
聲
聞
の
眞
言
を
引
用
し
て
あ
る
が
、

〔H
etu-pratyaya-vigata

K
arm

a-nirja_ta
hu_m

〕
と
あ
る
、
是
れ
は
、
常
情

か
ら
解
す
れ
ば
「
因
縁
よ
り
離
れ
、
業
よ
り
免
れ
た
る
も
の
よ
」
と
解
釋
す
べ

き
も
の
と
思
ふ
が
、
大
師
は
、
こ
れ
に
密
教
的
解
釋
を
下
し
て
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初
醯
字
（H

e

）
有
訶
聲
（h

）
是
行
是
喜
、
即
聲
聞
行
、
有
伊
聲
（e

）
即
聲

聞
三
昧
也
、
次
覩
字 tu

‘ 

有
多
聲
（t

）
即
聲
聞
所
入
如
々
也
、
有
※
聲
（u

）

三
昧
也
、
次
有
鉢
字
（pa

）
聲
聞
所
見
第
一
義
諦
、
帶
羅
字
（ra

）
即
小
乘
所

離
六
塵
、
帝
也
（tya
）
乘
如
之
義
也
、
是
聲
聞
所
乘
之
乘
、
※
（vi

）
有
縛
聲

（v

）
是
縛
也
（B

andhana
）
縛
則
煩
惱
也
、
有
伊
聲
（i

）
則
無
縛
三
昧
、
掲

多
離
也
行
也
、
已
下
怖
障
義
云
々
と
あ
る
、
此
等
の
解
釋
を
普
通
梵
語
か
ら
解

釋
す
れ
ば
、
甚
だ
解
し
難
き
が
、
密
教
の
特
色
は
、
茲
に
あ
る
こ
と
ゝ
思
ふ
、

今
日
保
存
さ
れ
て
居
る
諸
種
の
陀
羅
尼
な
ど
も
、
普
通
の
解
釋
で
、
一
見
意
義

を
知
る
こ
と
が
出
來
る
も
あ
れ
ば
、
又
ど
う
し
て
も
、
出
來
ぬ
も
の
が
あ
る
、

し
か
し
無
意
味
の
聲
字
を
臚
列
し
て
、
こ
れ
に
重
大
な
効
能
を
附
し
た
と
は
、

思
は
れ
ぬ
、
何
か
意
味
が
含
ま
れ
て
居
た
に
相
違
な
く
、
或
は
、
梵
語
で
な
く

て
、
南
方
印
度
の
語
で
あ
つ
た
か
、
或
は
何
か
秘
密
結
社
の
中
に
通
用
し
た
語

で
あ
つ
た
か
、
然
ら
ず
ば
今
日
は
絶
滅
し
て
あ
る
も
、
以
前
は
、
生
存
し
て
密

教
を
傳
へ
た
種
族
の
語
で
あ
る
か
、
何
か
根
據
が
あ
り
、
意
味
が
あ
つ
た
に
相

違
な
く
、
局
外
も
の
に
は
、
了
解
せ
ら
れ
ぬ
が
、
傳
燈
阿
闍
梨
の
位
に
あ
る
も

の
に
は
了
解
せ
ら
れ
た
こ
と
ゝ
思
ふ
、
密
教
的
解
釋
が
、
到
底
、
局
外
者
の
常

情
で
判
斷
出
來
ぬ
と
云
ふ
こ
と
は
、
吾
輩
一
家
の
私
言
で
な
い
、
義
淨
三
藏
の

求
法
高
僧
傳
の
中
に
、
道
琳
法
師
の
項
の
下
に
、
呪
藏
（
〔V

idya_-dhara-pit

aka

〕
）
の
こ
と
を
論
じ
、
も
と
は
、
梵
本
に
十
萬
頌
あ
つ
た
が
、
龍
樹
菩
薩

の
弟
子
に
難
陀
と
云
ふ
が
あ
つ
て
、
撮
集
し
て
一
萬
二
千
頌
と
し
て
、
一
家
の

言
を
な
し
た
、
毎
於
一
頌
之
内
、
離
合
呪
印
之
文
、
雖
復
言
同
字
同
實
、
乃
義

別
用
別
、
自
非
口
相
傳
授
、
而
實
解
悟
無
因
、
と
あ
る
、
流
石
の
義
淨
三
藏
も
、

密
教
に
は
局
外
者
で
あ
つ
た
丈
に
、
大
に
了
解
に
困
ん
だ
も
の
と
見
え
る
、
し

か
し
、
陳
那
菩
薩
に
は
、
難
陀
の
製
作
が
非
常
に
巧
で
あ
つ
た
こ
と
が
、
判
明

し
た
と
見
え
て
、
撫
經
歎
曰
、
嚮
使
此
賢
致
意
因
明
者
、
我
復
何
顏
有
乎
、
是

智
士
識
己
之
度
量
、
愚
者
闇
他
之
淺
深
と
云
つ
て
、
後
の
呪
藏
を
了
解
出
來
ぬ

も
の
を
戒
め
て
居
る
、
普
通
の
梵
語
の
解
釋
法
を
以
て
、
大
師
の
陀
羅
尼
解
釋

法
を
云
爲
す
る
も
の
は
、
所
謂
、
愚
者
闇
他
之
淺
深
も
の
で
、
獨
り
、
大
師
の

罪
人
た
る
の
み
な
ら
ず
、
又
義
淨
の
所
謂
愚
人
で
あ
る
、
た
ゞ
吾
輩
は
、
こ
れ

に
對
し
て
、
緘
默
と
し
て
、
他
日
陳
那
の
ご
と
き
智
者
が
、
出
現
す
る
を
待
つ

ま
で
ゝ
あ
る
、
大
師
が
梵
語
を
講
習
す
る
と
き
、
「
ア
ー
イ
ン
ド
ラ
」
學
派

（
〔a_indra school

〕
）
の
語
典
を
用
ひ
た
と
見
え
て
、
大
日
經
疏
要
文
記
中

に
、
薄
伽
を
釋
し
た
節
に
、
帝
釋
聲
論
曰
謂
女
人
爲
薄
伽
（B

haga 

是
れ
女
人

の
根
の
義
な
り
）
云
々
と
し
て
あ
る
を
見
て
も
、
明
白
で
あ
る
し
か
し
此
等
は

惠
果
の
口
授
を
筆
記
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
惠
果
自
身
は
、
帝
釋
聲
論
を
用
ひ

た
も
の
と
云
ふ
に
な
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
大
師
の
時
代
は
、
東
方
亞
細
亞
に
密
教
の
流
布
し
て
居
つ

た
時
代
で
、
已
に
大
唐
天
子
の
宮
廷
の
宗
教
と
な
つ
て
居
り
、
適
當
な
傳
法
の

法
器
を
得
れ
ば
、
將
さ
に
、
日
本
に
も
、
渡
來
せ
ん
と
す
る
時
で
あ
つ
た
、
大

師
の
識
見
が
、
善
く
此
の
時
代
の
趨
勢
を
察
せ
ら
れ
て
、
大
唐
の
長
安
に
入
り
、

大
唐
の
天
子
の
國
師
で
あ
り
、
帝
師
で
あ
つ
た
不
空
三
藏
の
密
教
を
、
其
の
付

法
の
弟
子
惠
果
よ
り
傳
へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
師
の
密
教
は
、
日
本
の
宮
廷

に
も
入
る
べ
き
で
あ
つ
た
、
次
第
で
、
大
師
の
一
生
は
、
よ
く
こ
れ
を
遂
行
し

て
、
遠
く
は
、
金
剛
智
三
藏
不
空
三
藏
の
法
統
た
る
に
恥
ち
ず
、
近
く
は
、
惠

果
阿
闍
梨
の
寄
託
に
負
か
な
か
つ
た
、
吾
輩
は
一
は
、
大
師
の
爲
め
に
、
惠
果

の
ご
と
き
明
師
を
得
た
こ
と
を
賀
し
、
一
は
惠
果
の
爲
め
に
、
大
師
の
ご
と
き

法
器
に
よ
り
て
、
密
教
を
日
出
天
子
の
朝
廷
に
扶
植
し
得
て
、
千
百
歳
の
下
、

な
ほ
法
燈
の
光
を
、
扶
桑
の
東
に
輝
す
こ
と
を
得
た
の
を
賀
す
る
次
第
で
あ
る
。

し
か
し
、
吾
輩
は
、
大
師
の
性
格
に
つ
き
て
、
今
一
つ
常
に
感
服
し
て
、
能
ふ
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べ
く
ん
ば
、
私
淑
し
た
い
と
思
ふ
こ
と
は
、
大
師
が
、
常
に
山
林
烟
霞
の
癖
の

あ
つ
た
こ
と
で
、
身
は
、
大
唐
の
上
都
に
入
り
て
、
天
下
の
大
を
見
、
文
章
才

學
一
世
を
曠
う
し
た
身
で
あ
り
な
が
ら
歸
朝
の
後
は
、
強
ひ
て
卿
相
に
攀
縁
し

て
、
天
子
の
寵
榮
を
徼
へ
よ
と
も
せ
ず
、
法
の
爲
め
國
の
爲
め
、
營
々
と
し
て

盡
さ
れ
て
、
遂
に
身
は
、
深
山
の
白
雲
の
中
に
隱
れ
て
し
ま
つ
た
、
是
れ
吾
輩

の
羨
望
し
て
已
む
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
、
仄
か
に
聞
く
所
で
は
、
今
般
、
二
個

の
古
義
眞
言
宗
大
學
が
合
併
せ
ら
れ
て
、
高
野
山
の
方
は
京
都
に
移
る
と
云
ふ

こ
と
で
あ
る
が
、
是
は
、
洵
に
世
の
進
運
に
順
應
し
た
こ
と
で
、
眞
言
宗
全
體

の
上
か
ら
見
て
、
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
、
高
野
山
は
大
師
の
入
寂
せ
ら
れ
た
所
、

平
安
は
、
大
師
の
修
學
せ
ら
れ
、
又
活
動
せ
ら
れ
た
所
、
長
安
は
、
大
師
が
天

下
の
大
を
見
ら
れ
た
所
で
、
大
師
の
遺
弟
た
る
青
年
諸
君
は
、
す
べ
か
ら
く
、

大
師
の
な
せ
る
に
傚
つ
て
、
大
學
に
入
り
て
修
學
せ
ら
れ
、
古
の
長
安
に
匹
敵

す
る
倫
敦
巴
里
に
赴
き
て
、
天
下
の
大
を
見
、
歸
朝
し
て
、
密
教
の
擁
護
に
力

を
効
さ
れ
て
、
功
成
り
、
事
遂
げ
た
の
ち
、
野
山
白
雲
の
深
き
所
に
坐
し
て
、

靜
か
に
法
界
秘
密
心
の
殿
中
に
自
適
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
終
に
臨
み
下
手
な
長
談

義
に
諸
君
の
清
聽
を
汚
し
ゝ
こ
と
は
、
私
の
幾
重
に
も
、
諸
君
の
宥
恕
を
請
ふ

所
で
あ
り
ま
す
。
（
完
）
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